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熾
烈
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％
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ソ
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ソ
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荷
す
る
場
合
に
は
船
積
み
価
格
は
買
付
げ
商
人
と
し



基当割の坑炭要

主
ー

ソイ
足
タ
不
び
過
よ
　
る
お
す
業
寸
企
載
坑
抑
炭
量
ア
荷
工
出

ウ
当
の
割

年
間

２
８
年

１
８
と

　
準表

２
８第

ＳｎＯｒｄ１ａｈＣｅ１ｔＳａＣＷｅＮ
●
　
●

．
並
ｎｕ

ｔｒＯｈＳｒｅＶ０

　
ホ
　
ホ
　
ｄ
１
ｎ
ａ
ｅ
ｕ
Ｖぱ

Ａ
Ｓ
・
１ＳａＢｍ

ｒ
．
刊

町此
０
１ＣＯｒ町脆

ｏ
１
Ｃｆ○

閑ｍ
ａＮ

５３５！
ｉ
９１６！

５５６１

■
９２３

３９０１

３８３２

２８０２

Ｆ
ｏ

５６４１

３５０１２

４８４６２１

８８３１２１

４９３
Ｆ
ｏ

１

０４１２２

７４０３９

６７１７２

００００２

ＯＯ０４２

ＯＯ０２
（
０

１

ＯＯ０５４１

ＯＯ０９１

ＯＯ０６２

ＯＯ０２１１

ＯＯ０１３

叫
ＳＥｅ

妃Ｗ船ｍ
ＯｈＴ

｝
ＳＥｎＯＳ

●
１ＶａＤ工ｎＯｔ

Ｏ
ｒＭ

ｍ
ａｈｒｕＤｄｒＯＬ

　
ｎ
　
　
　
　
　
ｎ

　
０
　
　
　
　
　
　
　
０

　
止
Ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
Ｌ

　
ｇ
　
　
　
　
針

　
ｍ
　
　
　
Ｈ

　
ｈ

　
ｓ
叫
　
ｙ
　
ｈ

　
ａ
Ｓ
　
ｎ
　
　
ｔ

　
Ｗ
Ｅ
岬
・
。

泣
一
理

此
Ｅ
Ｃ
－
１
Ｃ
Ｅ
ひ

ｎ
　
・
　
　
・
ａ
Ｌ
Ｃ

鶉
＆
汕
ｃ
わ
剣
＆

ｎ
ｓ
　
　
ｂ
　
　
　
ｓ

Ｏ
ｕ
　
　
Ｏ
　
ｎ
ｕ

Ｌ
Ｒ
　
Ｈ
施
Ｒ

　
　
　
ｔ

．
鮒
舳
慧

ｑ
．
１
　
　
　
１
　
　
　
１

て
ー
　
血
　
ｅ
血

総
珊
隷

０９１３５１５７７３３１４４ＯＯ０９３５１ａｔＯｔ

』
向
ｏ
崖
』
の
＞
一
串
の
一
一

２
１
５

’
２９５１

一

７
８
４

．
％
１
５
…
：

２一
…

７４３４３

７０９２３

８８７６２

５３５５２

％
２
５

３
…
：

２
３

ＯＯ
「
ｏ

２４

Ｏ０５２４

ＯＯ０３３

Ｏ０５２３

ＯＯ

Ｏ
．
９２

ｎ
．
飢

Ｍ町飢
Ｐ

ｈｔＯｒＷｇｎ

１
ｉ

ｎＫ＆ｎＯｄａｒｒｕＢ

ｄｎｅＳｕａＷ
ｎＯｔｇｎ皿

ｗ
ｎ

１
ｏ
ｏ
．Ｗ
：肋

〃
８
６５０１４２７４％

４
．

８４７６６Ｏ０５９２８１ａｔＯｔ

○
自
卜
↑
』
ｏ
名
｝
ｏ
よ
一

　
て
　
。

　
し
た

　
算
つ

　
乗
あ

　
を
で

　
）
％

　
久
　
９

　
の
８
０

　
分
ミ

　
０
カ

　
○
　
ア

　
０

　
ー
　
工

　
（
ウ

　
率

　
荷
■
心

　
出
け

成
示
８
１

作
指
り
罰
ン
な

　
吊
イ
い

よ
年
　
こ
タ
て

４
；
は
れ

　
９
率
ま

５
７

　
．
馴
荷
合

叫
臨
出
は

　
（
示
分

９
準
指
荷

２
基
間
出

１
８
当
年
外

げ
割
の
海

　
，
年
　
，

〃
は
２
８
は

功
量
１
８
に

Ｒ
荷
。
積

，
３
出
る
実

〃
当
れ
荷

〃
割
さ
出

　
問
出
の

典
年
算
こ

出
ホ
　
　
ホ

　
　
　
＊

１
）
２註

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
四
（
若
林
）

て
の
船
主
・
船
長
に
対
す
る
実
際
の
売
却
価
格
で
は
な

く
フ
ィ
ッ
タ
ー
が
発
行
す
る
こ
と
を
法
律
で
義
務
づ
げ

ら
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落
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．
ウ
ォ
ー
ル

ズ
エ
ソ
ド
炭
の
平
均
船
積
み
価
格
は
二
九
年
二
月

に
一
八
シ
リ
ソ
グ
三
ペ
ソ
ス
　
　
こ
れ
は
二
八
年

一
月
か
ら
二
九
年
一
月
ま
で
の
各
月
の
そ
れ
と
同
一
水

準
　
　
か
ら
三
月
に
は
一
六
シ
リ
ソ
グ
三
ペ
ソ
ス

に
、
約
一
一
％
、
下
落
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追
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落
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再
建
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図
す

る
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題
に
と
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し
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ま
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積
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切
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下
げ

は
不
可
避
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
と
、
タ
イ
ソ
委
員
会
は
、

二
月
一
〇
日
、
傭
船
慣
行
に

反
対
す
る
こ
と
に
重
点
を
移

す
こ
と
を
決
定
し
た
。
と
い

う
の
は
、
傭
船
は
取
引
を
タ

イ
ソ
委
員
会
が
監
視
し
照
合

し
う
る
産
炭
地
か
ら
そ
れ
を

な
し
え
な
い
多
数
の
仕
向
け

港
に
移
し
、
し
た
が
っ
て
価

格
協
定
は
一
般
的
傭
船
体
制

の
も
と
で
は
維
持
し
え
な
い



の
で
あ
る
　
　
公
開
取
引
は
常
に
き
わ
め
て
多
数
の
傭
船
契
約
を
随
伴
さ
せ
る
　
　
が
、
協
定
が
再
建
さ
れ
て
も
一
度
彩
成
さ
れ
た
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

慣
行
を
全
面
的
に
廃
止
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
二
九
年
向
げ
協
定
の
再
建
Ｈ
更
新
交
渉
は
長
引
い
た
が
、
六
月
に
開
か
れ
た
連
合
炭
鉱
主
総
会
で
紛
争
仲
裁
機
関
設
立
計
画
（
亭
。

、
暮
、
霊
呂
箏
）
に
対
す
る
ダ
ー
ラ
ム
伯
Ｈ
ラ
ム
ト
ソ
卿
の
反
対
論
は
充
分
に
論
駁
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
彼
は
新
協
定
へ
の
参
加
を
快

諾
し
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
炭
鉱
主
も
ま
た
新
規
約
に
署
名
し
た
。
こ
の
時
に
署
名
を
拒
否
し
た
三
炭
坑
の
う
ち
、
ウ
ェ
ァ
河
地
域
の

大
炭
坑
で
あ
る
ヘ
ッ
ト
ソ
．
コ
ー
ル
．
ヵ
ソ
バ
ニ
ー
（
亭
ｏ
Ｈ
室
け
；
０
８
一
〇
§
君
箏
Ｋ
）
は
タ
ィ
ソ
委
員
会
が
規
約
の
わ
ず
か
な
修
正
に

同
意
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
八
月
八
日
に
署
名
し
、
残
り
の
タ
イ
ソ
の
二
炭
坑
、
タ
ウ
ソ
レ
イ
・
メ
イ
ソ
（
弓
◎
彗
身
く
巴
目
）
お
よ
び

テ
ィ
ー
ム
（
弓
墨
昌
）
両
次
坑
　
　
前
者
は
割
当
基
準
の
自
身
に
ょ
る
指
定
を
要
求
し
た
　
　
に
は
説
得
と
圧
力
を
通
じ
て
署
名
さ
せ
た
。

こ
う
し
て
、
二
九
年
八
月
に
協
定
の
再
建
を
可
能
に
さ
せ
た
最
も
重
要
な
要
因
は
、
八
月
の
第
一
市
場
日
の
ロ
ソ
ド
ソ
石
炭
取
引
所

に
お
げ
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ツ
．
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ェ
ソ
ド
炭
が
二
月
に
比
べ
て
九
シ
リ
ソ
グ
三
ベ
ソ
ス
、
約
二
三
劣
も
低
い
三
〇
シ
リ
ソ
グ

九
ベ
ソ
ス
に
、
船
積
み
価
格
も
一
、
二
月
の
一
八
シ
リ
ソ
グ
三
ペ
ソ
ス
か
ら
六
、
七
、
八
月
の
二
ニ
シ
リ
ソ
グ
と
三
ベ
ソ
ス
ヘ
と
約

二
七
．
四
％
暴
落
し
、
ま
た
ラ
ッ
セ
ル
ズ
・
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ェ
ソ
ド
炭
も
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
で
は
二
月
の
三
八
シ
リ
ソ
グ
九
ベ
ソ
ス
か
ら

八
月
の
二
九
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
に
、
船
積
み
価
格
は
一
、
二
月
の
一
六
シ
リ
ソ
グ
九
ベ
ソ
ス
か
ら
六
、
七
、
八
月
の
一
一
シ
リ
ソ

グ
三
ペ
ソ
ス
に
、
其
々
、
二
三
・
九
％
、
三
二
・
八
％
、
暴
落
し
（
単
位
は
す
べ
て
ロ
ソ
ド
ソ
・
チ
ヨ
ル
ド
ロ
ソ
、
第
７
図
を
参
照
）
、
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

方
で
、
か
か
る
価
格
下
落
を
相
殺
す
る
出
荷
量
の
増
加
を
ほ
と
ん
ど
も
た
ら
さ
ず
、
炭
鉱
経
営
が
著
し
く
悪
化
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
二
九
年
八
月
三
一
日
に
発
効
し
た
新
協
定
お
よ
び
新
規
約
は
、
一
般
的
に
は
一
ニ
ケ
月
間
効
力
を
も
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時

に
は
有
効
期
限
を
三
〇
年
末
ま
で
延
長
し
た
。
協
定
再
建
に
よ
っ
て
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
で
の
取
引
価
格
は
、
二
九
年
一
二
月
末
か
ら
翌

　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
倒
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
（
　
三
三
）
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年
一
月
初
め
に
か
げ
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ツ
・
ヴ
ォ
ー
ル
ズ
ェ
ソ
ド
炭
が
四
〇
～
四
ニ
シ
リ
ソ
グ
ヘ
、
ラ
ッ
セ
ル
ズ
．
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ソ
ド
炭
が
四
〇
～
四
一
シ
リ
ソ
グ
ヘ
と
回
復
し
た
（
い
ず
れ
も
ロ
ソ
ド
ソ
．
チ
ヨ
ル
ド
ロ
ソ
当
り
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
新
観
約
で
設
立
さ
れ
た
紛
争
仲
裁
機
関
と
は
、
紛
争
の
当
泰
者
　
　
タ
ィ
ソ
委
員
会
対
ウ
ェ
ァ
委
員
会
、
い
ず
れ
か
の
地

域
委
員
会
対
当
該
地
域
の
炭
鉱
主
、
炭
鉱
主
相
互
問
　
　
が
其
々
独
自
の
仲
裁
人
（
８
寧
８
）
を
一
名
づ
っ
任
命
し
　
　
両
地
域
委
員
会
問

の
場
合
に
は
当
事
者
は
手
続
き
と
し
て
は
苦
情
・
異
議
を
申
誇
し
た
地
域
委
員
会
と
連
合
委
員
会
に
．
た
る
　
　
、
双
方
の
仲
裁
人
は
意
見
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
７
　
イ
　
ナ
　
ル

致
し
な
い
場
合
の
た
め
に
仲
裁
業
務
を
開
始
す
る
前
に
予
め
そ
の
裁
定
が
最
終
的
な
も
の
で
あ
る
第
三
の
仲
裁
人
、
す
な
わ
ち
裁
定

人
（
■
昌
胃
ｏ
）
を
選
任
す
る
、
と
小
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
か
ら
、
従
来
月
毎
に
定
め
て
い
た
指
示
出
荷

率
は
、
連
合
委
員
会
の
定
例
会
議
が
隔
週
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
週
問
毎
に
決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

　
　
過
不
足
調
整
は
従
来
通
り
　
　
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
措
置
は
、
消
費
地
市
場
に
お
げ
る
取
引
価
格
の
変
動
に
出
荷
量
を
よ
り
機
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

に
調
整
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
協
定
再
建
以
後
三
〇
年
末
ま
で
、
連
合
委
員
会
と
両
地
域
委
員
会
が
そ
の
時
問
と
精
力
の
ほ
と
ん
ど
を
狭
隆
化
し
た
独
占
朴
潤
の

収
奪
基
盤
の
拡
大
と
安
定
化
の
た
め
に
”
海
送
炭
”
に
対
す
る
差
別
的
高
率
課
税
の
廃
止
運
動
に
費
し
た
こ
と
は
、
既
に
第
二
章
で

説
明
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
三
一
年
三
月
一
目
か
ら
実
施
さ
れ
た
”
海
送
炭
〃
に
対
す
る
ロ
ソ
ド
ソ
・
チ
ョ
ル
ド
艀
ソ
当
り
六
シ
リ
ソ
グ
の
統
合
国
税
の
廃
止

や
ロ
ソ
ド
ソ
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ー
・
市
場
税
等
の
統
廃
合
お
よ
び
内
陸
炭
を
含
む
す
べ
て
の
石
炭
に
対
す
る
統
一
税
制
の
採
用
等
に

よ
っ
て
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
石
炭
独
占
の
存
立
基
盤
が
強
化
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
協
定
更
新
を
め
ぐ
る
最
大
の
危
機
が
三

二
年
末
に
訪
れ
た
。
そ
れ
は
既
に
三
二
年
に
発
生
し
た
事
態
の
経
過
そ
の
も
の
の
う
ち
に
あ
っ
た
。
三
一
年
末
に
三
二
年
向
げ
協
定



は
〃
な
ん
ら
の
特
肌
の
困
讐
と
一
締
結
さ
れ
実
施
さ
れ
た
が
、
唯
一
の
例
外
は
ロ
ソ
ド
ソ
デ
リ
ー
祭
シ
ー
ア
ム
．
↑
バ
ー

冨
彗
奪
一
冒
一
の
も
６
レ
よ
一
て
走
ら
さ
れ
た
船
積
髭
設
の
増
控
見
合
う
割
当
基
準
の
増
加
保
雲
求
め
、
受
げ
入
れ

ら
れ
な
か
一
た
た
め
に
結
局
協
定
に
署
名
し
な
か
一
た
こ
と
で
あ
る
。
危
機
発
生
の
直
接
的
契
機
は
、
三
二
年
三
月
三
目
か
ら
九
月

下
旬
ま
で
行
な
わ
れ
た
坑
夫
ス
ー
と
そ
れ
に
伴
う
炭
鉱
主
た
ち
に
よ
る
”
野
良
犬
、
黄
犬
〃
契
約
下
で
外
来
坑
夫
の
一
時
的
導
入
等

の
事
後
処
理
に
対
す
る
一
ソ
ド
ソ
デ
ー
－
侯
の
態
度
に
関
つ
て
い
た
。
坑
夫
ス
ト
は
三
二
年
協
定
の
正
常
姦
能
姦
壊
し
た
が
、

そ
の
影
響
は
き
わ
め
て
不
均
等
で
あ
一
た
。
す
な
わ
ち
、
三
二
年
の
年
問
出
荷
指
示
率
一
、
○
○
○
分
の
七
三
〇
に
対
し
て
、
出
荷

実
績
は
タ
ィ
ソ
河
地
域
の
打
撃
が
大
き
く
一
、
○
○
○
分
の
三
八
・
五
の
不
足
差
つ
た
が
、
ウ
エ
ア
河
地
域
の
打
撃
は
き
わ
め
て

軽
微
で
逆
に
一
・
○
○
○
分
の
二
七
も
超
過
し
、
し
か
も
一
ソ
ド
ソ
デ
リ
ー
侯
は
坑
夫
ス
ト
に
関
し
て
比
較
的
無
傷
で
、
三
二
年

協
定
に
調
印
し
な
か
一
た
こ
と
に
よ
一
て
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
ず
に
出
荷
し
、
隣
人
の
犠
牲
で
利
益
を
あ
げ
た
、
と
非
難
さ
れ
た
。
そ

の
う
え
・
彼
は
・
三
二
年
二
月
吉
の
連
合
炭
鉱
総
会
で
承
認
さ
れ
た
採
炭
可
能
炭
坑
の
ス
ト
に
よ
る
操
業
中
止
に
対
す
る
擾

措
置
と
し
て
の
七
、
九
月
の
各
炭
坑
の
出
荷
額
の
二
竃
覇
割
当
を
含
む
一
切
の
ス
ト
対
策
費
の
割
り
当
て
を
引
き
受
げ
る
こ
と

を
拒
絶
し
た
。
二
月
吉
の
総
会
は
連
合
委
員
会
に
…
年
向
げ
協
定
の
実
現
の
可
能
性
に
っ
い
て
可
及
的
速
か
に
報
告
す
る
よ

う
指
示
し
た
が
・
ス
ー
で
か
な
り
の
打
撃
言
け
た
と
思
わ
れ
る
ウ
エ
ァ
河
地
域
の
大
炭
坑
一
ツ
ト
ソ
．
コ
、
ル
．
カ
ソ
パ
ニ
、
は
、

三
二
年
一
月
下
旬
・
ス
ー
の
事
後
処
理
問
題
を
理
由
の
；
と
し
て
、
三
三
年
協
定
の
交
渉
を
拒
否
す
る
通
婁
連
合
委
員
倉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

な
っ
た
・
か
く
し
て
、
協
定
は
更
新
さ
れ
ず
、
再
び
公
開
取
引
１
１
自
由
競
争
が
再
開
さ
れ
た
。

…
年
の
自
由
競
争
の
展
開
は
、
タ
ィ
ソ
・
ウ
エ
ァ
両
河
地
域
の
諸
炭
坑
の
み
奮
ず
、
二
九
年
一
〇
月
か
ら
三
三
年
に
か
げ
て

新
た
に
開
通
し
た
ス
ー
一
ク
ー
ソ
・
タ
ー
－
ソ
ー
ソ
鉄
道
の
延
長
路
線
ス
ト
ツ
ク
ト
ソ
と
ミ
ド
ル
ズ
フ
ロ
、
暑
、
。
、
一
。
己
。
げ
、
。
ー
テ
イ

　
　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
謄
淳
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
碑
一
若
林
一
　
　
　
三
五
一
三
五
一
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よ

’
　
　
）

６
　
１

３
　
　
１

８
　
　
ａ

１
　
　
ｓ

　
ｒ
ア
　
ａ

Ｏ
　
ｅ

　
Ｐ
７
〃
ｅ
ｓ
地
ｍ’
畑
舳

ｏ
　
ｏ
ｆ
伽
刎
　
Ｃ

Ｏ
　
ｅ

Ｏ
　
ｎ“
此

典
．
椚
出
¢

１
）註

　
　
○

　
　
る

　
　
よ

　
　
に

　
　
ｎ

　
　
ｕ

　
　
Ｏ

　
　
ｃ
ｃ

　
　
Ａ

　
　
ｅ

　
　
ｇ

　
　
ａ

　
　
ｎ

　
　
ｎ

　
　
Ｏ

　
　
Ｔ

　
　
’
Ｓ

　
　
ｙ

　
　
ｎ

　
　
ａ

　
　
Ｐ

　
　
ｍ

　
　
Ｏ

　
　
Ｃ

　
ｏ
　
ｎ

　
る
的

　
す
昭

　
と
１
ｉ

　
日
狐

　
始
Ｄ

６
開
ｄ

８
を
汕

皿
　
日
ｎ

　
３
０
的

〃
月
改

仏
６
的

　
は
Ｓ
帆
碓
眺
　
ホ
榊

　
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
三
六
）

ー
ズ
河
の
河
口
南
側
〕
問
、
ダ
ー
リ
ソ
ト
ソ
か
ら
炭
鉱
地
帯
の
シ
ル
ド
ソ
〔
ｃ
ｏ
巨
－
．

ｑ
。
目
〕
へ
、
シ
ル
ド
ソ
を
基
点
に
ー
ブ
ラ
ヅ
ク
・
ボ
ー
イ
〔
国
曽
斤
団
◎
己
炭
鉱
へ
の
支

線
．
ウ
ィ
ツ
ト
ソ
．
パ
ー
ク
〔
ミ
ま
ｇ
雰
寿
〕
お
よ
び
ヴ
ィ
シ
ョ
ヅ
プ
一
オ
ー
ク

ラ
ソ
ド
〔
団
〆
ぎ
り
ト
９
匡
彗
ｅ
両
石
炭
鉱
区
地
域
へ
の
支
線
、
さ
ら
に
ハ
ヅ
ガ
ー

リ
ー
セ
ス
届
品
。
・
¢
、
一
。
易
。
・
。
〕
へ
の
支
線
　
　
や
ク
レ
ァ
レ
ン
ス
鉄
道
（
〇
一
胃
９
８

内
、
、
享
、
Ｋ
）
の
幹
線
　
　
ス
ト
ヅ
ク
ト
ソ
、
ポ
ー
ト
・
ク
レ
ア
レ
ソ
ス
〔
勺
ｏ
具
９
甲

、
、
。
。
。
・
テ
イ
ー
ス
河
の
河
口
北
側
〕
と
シ
ル
ト
ソ
の
東
と
を
結
ぶ
　
　
の
開
通

（
８
）

等
に
よ
っ
て
最
も
有
力
な
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
と
し
て
登
場
し
た
オ
ー
ク
ラ

ソ
ド
地
区
（
亭
。
ト
、
。
匡
彗
Ｏ
ｑ
茸
ま
“
同
地
域
の
石
炭
鉱
区
は
未
開
発
部
分
を

含
め
て
六
四
平
方
マ
イ
ル
、
三
六
年
現
在
の
既
存
炭
坑
を
除
く
四
九
平
方
マ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

の
鉱
区
の
採
炭
可
能
推
定
量
は
約
二
・
三
億
ト
ソ
で
あ
る
）
を
中
心
と
す
る
テ

ィ
ー
ズ
河
流
域
諾
炭
坑
の
ロ
ン
ド
ソ
市
場
へ
の
出
荷
量
の
急
増
（
第
２
９
表
を

参
照
）
に
よ
っ
て
、
以
前
よ
り
一
層
激
烈
な
様
相
を
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ツ
・
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ェ
ソ
ド
炭
の
ロ
ン
ド
ソ
石
炭

取
引
所
に
お
げ
る
取
引
価
格
は
三
二
年
二
一
月
の
第
一
市
場
日
の
ト
ソ
当

り
二
一
シ
リ
ソ
グ
九
ペ
ソ
ス
か
ら
三
三
年
、
七
・
八
月
の
各
第
一
市
場
日

の
一
五
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
　
　
　
「
出
荷
制
隈
協
定
」
の
歴
史
全
体
を
通
じ
て



炭石ソドン
ロるよに断中定協の月

２
落
年
下

３
４
格

１
８
価～
る

月
げ
１
お
年
に

３
３
所

１
８
引

　
取
図８第

Ｓ１ａＯＣｄｎｅＳｌｌａ
，
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２
）

（
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、
、
３
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Ｏ
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、
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、
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！
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３
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、
ン　

Ｏ
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ｎ
　
ｅ
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〔
－
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ン
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ノ
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－
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２
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刀

２
０

ハ
〔

２３８－〔 Ｏ
〕

１＾

１
８

ア
３

、
、
３
１８

１
６

　
ー
へ

　
　
■

　
　
、
、

　
＼

　
、
＼
、、

、

１
５

１
、

１

、
、

’

刊
、

、

、

ノ
、

４・

…ト

月

２
４

２
３

２
２

２
１

２
０

”

個

〃

１
６

乃

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態

月
２

０
一　
　
　
月
　
　
　
稜
ト
リ
つ

　
　
　
８
　
　
　
船
は
シ
あ

９
　
　
年
　
　
　
，
差
７
で

８
　
　
３
３
　
　
て
低
年
ス

　
　
　
ー
８
　
　
　
し
高
３
２
ン

７
　
　
　
，
　
　
と
の
１
８
ぺ

　
　
　
し
　
　
つ
率
，
％
一

６
但
一
賃
で
６
）

　
　
　
。
　
　
の
運
間
グ
９
８

５
　
　
　
す
　
　
　
因
い
ン
ン
叫

　
　
　
示
　
　
　
要
低
ド
リ
　
，

４
　
　
。
を
　
　
動
に
ン
シ
“

　
　
成
間
　
　
　
変
季
口
７
８
３

３
　
作
期
　
　
節
夏
～
年
１

　
　
り
）
　
　
季
く
ン
３
４
ガ

２
　
よ
引
　
　
な
高
イ
，
オ

　
　
　
取
。
　
要
に
タ
，
〃

　
　
肌
開
ご
重
季
は
怠

、
鰍
獄
肱
灘
鴛

　
　
Ｐ
中
さ
取
格
変
均
州
舳

　
　
〃
，
定
結
の
価
節
平
ン
０
０

　
　
３
６
協
締
日
引
季
間
　
。

０
　
１
８
は
が
場
取
の
年
川
（

　
　
ア
線
定
市
る
率
，
７
る

９
｝
猪
諾
鉢
鵬

８
　
加
を
定
の
に
の
後
勺
要

　
　
地
間
暫
月
所
間
前
，
必

７
　
，
期
（
各
引
港
グ
ス
る

　
　
舳
続
格
も
取
ン
ン
ン
す

６
　
舳
存
価
れ
炭
ド
リ
ペ
慮

・
鴛
降
げ
３
〃
益

４
、
は
以
は
ド
一
り
１
を

　
　
典
線
日
格
ン
港
当
グ
）

３
　
出
実
２
４
価
口
み
ン
ン
た

　
　
）
　
）
　
　
　
　
）
　
）

　
　
１
　
２
　
　
　
　
３
　
４

２
　
　
註

　
　
　
脾
（
若
林
）

の
最
低
価
格
　
　
に
ま
で
、
約
二
八
・
七
劣

も
激
落
し
、
前
年
同
月
比
で
さ
え
其
々
、
約

二
六
・
二
％
、
二
九
・
五
劣
も
暴
落
し
た
。

ま
た
、
　
ニ
ュ
ｉ
マ
ー
チ
・
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ェ
ソ

ド
炭
（
オ
婁
§
昌
プ
考
～
豪
ｏ
己
０
８
一
。
。
）
も
、

同
様
に
、
三
二
年
二
一
月
の
一
九
シ
リ
ソ
グ

六
ペ
ソ
ス
か
ら
三
三
年
六
月
の
二
ニ
シ
リ
ン

グ
ま
で
、
三
三
・
三
劣
も
暴
落
し
、
前
年
同

月
比
で
も
約
三
〇
・
七
％
も
下
落
し
て
い
る

（
第
８
図
を
参
照
）
。
し
か
も
三
三
年
の
ロ
ソ

ド
ソ
市
場
へ
の
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
と
サ
ソ
ダ
ー

ラ
ソ
ド
か
ら
の
総
出
荷
量
さ
え
前
年
比
で
約

四
万
ト
ソ
、
　
二
・
三
劣
減
少
し
　
　
但
し
、

ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
か
ら
の
そ
れ
は
約
一
〇
・
六
万
ト

ソ
、
九
・
一
％
減
少
し
た
が
、
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド

か
ら
の
そ
れ
は
約
六
・
六
万
ト
ソ
、
　
一
一
％
増
加

し
た
　
　
、
最
上
質
炭
を
出
荷
す
る
炭
鉱
主

　
　
　
　
三
七
（
　
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
三
八
（
　
三
八
）

は
三
三
年
全
体
を
通
じ
て
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
・
チ
ヨ
ル
ド
ロ
ソ
当
り
一
八
シ
リ
ソ
グ
　
　
ト
ソ
当
り
六
シ
リ
ソ
グ
九
．
五
ベ
ソ
ス
　
　
を

ほ
と
ん
ど
実
現
で
き
ず
、
船
積
み
価
格
な
い
し
船
上
渡
し
価
格
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ツ
・
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ェ
ソ
ド
炭
が
三
〇
－
三
二
年
各

年
の
三
四
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
に
対
し
二
四
シ
リ
ソ
グ
、
ヴ
ィ
ウ
ィ
ッ
ク
ス
・
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ェ
ソ
ド
炭
は
同
じ
く
三
一
ツ
リ
ソ
グ
六

ベ
ソ
ス
に
対
し
二
ニ
シ
リ
ソ
グ
と
、
共
々
、
約
三
〇
・
四
劣
、
三
〇
・
二
％
暴
落
し
、
か
く
し
て
、
タ
イ
ソ
河
地
域
の
優
良
炭
を
採

掘
す
る
最
も
有
利
な
立
地
条
件
に
あ
る
最
大
の
炭
坑
の
一
っ
で
あ
る
ゴ
ス
フ
ォ
ー
ス
炭
坑
さ
え
地
代
等
を
支
抵
え
ず
一
時
的
に
操
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
劣
等
諸
炭
坑
の
利
潤
は
消
減
し
た
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
熾
烈
な
競
争
に
よ
る
石
炭
価
格
の
暴
落
は
三
三
年
半
頃
に
は
再
び
協
定
再
建
へ
の
試
み
を
生
み
だ
し
た
が
、
す
ぐ
に
は
結

実
し
な
か
っ
た
。
三
三
年
七
月
二
一
百
に
開
か
れ
た
タ
イ
ソ
・
ウ
ェ
ァ
連
合
炭
鉱
主
総
会
は
、
　
「
石
炭
業
、
し
た
が
っ
て
こ
の
地
方

の
繁
栄
は
、
関
係
当
事
者
問
の
何
ら
か
の
公
平
な
協
定
　
　
こ
れ
に
よ
っ
て
供
給
は
公
正
か
つ
十
分
利
益
あ
る
価
格
で
需
要
に
均
衡

さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
　
　
に
よ
っ
て
の
み
永
久
に
保
証
さ
れ
う
る
」
等
の
決
議
と
そ
の
後
の
協
定
の
基
礎
と
な
っ
た
一
連
の
定
式

化
さ
れ
た
規
約
（
本
稿
末
尾
の
「
付
属
資
料
」
の
「
１
一
八
三
三
年
タ
ィ
ソ
・
ウ
ェ
ァ
炭
鉱
主
連
合
会
協
定
規
約
」
を
参
照
）
を
採
択
し
た
が
、

と
く
に
前
述
し
た
ヘ
ッ
ト
ソ
・
コ
ー
ル
・
ヵ
ソ
バ
ニ
ー
の
坑
夫
ス
ト
の
事
後
処
理
に
対
す
る
不
満
が
十
分
に
解
消
さ
れ
ず
、
協
定
再

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

建
の
努
カ
は
失
敗
し
た
。

　
し
か
し
、
ヘ
ッ
ト
ソ
・
コ
ー
ル
・
カ
ソ
バ
ニ
ー
と
し
て
も
、
厳
し
い
石
炭
市
況
低
迷
の
も
と
で
、
協
定
再
建
自
体
に
は
積
極
的
な

利
害
関
心
を
い
だ
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
八
月
一
二
目
の
出
資
杜
員
会
議
（
二
七
持
分
〔
・
。
訂
嚢
〕
中
一
七
持
分
を
代
表
す
る
七
名
が
出
席
）

で
総
括
的
規
制
に
た
お
反
対
し
っ
っ
も
条
件
付
き
で
価
格
だ
げ
の
規
制
を
支
持
す
る
次
の
決
議
を
採
択
し
た
。

　
　
「
第
一
、
結
局
、
一
八
三
一
年
お
よ
び
一
八
三
二
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
た
め
に
本
カ
ソ
バ
ニ
ー
が
蒙
っ
た
費
用
１
こ
の
勘
定
書
は
本
年
八
月
九



篶
讐
沽
一
帖
一
篶
一
箏
〆
帖
一
一
染
洪
篶

　
に
同
意
す
る
で
あ
ろ
う

一
膏
一
一
讐
一
Ｈ
締
ギ
賊
讐
一
一
デ
」
讐
讐
“
一
誠
ジ
一
一
讐

　
ス
を
越
え
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

第
三
・
さ
乏
言
及
し
た
若
干
の
補
墓
す
べ
て
、
ま
た
は
い
ず
れ
か
の
金
額
に
関
し
て
、
何
ら
か
の
対
立
が
生
じ
璃
合
に
は
、
そ
れ
は
通

常
の
方
法
で
器
さ
れ
る
石
炭
業
界
に
全
く
利
害
関
係
を
芝
な
い
三
名
の
人
た
ち
の
決
定
妄
ね
ら
れ
る
も
の
と
す
る
一

こ
の
一
一
ト
ソ
．
一
ー
ル
．
カ
ソ
バ
一
－
の
決
議
言
げ
て
、
八
月
二
四
目
、
Ｒ
．
Ｗ
．
ブ
ラ
ソ
ド
リ
ソ
グ
議
長
の
も
と
で
開
催

さ
れ
た
連
合
炭
鉱
主
総
会
は
・
９
三
年
お
よ
び
三
二
年
の
坑
夫
ス
ト
に
よ
る
割
当
出
荷
量
に
対
す
る
”
不
足
分
”
を
め
ぐ
る
両
河

川
問
．
諾
炭
坑
の
請
求
に
よ
り
生
じ
て
い
る
す
べ
て
の
紛
争
に
関
し
て
、
事
実
調
査
を
行
い
、
紛
争
の
公
正
か
っ
合
理
的
な
調
停
策

を
決
定
す
る
た
め
に
・
三
名
の
ジ
一
ソ
ー
ル
メ
ソ
よ
り
な
る
仲
裁
人
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
一
第
一
、
第
二
決
議
一
、
。
仲
裁
人
の

決
定
に
拘
束
力
を
認
め
一
第
三
決
議
一
６
将
来
の
価
格
・
出
荷
量
を
含
む
包
括
的
奮
定
の
作
成
に
障
害
凄
ら
た
い
方
法
で
価
格

の
み
に
関
す
る
暫
定
協
定
か
か
る
髪
実
際
に
麓
し
－
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
疑
問
が
婁
れ
た
が
を
企
図
し
一
第
四
決

議
一
・
＠
当
面
・
最
上
質
炭
価
隻
一
；
ス
ル
・
チ
ヨ
ル
ド
一
ソ
当
り
二
四
シ
リ
ソ
グ
六
ベ
ソ
ス
、
第
二
級
炭
を
二
〇
シ
リ
ソ

グ
六
ベ
ソ
ス
と
定
め
る
一
第
五
決
議
一
・
等
七
つ
の
決
議
を
採
択
し
、
八
月
三
一
目
付
で
ニ
ユ
、
カ
ス
ル
の
石
嚢
事
務
所
か
ら
各
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

鉱
主
に
通
知
さ
れ
た
。

か
か
る
価
格
一
暫
定
一
髪
の
も
と
で
・
一
ソ
ド
ソ
石
炭
取
引
所
に
お
げ
る
ス
チ
ユ
ワ
、
ツ
．
ウ
オ
、
ル
ズ
エ
ソ
ド
炭
価
格
は
八
月

　
　
　
　
産
業
資
本
主
義
繕
簑
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
樽
一
若
林
一
　
　
　
三
九
一
三
九
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
四
〇
）

の
ト
ソ
当
り
；
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ン
ス
か
ら
九
月
に
は
；
シ
ー
一
グ
三
一
ゾ
一
に
ま
で
回
復
し
・
さ
ら
に
年
末
に
か
け
て
妻

値
上
り
を
示
し
た
一
第
８
図
を
参
照
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
お
そ
ら
－
冬
期
需
要
や
運
賃
率
等
の
季
節
的
蓄
三
三
年
三
月
の
運

賃
率
は
ト
ソ
当
り
八
、
九
シ
リ
ソ
ク
で
、
八
月
は
六
シ
リ
ソ
ク
、
六
シ
ー
一
ク
七
一
一
一
で
あ
二
皿
）
に
よ
る
も
の
で
膏
・
差
炭
鉱
主

ら
に
と
つ
て
全
く
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
つ
た
が
、
事
態
の
著
し
い
改
善
で
は
あ
一
た
・
九
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
包
括
的
な

協
定
の
た
め
の
い
く
っ
か
の
新
た
な
試
み
九
月
二
夏
よ
び
二
八
日
の
連
合
炭
鉱
主
総
会
・
二
月
吾
お
よ
び
三
月
一
。
日
の
タ

イ
ソ
委
員
会
、
三
月
呑
の
タ
イ
ソ
炭
鉱
主
総
会
が
行
な
わ
れ
た
が
、
前
述
し
た
紛
争
仲
裁
の
た
め
の
特
裂
員
会
の
報
告
が

指
摘
し
た
髪
更
新
の
た
鴫
必
須
の
要
件
ロ
ソ
ト
ソ
テ
ー
－
侯
の
一
－
対
策
費
負
担
の
引
き
受
げ
受
諾
が
満
た
さ
蒙
一

た
た
め
に
、
実
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
｝
ら
、
一
一
一
奉
の
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
事
態
の
深
刻
さ
に
よ
つ
て
遇
去
二
年
問
の
紛
争
を
強
調
す
る
蟹
髪
潜
め

っ
っ
あ
つ
た
奉
に
わ
た
つ
て
ロ
ン
ド
ン
市
場
価
格
は
過
去
の
最
低
水
準
を
続
け
・
三
三
年
の
ス
チ
一
ワ
ー
ツ
．
ウ
一
－
ル
ズ
一

ン
ド
炭
の
ロ
ン
ド
ン
市
場
平
均
価
格
は
一
八
シ
リ
ン
グ
三
・
五
一
一
ス
で
三
二
年
吉
も
四
シ
ー
ソ
グ
竺
ソ
ス
・
約
一
八
．

二
そ
低
か
つ
た
。
し
か
も
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
従
来
の
公
開
取
引
の
場
合
に
は
価
格
低
下
を
生
産
Ｈ
出
荷
量
に
よ
一
て
あ

篶
一
篶
ギ
篶
一
一
讐
篶
讐
篶
讐
－
｝
讐
む

、
昌
。
、
、
、
け
、
。
、
一
か
ら
の
救
済
と
い
う
普
遍
的
要
求
が
拡
が
り
、
三
四
年
二
月
に
事
態
儀
定
の
再
建
と
テ
ィ
ー
ズ
河
流
域
・
↑
ト

レ
イ
．
ブ
ラ
イ
ス
両
地
区
の
新
た
な
包
摂
に
よ
る
協
定
の
安
定
的
基
盤
の
確
立
に
向
げ
て
急
速
に
進
展
し
ガ
・
テ
ー
－
ズ
河
流
域
諸

炭
坑
は
三
。
年
に
は
タ
イ
ン
．
ウ
エ
ア
の
炭
鉱
主
に
よ
つ
て
ウ
エ
ー
ル
ズ
や
一
－
ク
子
と
同
様
の
競
争
相
手
と
看
讐
れ
て
い



た
が
・
包
括
的
な
協
定
再
建
の
た
め
の
一
っ
で
あ
っ
た
三
三
年
九
月
二
八
日
の
連
合
炭
鉱
主
総
会
に
は
テ
イ
ー
ズ
の
若
干
の
炭
鉱
主

が
同
席
し
、
そ
れ
以
後
新
協
定
が
企
図
さ
れ
う
る
場
合
に
は
テ
イ
ー
ズ
を
包
摂
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

一
一
月
七
目
の
連
合
炭
鉱
主
総
会
で
翌
年
の
協
定
は
「
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
、
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
、
シ
ー
ア
ム
、
ス
ト
ツ
ク
ト
ソ
、
ハ
ー

ト
レ
ィ
お
よ
び
ブ
ラ
ィ
ス
の
諸
港
か
ら
石
炭
を
船
積
み
す
る
す
べ
て
の
炭
坑
を
包
摂
す
る
一
般
的
な
も
の
で
な
げ
れ
ぱ
、
有
益
で
も

永
続
的
で
も
あ
り
え
な
い
、
　
〔
と
い
う
〕
決
定
的
見
解
」
が
表
明
さ
れ
、
七
月
二
二
目
の
総
会
で
採
択
さ
れ
た
決
議
と
規
約
が
再
確

認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
三
四
年
二
月
三
日
の
ウ
エ
ァ
河
地
域
の
炭
鉱
主
た
ち
に
よ
る
三
二
年
の
割
当
基
準
が
三
四
年
の

残
り
の
期
間
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
に
続
い
て
、
一
五
目
の
タ
ィ
ソ
炭
鉱
主
総
会
で
三
三
年
七
月
二
二
目
の
連
合

炭
鉱
主
総
会
の
決
議
に
も
と
づ
く
一
連
の
規
約
が
採
択
さ
れ
、
同
様
の
規
約
が
二
一
日
に
テ
ノ
ー
ズ
で
、
二
七
日
に
ウ
エ
ァ
で
採
択

さ
れ
た
・
そ
の
う
え
で
、
三
四
年
三
月
一
目
付
で
発
効
す
る
生
産
割
当
・
価
格
両
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
割
当
基
準
に
関
し
て
は
、

タ
イ
ソ
一
ウ
ェ
ア
両
地
域
に
は
新
協
定
を
未
決
と
し
て
三
二
年
の
基
準
が
準
用
さ
れ
た
が
、
テ
イ
ー
ズ
地
域
に
は
地
域
問
お
よ
び
炭

坑
問
の
割
当
基
準
に
関
す
る
合
理
的
解
決
策
が
整
う
時
ま
で
三
二
年
の
出
荷
実
績
を
そ
の
基
準
　
　
一
五
万
ニ
ユ
、
カ
ス
ル
．
チ
ヨ
ル

ト
ロ
ソ
　
　
と
し
て
準
用
す
る
こ
と
に
合
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
困
難
を
う
ま
く
回
避
し
た
。
価
格
協
定
　
　
す
べ
て
ニ
ユ
ー
ヵ
ス
ル

．
チ
ョ
ル
ト
ロ
ソ
当
り
船
上
渡
し
価
格
　
　
に
関
し
て
は
、
Ｑ
タ
イ
ソ
、
　
ロ
ソ
ド
ソ
向
げ
は
最
高
二
五
シ
リ
ソ
グ
か
ら
最
低
一
四
シ
リ

ソ
グ
ま
で
に
等
級
分
げ
し
、
沿
岸
向
げ
忙
ほ
と
ん
ど
の
等
級
に
っ
い
て
ロ
ソ
ド
ソ
向
け
か
ら
一
～
ニ
シ
リ
ソ
グ
の
値
引
き
を
行
た
う
、

　
ウ
ェ
ア
・
最
高
二
六
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
、
第
二
級
二
ニ
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
か
ら
最
低
一
九
シ
リ
ソ
ノ
六
ペ
ソ
ス
ま
で
に
等
級

分
げ
し
・
ロ
ソ
ド
ソ
・
沿
岸
向
け
と
も
均
一
と
す
る
（
三
三
年
八
月
二
四
目
の
価
格
〔
暫
定
〕
協
定
と
比
べ
て
最
上
質
、
第
二
級
炭
と
も
ニ
シ

リ
ソ
グ
の
引
上
げ
）
・
　
テ
ィ
ー
ズ
、
最
高
二
四
シ
リ
ソ
グ
か
ら
最
低
一
九
シ
リ
ソ
グ
ま
で
に
等
級
分
け
し
、
ロ
ソ
ド
ソ
向
け
と
沿
岸

　
　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
四
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
（
　
四
一
）



　
　
　
　
立
命
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済
学
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四
二
（
　
四
二
）

向
げ
と
に
一
般
的
原
則
と
し
て
一
シ
リ
ソ
グ
の
差
を
っ
げ
る
、
と
な
つ
て
お
り
、
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
炭
の
支
配
的
地
位
は
明
白
で
あ

つ
梼
）

と
こ
ろ
で
、
三
睾
の
協
定
規
約
一
三
三
年
七
月
二
一
是
採
択
さ
れ
た
タ
ィ
ソ
・
ウ
エ
ァ
炭
鉱
主
連
合
協
定
規
約
を
継
承
一
は
賛
会
機

能
の
強
化
と
協
定
違
反
に
対
す
る
罰
金
支
払
保
証
措
置
を
企
図
し
つ
つ
、
利
害
協
調
の
促
進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
◎

す
糞
ち
、
第
一
に
、
従
来
炭
鉱
主
に
委
さ
れ
て
い
た
割
当
基
準
を
嚢
す
る
生
産
能
力
と
餐
の
評
価
は
・
責
会
に
よ
一
て
指

名
さ
れ
る
炭
鉱
検
査
官
一
昌
屋
－
、
易
亘
冒
一
の
報
告
さ
ま
ざ
差
炭
鉱
を
生
産
能
力
評
睡
よ
一
て
分
類
し
・
ま
た
各
炭
鉱
の
採
炭
費

と
炭
質
に
・
関
す
る
調
査
　
　
に
も
と
づ
き
、
炭
鉱
主
と
委
員
会
と
の
交
渉
案
件
で
あ
る
と
い
う
留
保
条
件
　
　
炭
鉱
主
に
ょ
り
異
議
申
し

立
て
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
仲
裁
．
裁
定
一
移
行
す
る
を
っ
げ
て
い
る
が
、
委
員
会
が
決
定
す
る
よ
う
に
な
一
た
一
第
六
条
一
・
第

二
に
、
協
定
違
反
に
対
す
る
罰
金
支
払
保
証
措
置
と
し
て
、
す
べ
て
の
協
定
加
盟
炭
鉱
主
は
割
当
基
準
一
、
○
○
○
チ
ョ
ル
ド
ロ
ン

当
り
二
〇
ポ
ソ
ド
の
一
覧
払
い
約
束
手
形
を
予
め
地
域
委
員
会
議
長
の
も
と
に
預
託
す
る
こ
と
を
義
務
づ
げ
ら
れ
た
（
第
一
一
繍
ｗ
・

　
三
三
年
に
最
大
の
危
機
を
経
験
し
た
タ
イ
ソ
．
ウ
エ
ア
両
河
流
域
諸
炭
鉱
に
よ
る
石
炭
独
占
Ｈ
「
出
荷
制
隈
協
定
」
体
制
は
・
公

共
鉄
道
の
開
通
に
よ
る
運
賃
率
の
低
廉
化
　
　
公
共
鉄
道
の
ト
ソ
Ｈ
マ
ィ
ル
当
り
運
賃
率
は
炭
鉱
私
有
鉄
道
の
そ
れ
の
％
な
い
し
％
位

　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
前
者
を
利
用
す
る
炭
鉱
の
場
合
は
皆
付
近
ま
で
引
込
み
線
が
あ
る
場
合
を
除
ぎ
公
義
誓
で
の
運
搬
費
用
を

要
し
、
後
者
の
場
合
に
は
大
多
数
が
管
か
ら
河
川
の
キ
ー
ル
ヘ
の
船
婁
場
所
ま
で
敷
設
さ
れ
て
言
、
キ
ー
ル
・
河
川
使
用
料
を
必
要
と
す
る

こ
と
に
留
意
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
た
い
　
　
に
ょ
っ
て
新
し
い
有
カ
な
競
争
相
手
と
し
て
登
場
し
た
オ
ー
ク
ラ
ソ
ド
地
区
　
　
ウ
ヱ
ス
ト
．

オ
、
ク
ラ
ソ
ド
か
ら
ス
ト
ツ
ク
ト
ソ
ま
で
ス
ト
ヅ
ク
ト
ソ
．
ユ
ソ
ド
・
ダ
ー
リ
ソ
ト
ソ
鉄
道
で
約
三
〇
マ
ィ
ル
　
　
を
中
心
と
す
る
ダ
ー
ラ
ム
州

南
部
の
テ
イ
ー
ズ
河
流
域
諾
炭
鉱
お
よ
び
、
旧
来
か
ら
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
地
位
に
あ
っ
た
タ
イ
ソ
河
北
部
の
北
海
沿
岸
の
小
炭
鉱
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竃

い
』
貫
雰
蜆

。
。
，
、
－

～
』
竃
一
〇
。
崖

＞
Ｈ
◎
、

８
．
Ｏ
映

○
ｏ
ｏ
ｏ
．

。
。
“

酔

一
〇
〇
蜆

竃
．
切
“

湯
．
心
映

一
撃
祭
汐
淳
ミ
泌
劣
。
。
一
簑
い
宗
一
い
宗
バ
一
箏
い
一
。
デ

。
。
）
、
簑
、
暮
”
暮
片
。
、
一
、
薫
、
簑
簑
純
、
汽
汀
。
。
、
。
曇
ミ
芒
－
；
リ
色

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
耗
的
独
占
の
存
在
形
能
兀
一
若
林
一
　
　
　
四
三
一

～
し
婁
閉
お

ガ
留
べ

Ｈ
ｓ

～
』
り
。
。
一
〇
〇
ｓ

－
Ｈ
８

、
罫
一
．
婁
一

葦
竃
一
一
；
ふ

。
。
Ｈ
９
妻
一

・
。
；
留
〇
一

■
…
Ｎ
一
一
１
＝
夏

　
崖
』
８

　
Ｈ
ｏ
。
一
お
蜆

ｃ
ｏ
ｃ
。
』
８

　
　
－
」
お

　
　
○
。
」
べ
Ｏ

ド
ｃ
。
違
、
ｓ

富
り

違
ｏ

ト
。
一
竃
９
ｏ
彗

“
◎
ｏ
違

彗
土

睾
．
。
。
“

§
・
蒙
－
§
（
害
潟
昌
。
。
タ

　
　
ミ
§
一
ミ
養
ミ
覧
§
、
、
一

　
　
　
§
ミ
ニ
匂
」
鼻

　
　
｛
Ｏ
片
婁
串
｝
叫
　
一
サ
ｏ
　
Ｏ
０
９
－

四
一
二
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
（
　
四
四
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
．
第
一
号
）

地
帯
で
あ
る
↑
－
レ
ィ
・
ブ
ラ
ィ
ス
一
ヵ
ウ
一
一
一
、
ネ
ザ
ー
－
ソ
を
包
琴
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
さ
し
あ
た
り
、
安
定
的
基
盤
の

も
と
で
再
建
さ
れ
た
・
三
二
年
に
淳
る
石
炭
カ
ル
テ
ル
地
帯
の
占
有
率
は
、
三
四
年
九
五
．
五
％
、
三
五
年
九
五
．
四
％
、
一
一
二
一

年
九
六
．
老
三
七
年
九
七
・
三
％
、
と
い
う
高
水
準
を
回
復
し
た
一
第
・
。
表
を
参
照
一
。
他
方
で
、
三
四
年
三
月
の
協
定
再
琶

よ
一
て
・
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
に
淳
る
ス
チ
一
ワ
ー
ツ
・
ウ
ォ
ー
ル
ズ
一
ソ
ド
炭
価
格
は
三
月
の
第
一
市
場
日
の
ト
ソ
当
り
一
七
シ
リ

ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
か
ら
四
是
は
二
〇
シ
ー
ソ
グ
一
一
ペ
ソ
ス
に
跳
ね
上
が
つ
た
一
第
８
図
を
参
照
一
。
差
、
晩
夏
に
か
け
て
公
開
取
引

期
問
中
の
〃
悪
幣
〃
と
い
わ
れ
た
愉
船
、
傭
船
に
代
わ
る
運
賃
率
引
き
上
げ
の
受
諾
、
船
長
一
の
心
付
げ
や
値
引
き
、
リ
ベ
、
ト
お

よ
び
計
量
超
過
等
こ
れ
を
っ
い
て
三
四
年
一
一
百
三
百
の
タ
ィ
ソ
・
ウ
エ
ァ
ニ
ア
イ
、
ズ
三
河
川
連
合
委
員
会
一
以
後
、
連
合
委
員
会
と

略
称
す
る
場
合
に
は
三
河
川
の
連
合
委
員
会
を
指
す
一
で
禁
止
嚢
が
行
な
わ
れ
て
い
た
は
な
く
な
つ
て
い
つ
た
。
さ
ら
に
、
二
九
年
以

降
確
立
さ
れ
た
二
週
問
毎
の
タ
イ
ソ
・
ウ
一
ア
連
合
委
員
倉
よ
る
生
産
山
荷
規
制
と
紛
争
仲
裁
制
度
も
継
承
さ
れ
、
協
定
の
構

造
自
体
は
基
本
的
に
は
従
来
の
も
の
と
変
わ
宕
か
一
楡
。
）
と
は
い
え
、
従
来
、
タ
イ
ソ
・
ウ
エ
ア
両
河
の
下
流
域
の
河
畔
か
ら
一

〇
～
一
…
イ
ル
以
内
に
制
約
さ
れ
て
い
た
”
海
送
炭
一
の
生
産
山
荷
条
件
が
公
共
鉄
道
の
登
場
に
よ
つ
て
打
破
さ
れ
、
そ
の
も

と
で
急
速
に
発
展
し
た
テ
ィ
ー
ズ
河
中
流
域
諸
炭
鉱
を
「
出
荷
制
限
協
定
一
体
制
に
包
摂
し
た
こ
と
は
、
以
下
で
説
明
す
る
よ
う
に
、

石
炭
独
占
の
性
格
と
移
態
を
よ
り
一
層
近
代
的
な
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。

三
四
年
三
月
の
協
定
再
建
と
と
芝
、
二
〇
年
代
に
船
走
よ
つ
て
炭
鉱
主
に
提
起
さ
れ
、
後
者
が
介
入
す
る
こ
と
を
拒
絶
し
て

い
た
間
題
一
ソ
ー
帝
プ
ー
ル
一
ま
、
、
葦
；
星
に
到
着
し
た
石
炭
船
の
船
荷
を
多
少
に
関
わ
り
た
く
、
ま
た
実
際
に
売
却

し
う
る
か
ど
う
か
に
関
わ
り
な
く
・
す
べ
て
売
り
出
す
フ
ァ
ク
タ
ー
の
慣
行
、
か
か
る
慣
行
は
市
場
価
格
の
乱
高
下
を
惹
起
し
た
が
連
合
委

員
会
に
よ
一
て
は
じ
め
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
一
方
で
は
、
既
に
第
二
章
で
説
明
し
た
よ
乏
、
三
一
年
制
定
法
一
、
即
、



オ
昌
・
Ｈ
く
一
〇
・
ま
）
に
よ
っ
て
三
二
年
一
月
一
七
よ
り
ロ
ソ
ド
ソ
石
炭
取
引
所
に
，
お
げ
る
法
律
上
の
フ
ア
ク
タ
ー
制
度
等
が
廃
止
さ
れ

た
結
果
・
炭
鉱
主
は
フ
ァ
ク
タ
と
対
す
る
新
た
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
他
方
で
は
、
市

場
価
格
の
一
時
的
暴
騰
は
公
共
鉄
道
建
設
が
進
展
し
て
い
る
事
情
と
く
に
ロ
ソ
ト
ソ
と
、
、
、
ソ
ト
ラ
ソ
ト
と
を
結
ぶ
ロ
ソ
ト
ソ
．
一
ソ

ド
．
↑
ミ
ソ
ガ
ム
鉄
道
法
一
・
葦
目
二
一
旨
暮
彗
…
竃
・
き
が
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
炭
鉱
主
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

に
議
会
で
成
立
し
・
既
に
建
設
中
で
あ
っ
た
（
三
七
年
七
月
二
〇
日
開
通
）
。
こ
の
問
題
は
本
節
凹
で
説
明
す
る
　
等
の
も
と
で
他
の
諸
地
方

か
ら
の
石
炭
供
給
の
一
時
的
殺
到
を
惹
起
さ
せ
、
ま
た
市
場
価
格
の
乱
高
下
自
体
が
今
や
協
定
傘
下
の
地
域
の
拡
大
と
炭
坑
数
の
増

加
の
も
と
で
連
合
委
員
会
に
よ
る
適
切
杢
産
山
荷
規
制
を
困
難
に
す
る
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
ロ
ソ
ド
ソ
石
炭
取
引
所
で
売
却

さ
れ
る
石
炭
の
価
格
・
船
荷
数
量
規
制
が
不
可
避
と
な
っ
て
い
た
結
果
で
あ
っ
た
。

以
下
で
・
享
・
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
に
淳
る
売
却
価
格
・
船
荷
数
量
規
制
と
し
て
の
フ
ア
ク
タ
ー
規
制
の
成
立
と
展
開
過
程
を
、

次
に
・
炭
鉱
主
内
部
の
協
定
維
持
に
関
る
過
程
を
、
そ
れ
ら
の
崩
壊
に
至
る
ま
で
、
其
六
項
を
あ
ら
た
め
て
説
明
し
よ
う
。

　
ヨ
　
炭
鉱
主
・
フ
ァ
ク
タ
ー
協
定
の
成
立
と
展
開
　
　
一
八
三
四
年
六
月
～
一
八
四
三
年

　
〔
　
炭
鉱
主
一
フ
ァ
ク
タ
ー
協
定
の
成
立
炭
鉱
主
と
フ
ア
ク
タ
ー
と
の
関
係
が
二
七
年
二
月
の
炭
鉱
主
の
船
主
側
に
対
す
る
ロ
ソ
ド

ソ
石
炭
取
引
所
へ
の
介
入
拒
否
回
答
以
降
三
三
年
ま
で
に
変
化
し
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
三
四
年
三
月
の
「
出
荷
制
限

協
定
一
再
建
直
後
か
ら
炭
鉱
主
た
ち
は
石
炭
取
引
所
の
業
務
に
積
極
碧
利
害
関
心
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
三
月
吉
の
連
合
委

員
会
で
・
ロ
ソ
ド
ソ
で
の
商
取
引
運
営
一
の
強
い
不
満
が
表
明
さ
れ
、
不
十
分
な
商
況
は
「
コ
ー
ル
．
フ
ア
ク
タ
ー
の
問
で
の
合
意

の
欠
如
と
独
特
の
取
り
決
め
一
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
ま
た
北
部
に
送
ら
れ
て
く
る
市
場
情
報
、
と
く
に
”
プ
ー
ル
”

に
係
留
中
の
未
売
却
↓
冗
れ
残
り
船
荷
の
問
題
に
不
満
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
の
議
事
録
の
写
し
が
当
時
石
炭
輸
出
税
間
題
で

　
　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
四
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
（
　
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
七
巻
．
第
一
号
一
　
　
　
　
　
　
　
四
六
一
里
一
一

ロ
ン
ド
ソ
に
滞
在
し
て
い
た
連
合
責
会
議
長
ブ
ラ
ソ
ド
リ
ソ
グ
に
送
付
さ
れ
た
。
三
月
八
目
、
ニ
ド
ソ
滞
在
中
の
炭
鉱
主
の
会

議
が
ウ
オ
、
ソ
ク
リ
フ
卿
一
、
。
、
、
オ
、
、
、
箏
。
、
、
拝
な
お
存
続
し
て
い
た
あ
の
”
グ
ラ
ソ
ド
・
ア
ラ
ィ
ズ
”
の
パ
ー
－
ナ
ー
の
一
人
一
を
議
長

と
し
て
開
か
れ
、
○
再
建
さ
れ
た
北
部
の
髪
を
支
援
占
石
炭
市
髪
よ
り
肩
健
全
か
っ
満
足
す
べ
き
状
態
に
す
る
た
め
に
厚

ソ
ド
ソ
で
い
か
な
る
諸
措
置
を
と
り
う
る
か
を
フ
ア
ク
タ
ゾ
た
ち
と
嚢
す
る
た
め
に
彼
を
含
む
四
名
の
責
Ａ
一
彼
を
除
く
一
一

名
と
は
コ
ツ
ク
ラ
ソ
卿
一
艘
、
。
。
目
巨
。
・
く
、
・
。
、
・
暮
呈
、
ピ
ー
ズ
下
院
議
員
一
竃
二
§
芸
．
３
お
よ
び
フ
ラ
ソ
ド
リ
ソ
グ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

・
任
命
さ
れ
、
ウ
オ
、
ソ
ク
リ
フ
は
翌
日
付
の
フ
ア
ク
タ
ー
協
会
議
長
ク
ラ
ー
ク
一
琴
；
・
量
宛
書
簡
で
そ
の
旨
を
明
記
す
る

と
と
乏
三
河
川
の
其
々
の
石
炭
を
取
引
し
て
い
る
各
一
名
計
三
名
の
フ
ア
ク
タ
ー
か
ら
成
る
代
表
団
を
構
成
す
る
よ
う
要
望
し
た
・

か
く
し
て
、
炭
鉱
主
と
フ
ア
ク
タ
ー
と
の
直
接
的
関
係
を
確
立
す
べ
く
両
者
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
妨
。
、

ウ
オ
、
ン
ク
リ
フ
書
簡
を
う
げ
て
、
三
月
二
目
、
フ
ア
ク
タ
ー
協
会
の
特
別
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
・
炭
鉱
主
と
嚢

す
る
た
め
に
協
会
議
長
ク
ラ
、
ク
を
含
む
四
各
の
代
表
が
選
ば
れ
た
が
、
フ
ァ
ク
タ
ー
た
ち
の
当
初
の
態
度
は
巽
給
規
制
は
テ
ム

ズ
河
で
吉
も
北
部
一
船
隻
港
一
で
行
な
う
の
が
嚢
で
あ
り
、
冨
た
一
ソ
ド
ソ
で
の
船
荷
の
売
却
規
制
は
滞
船
期
間
の
長
期

化
に
よ
つ
て
運
賃
竈
り
あ
げ
取
引
に
と
一
て
有
害
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
楡
・
）

こ
う
し
た
経
緯
の
な
か
で
、
五
月
一
吉
の
連
合
責
会
は
フ
ア
ク
タ
ー
へ
の
次
の
よ
差
要
請
書
を
採
択
し
た
・
す
な
わ
ち
・

そ
れ
は
、
炭
鉱
主
の
一
フ
ア
ク
タ
、
火
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
規
制
を
要
請
す
る
一
目
的
が
塁
傘
下
の
炭
鉱
か
ら
の
石
炭
出
荷
量
の
増
加
と
い

う
蕎
の
も
と
で
ロ
ン
ド
ン
市
場
に
お
げ
る
価
格
の
動
揺
と
変
動
幅
を
で
ぎ
る
か
ぎ
り
小
さ
く
し
適
度
な
利
益
あ
る
価
格
を
実
現
す

る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
、
そ
の
た
め
に
フ
ア
ク
タ
ー
が
噌
す
る
こ
と
冨
葦
・
乙
。
§
姜
冬
葦
婁
一
量
一

。
穿
、
一
。
。
一
を
期
待
す
る
と
強
調
し
、
フ
ア
ク
タ
、
の
職
責
に
干
渉
し
た
り
、
ま
た
は
自
由
裁
量
を
制
限
す
る
意
図
を
全
面
的
に
否
定



し
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
な
企
図
を
実
施
す
る
た
め
に
最
も
役
立
つ
議
長
と
規
約
を
も
つ
フ
ァ
ク
タ
ー
の
委
員
会
を
設
立
す
る
こ
と

を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
倒
　
炭
鉱
主
は
ロ
ソ
ド
ソ
に
有
給
代
理
人
を
お
く
。

　
旧
　
フ
ァ
ク
タ
ー
は
こ
の
代
理
人
に
各
市
場
日
の
午
前
一
〇
時
に
到
着
船
荷
と
未
売
却
船
荷
に
関
す
る
完
全
な
情
報
を
提
供
す
る

　
　
こ
と
。
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
五
ポ
ソ
ド
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
。

　
○
　
炭
鉱
主
側
代
理
人
は
フ
ァ
ク
タ
ー
委
員
会
に
提
出
す
る
総
括
一
覧
表
を
作
成
す
る
。

　
ｋ
ヵ
　
フ
ァ
ク
タ
↓
委
員
会
は
、
市
場
日
ご
と
の
一
二
時
に
開
催
し
、
こ
の
憶
報
〔
総
括
一
覧
表
〕
に
も
と
づ
い
て
当
目
の
フ
ァ
ク

　
　
タ
ー
価
格
を
決
定
す
る
。

　
○
　
遅
く
と
も
各
市
場
日
の
午
後
三
時
以
前
に
、
す
べ
て
の
フ
ァ
ク
タ
ー
は
代
理
人
に
、
売
却
さ
れ
た
価
格
と
数
量
を
報
告
す
る

　
　
こ
と
。
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
別
の
五
ポ
ソ
ド
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
。

　
○
つ
　
代
理
人
は
当
日
の
取
引
報
告
書
を
た
だ
ち
に
作
成
し
、
北
部
の
各
港
に
急
送
す
る
。
（
以
上
の
各
種
情
報
提
供
の
た
め
の
書
式
が

　
　
添
付
さ
れ
て
い
た
）

　
フ
ァ
ク
タ
ー
の
営
業
活
動
へ
介
入
す
る
い
か
な
る
意
図
も
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
炭
鉱
主
た
ち
が
フ
ァ
ク
タ

ー
を
彼
ら
の
代
理
人
と
看
傲
し
、
ま
た
炭
鉱
主
た
ち
が
船
長
に
石
茨
を
売
却
す
る
際
ロ
ソ
ド
ソ
で
そ
れ
を
扱
う
フ
ァ
ク
タ
ー
を
指
名

す
る
習
慣
と
機
能
か
ら
、
彼
ら
の
要
請
に
反
対
す
る
い
か
な
る
フ
ァ
ク
タ
ー
を
も
ポ
ィ
コ
ツ
ト
し
て
、
協
力
さ
せ
よ
う
と
す
る
企
図

　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

は
明
白
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ァ
ク
タ
ー
た
ち
は
、
な
お
こ
の
計
画
を
実
行
可
能
で
あ
る
と
は
考
え
ず
、
¢
期
待
さ
れ
る
目
的
は
需
要
減
少

　
　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
陶
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
（
　
四
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
（
　
四
八
）

時
に
は
い
つ
で
も
供
給
削
減
に
よ
っ
て
の
み
達
成
し
う
る
の
で
あ
り
、
◎
炭
鉱
主
の
連
合
委
員
会
に
市
場
の
予
測
し
う
る
局
面
を
報

告
す
る
書
簡
を
二
週
問
に
一
度
送
付
す
る
こ
と
で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
炭
鉱
主
側
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
六
月
三
目
の
フ
ァ

ク
タ
ー
の
特
別
会
議
で
、
出
席
者
の
全
員
一
致
で
、
＠
「
当
該
□
市
場
〕
目
の
実
際
の
需
要
が
必
要
と
す
る
よ
り
も
大
き
な
石
炭
供

給
が
到
着
す
る
場
合
に
、
押
し
込
み
売
却
に
よ
り
頻
繁
に
生
じ
る
価
格
変
動
を
抑
制
す
る
何
ら
か
の
計
画
を
考
案
す
る
よ
う
に
と
い

う
炭
鉱
主
お
よ
び
船
主
の
希
望
に
応
え
る
こ
と
を
欲
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
第
一
決
議
－
鉤
括
弧
内
は
引
用
者
）
と
し
て
、
炭
鉱
主
の
要

請
を
受
げ
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
、
さ
ら
に
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
る
市
場
規
制
の
具
体
的
方
法
等
に
関
す
る
次
の
決
議
（
要
旨
）
を
採

択
し
た
。

　
◎
　
八
○
隻
以
上
の
石
炭
船
が
到
着
す
る
時
は
い
っ
で
も
フ
ア
ク
タ
ー
は
そ
の
船
荷
を
入
港
手
続
き
順
（
邑
註
旨
◎
｛
彗
写
）
に

　
　
し
た
が
っ
て
売
り
に
出
す
も
の
と
し
、
か
っ
最
上
質
炭
価
格
が
〔
ト
ソ
当
り
〕
二
〇
シ
リ
ソ
グ
な
い
し
そ
れ
以
上
で
な
げ
れ
ば

　
　
四
〇
隻
分
以
上
の
船
荷
を
一
市
場
目
に
売
り
に
出
さ
な
い
も
の
と
す
る
。
二
〇
シ
リ
ソ
グ
な
い
し
そ
れ
以
上
の
場
合
に
は
、
同

　
　
種
の
石
炭
を
積
載
し
て
い
る
石
炭
船
に
公
正
か
つ
標
準
的
た
売
却
収
益
を
も
た
ら
す
も
の
と
各
々
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
正
当
に
判

　
　
断
す
る
船
荷
数
を
自
由
に
売
却
し
う
る
も
の
と
す
る
。
か
か
る
取
り
決
め
に
よ
っ
て
、
石
炭
船
の
遅
滞
と
価
格
を
引
き
下
げ
て

　
　
押
し
込
み
売
却
す
る
と
い
う
害
悪
は
避
げ
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
フ
ア
ク
タ
ー
は
、
市
場
日
毎
の
三
時
に
、
売
却
用
に
手
元
在
庫
と
し
て
あ
る
各
種
銘
柄
炭
の
船
隻
数
お
よ
び
売
却
さ
れ
た
石

　
　
状
の
銘
柄
別
数
量
と
価
格
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
市
場
日
毎
に
ニ
ュ
ー
ヵ
ス
ル
石
炭
業
事
務
所
に
送
付
す
る
。

＠
　
フ
ア
ク
タ
ー
協
会
の
議
長
ま
た
は
書
記
は
、
市
況
お
よ
び
需
要
見
込
み
に
関
す
る
フ
ア
ク
タ
ー
側
の
意
見
を
、
隔
週
の
火
曜

　
　
目
毎
に
、
必
要
で
あ
れ
ば
よ
り
頻
繁
に
、
石
炭
業
事
務
所
に
公
式
に
通
知
す
る
。



　
　
前
記
の
諸
決
議
は
炭
鉱
主
側
の
同
意
を
得
る
た
め
に
彼
ら
に
提
示
さ
れ
、
そ
れ
が
承
認
さ
れ
れ
ぼ
炭
鉱
主
は
そ
れ
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

　
　
船
主
の
了
解
を
も
得
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
。

　
こ
の
決
議
は
六
月
一
七
目
の
タ
イ
ソ
・
ウ
ェ
ア
船
主
代
表
団
も
出
席
し
た
連
合
委
員
会
で
一
つ
の
例
外
　
　
決
議
　
の
ロ
ー
テ
ー
ツ

ヨ
ソ
で
売
り
に
出
さ
れ
る
基
準
を
八
○
隻
と
し
て
い
る
の
を
五
〇
隻
に
変
更
す
る
こ
と
　
　
を
除
い
て
公
式
に
同
意
さ
れ
た
。
船
主
た
ち
は

各
船
積
み
港
に
あ
る
種
の
機
関
を
設
置
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
六
月
三
〇
目
、
¢
六
月
三
目

の
第
二
決
議
は
最
上
質
炭
が
ト
ソ
当
り
二
〇
シ
リ
ソ
グ
以
下
で
売
却
さ
れ
る
場
合
に
は
フ
ァ
ク
タ
ー
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
に
よ
る
最

初
の
四
〇
隻
分
以
上
の
船
荷
を
自
由
に
売
り
出
せ
な
い
も
の
と
解
釈
し
、
◎
前
市
場
目
に
最
上
質
炭
価
格
が
二
〇
シ
リ
ソ
グ
以
下
で

売
却
さ
れ
た
場
合
、
当
該
市
場
日
に
，
は
っ
ね
に
三
〇
隻
分
以
上
の
船
荷
は
売
り
に
出
さ
れ
ず
、
二
〇
～
二
一
シ
リ
ソ
グ
の
場
合
に
は

六
〇
隻
分
ま
で
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
お
そ
ら
く
当
時
の
穀
物
法
観
制
を
模
倣
し
た
と
思
わ
れ
る
市
場
価
格
を
基
準
と
し
そ
れ
に

売
却
船
荷
数
と
を
順
応
さ
せ
る
”
ス
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
・
ス
ヶ
－
ル
（
。
。
一
曇
畠
。
。
８
一
〇
）
〃
制
に
よ
る
ロ
ソ
ド
ソ
石
炭
取
引
所
に
お
げ
る

フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
　
　
但
し
、
当
初
石
炭
積
載
量
一
〇
〇
ト
ソ
以
下
の
小
型
船
を
、
そ
の
後
ま
も
た
く
二
二
〇
ト
ソ
以
下
の
も
の
を
、
条
件
付
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）

で
適
用
除
外
と
し
た
　
　
を
開
始
し
た
。
　
か
く
し
て
成
立
し
実
施
さ
れ
た
炭
鉱
主
・
フ
ァ
ク
タ
ー
協
定
に
よ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
の
ロ
ソ

ド
ソ
市
場
規
制
は
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
拡
大
し
た
「
出
荷
制
限
協
定
」
の
付
随
的
で
は
あ
る
が
不
可
欠
の
一
機
能
と
た
っ
た
。

　
か
か
る
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
る
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
観
制
の
展
開
過
程
を
、
炭
鉱
主
側
の
対
応
措
置
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
○
そ
れ
が

全
体
と
し
て
十
分
有
効
に
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
三
四
年
六
月
か
ら
三
九
年
ま
で
、
お
よ
び
＠
そ
の
動
揺
と
崩
壊
に
い
た
る
四
〇
年

か
ら
四
三
年
ま
で
と
に
区
分
し
て
、
説
明
し
よ
う
。

　
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
の
展
開
と
眉
炭
独
占
（
一
）
　
　
一
八
三
四
年
六
月
～
一
八
三
九
年
　
フ
ァ
ク
タ
ー
の
営
業
活
動
は
、
三
二
年
一

　
　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
噂
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
　
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
（
　
五
〇
）

月
か
ら
法
律
上
の
フ
ァ
ク
タ
ー
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
以
降
、
従
来
以
上
に
彼
ら
の
実
際
上
の
雇
主
（
彗
ｏ
身
婁
－
彼
ら
は
議
会
で
こ
の

よ
う
た
表
現
で
証
、
一
冒
し
て
い
る
）
で
あ
る
炭
鉱
主
や
船
主
、
と
く
に
前
者
の
利
益
を
促
進
せ
ざ
る
を
え
た
い
も
の
と
な
っ
た
・
そ
し
て

フ
ア
ク
タ
ー
観
制
と
し
て
つ
く
り
だ
さ
れ
た
諸
機
能
は
次
の
四
つ
の
部
分
に
分
げ
ら
れ
る
。
¢
最
上
質
炭
価
格
を
基
礎
と
す
る

炭
鉱
主
の
等
級
別
価
格
協
定
に
照
応
す
る
　
　
最
低
市
場
価
格
等
級
の
維
持
、
◎
売
り
に
出
さ
れ
る
船
荷
数
量
の
制
限
、
　
石
炭
船
が

グ
レ
ィ
ブ
ス
ェ
ソ
ド
に
到
着
し
た
順
序
に
し
た
が
っ
て
そ
の
船
荷
を
売
り
に
出
す
こ
と
、
　
北
部
で
船
積
み
す
る
船
長
が
フ
ァ
ク
タ

ー
規
制
を
遵
守
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
誓
約
の
遵
守
状
況
の
調
査
違
反
リ
ス
ト
の
作
成
と
そ
の
北
部
一
の
送
付
（
。
）
で
あ
る
・
そ
し

て
ス
ケ
ー
ル
の
変
更
は
、
フ
ア
ク
タ
ー
た
ち
が
個
別
的
取
引
先
か
ら
収
集
し
た
一
般
的
惜
報
を
検
討
し
て
原
案
を
作
成
し
、
石
炭
業

事
務
所
と
個
別
炭
鉱
主
等
に
送
付
し
、
通
信
と
協
議
を
通
じ
て
炭
鉱
主
側
の
同
意
を
え
て
、
実
施
さ
れ
払
恢
）

　
か
か
る
フ
ア
ク
タ
ー
規
制
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
の
炭
鉱
主
は
、
市
場
参
入
阻
止
最
高
価
格
を
、

し
た
が
っ
て
ま
た
船
積
み
港
で
の
最
上
質
炭
を
基
軸
と
す
る
協
定
等
級
価
格
を
安
定
的
に
維
持
し
、
か
く
し
て
中
間
諸
利
潤
を
抑
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

し
て
独
占
利
潤
を
取
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
～
ン
ド
ン
市
場
に
淳
る
フ
ア
ク
タ
、
規
制
は
、
三
四
年
六
月
か
ら
三
九
年
ま
で
多
か
れ
少
な
か
れ
婁
く
機
能
し
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
期
問
に
実
施
さ
れ
た
”
ス
ラ
ィ
デ
イ
ソ
グ
・
ス
ヶ
ー
ル
〃
は
第
３
１
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
当
初
き
わ
め
て
単
純
で
あ
っ
た

ス
ケ
ー
ル
は
次
第
に
運
賃
率
の
季
節
変
動
を
考
慮
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
八
三
七
年
に
こ
の
季
節
変
動
ス
ケ
ー
ル
は
完
成
す
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
三
四
年
九
月
四
日
と
三
六
年
一
〇
月
一
目
に
船
積
み
港
で
の
船
上
渡
し
価
格
が
其
々
ニ
ュ
ー
カ

ス
ル
．
チ
ヨ
ル
ド
回
ン
当
り
ニ
シ
リ
ソ
グ
引
き
上
げ
ら
れ
、
他
方
で
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
に
お
げ
る
ス
ヶ
－
ル
価
格
も
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
っ
た
。
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誼

ｓ
ｏ
〇
一

轟
ｏ
〇
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ｃ
．
ｐ
ｇ
呂
量
ａ
ｍ

ｓ
ｏ
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竃
．

ｓ
ｏ
ｏ
．
ｏ
．
ｑ
．

彗
｛
毛
峯
胃
穿

違
ｏ
ｏ
．
竃
．

農
ｏ
ｏ
．
ｏ
ｏ
〇
一

８
ｏ
ｏ
．
８
．

農
ｏ
ｏ
．
８
．

碑

一
一
窪
妻
§
葦
蔓
一
・
嚢
－
－
署
彗
毒
・
圭
し
芒
・
、
・
．
．
。
§
、
。
昂
、
、
。
、
、
。
、
、
。
。
。
。
。
。
、
、
．
。
。
。
．
べ
．
。
。
昌
一
け
プ
．
。
吋
。
。
い
．
。
。
、
。
。
蜆
、
べ
、

一
一
一
。
。
簑
討
祭
一
曇
奏
羨
一
丁
撃
暮
暴
議
§
三
砦
一
・
て
一
蔓
撃
毒
。
叫
嵐
誼
轟
車
吠
、
一
か
・

箏
一
簑
導
、
一
バ
纂
爽
・
蓄
一
婁
菖
嚢
亭
轟
・
雌
鷲
斗
鮪
鶉
簑
嚢
轟
轄

　
　
　
琴
嵩
欝
慧
暮
ミ
暴
予
菱
濡
鮒
書
一
算
主
、
警
ま
隻
董
。
一
、
．
尋
簑
冒
慧
。

－
帥
ガ
簑
“
養
請
岬
ｗ
簑
嘉
紬
一
。
・
簑
ダ
暴
嚢
叫
婁
一
癖
番
嚢
鮒
蝿
旺
、
。
譲

　
　
　
警
津
墨
・
－
「
§
青
一
警
婁
一
ミ
↓
て
一
“
吻
葵
警
烹
麓
幕
。

と
こ
ろ
で
・
三
四
年
六
月
三
〇
目
か
ら
三
九
年
ま
で
全
体
と
し
て
フ
ア
ク
タ
ー
規
制
が
有
効
に
機
能
し
た
と
い
つ
て
も
、
連
合
委

員
会
と
各
地
域
委
員
会
は
船
主
・
船
長
や
一
次
卸
商
人
に
よ
る
フ
ア
ク
タ
ー
規
制
の
侵
犯
と
一
貫
し
て
闘
わ
な
げ
れ
ば
雀
な
か
つ

た
よ
た
フ
ァ
ク
千
規
制
の
侵
犯
は
連
合
委
曇
が
決
定
し
た
隔
週
お
よ
び
月
問
の
出
荷
割
当
量
自
体
が
市
場
の
需
要
を
超
過
し

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
四
（
若
林
）

五
一
（
五
一
）



く
ｏ
箏
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ぎ
亭
ｏ
ま
彗
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。
。
杜

ユ
ミ
。
、
；
三
、
三
．
ｒ
を
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、
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、
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貯
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、
目
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。
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．
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一

ｏ
。
巨
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く
ｐ
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ｇ

、
、
。
。
丁
二
茅

脇
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Ｈ
Ｏ
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◎

閉
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Ｈ
ｃ
ｏ
べ
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宗
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、
、
二
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さ
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ブ
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ト
ｏ
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．

へ
Ｏ
～
０
０

。
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巨
湯

。
・
け
？
チ
昇

～
尿
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竃
．

ｃ
◎
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
◎

ｓ
の
．
ｏ
ｏ
ｑ
．

◎
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君
考
胃
序

べ
？
巨
湯

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤
餌
嚢
与
訴
片
昌
。
・
。
・
早
ｅ
口
＼
ア
、

＼
昂
蕃
冨
事
戸
訴
９
び
】
、
　
　
　
　
五
二
（
　
五
二
）

、
、
－
蟄
暫
ｅ
涜
爵

Ｎ
）
註
蟄
茸
〉
べ
て
峠
Ｇ
。

。
一
一
、
婁
警
墓
尋
蝉
婁
富
・
つ
き
ｅ
丑
墓
一

　
　
　
　
「
諜
庵
騎
灘
婁
葦
警
べ
裏
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
砦
一
〇
◎
て
一
逗
↓
ｅ
｝
涛
竈
琴

片
Ｇ
寺
爵
◎

。
、
ミ
ー
繁
§
達
蟹
・
轟
誼
罪
車
等
づ
・
洲
厳
灘
陣
曇
て



た
場
合
に
し
ぼ
し
ぼ
生
じ
た
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
フ
ァ
ク
タ
ー
協
会
書
記
か
ら
連
合
委
員
会
議
長
に
出
荷
規
制
の
強
化
を
要
請
す

る
書
簡
が
送
ら
れ
た
。

　
三
四
年
七
月
五
目
、
タ
イ
ソ
委
員
会
は
各
炭
坑
に
ロ
ソ
ド
ソ
に
お
げ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
に
応
じ
る
場
合
に
の
み
石
炭
の
売
却
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

行
な
わ
れ
る
こ
と
を
船
主
に
通
告
す
る
よ
う
に
と
の
通
知
を
行
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

　
と
こ
ろ
が
、
早
く
も
八
月
二
二
目
、
フ
ァ
ク
タ
ー
協
会
書
記
ス
コ
ッ
ト
（
ヨ
Ｅ
彗
串
◎
…
・
。
８
言
¢
・
ミ
・
。
Ｏ
－
Ｐ
Ｈ
・
。
墨
）
は
バ
ー
ジ

ェ
ス
（
Ｏ
｝
邑
霧
雲
お
婁
一
フ
ァ
ク
タ
ー
）
宛
の
書
簡
の
中
で
、
　
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
制
が
守
れ
な
い
程
多
数
の
石
炭
船
が
入
港
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

る
事
態
に
憂
慮
の
念
を
表
明
し
た
。
（
第
３
２
表
を
も
参
照
）

　
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
違
反
事
例
の
報
告
を
う
げ
た
連
合
委
員
会
は
、
八
月
三
〇
目
、
同
日
付
の
決
議
を
回
状
（
Ｏ
ぎ
夢
Ｈ
）
と
し
て
各

炭
鉱
主
に
送
付
し
た
。
こ
の
回
状
は
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
違
反
に
対
す
る
連
合
委
員
会
と
し
て
ひ
初
め
て
の
対
応
措
置
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
。
す
た
わ
ち
、
そ
れ
は
、
¢
す
べ
て
の
炭
鉱
主
は
、
船
主
ま
た
は
船
長
に
、
正
観
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
よ
る
正
規
の
売
却

順
序
を
遵
守
し
、
　
ロ
ソ
ド
ソ
石
炭
取
引
所
で
確
立
さ
れ
炭
鉱
主
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
規
約
と
規
制
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
炭

鉱
主
に
チ
ヨ
ル
ド
ロ
ソ
当
り
五
シ
リ
ソ
グ
の
追
加
価
格
を
支
払
う
と
い
う
誓
約
書
　
　
低
ヨ
一
約
書
の
形
式
を
明
示
し
て
あ
る
　
　
に
署
名

さ
せ
、
署
名
に
応
じ
な
い
場
合
に
は
船
積
み
を
拒
否
す
る
こ
と
、
◎
ガ
入
会
杜
の
契
約
売
却
炭
を
供
給
す
る
た
め
に
傭
船
契
約
の
も

と
に
１
あ
る
す
べ
て
の
石
炭
船
お
よ
び
雑
貨
運
搬
の
た
め
に
正
規
の
商
船
と
し
て
就
航
し
て
い
る
貨
物
船
を
か
か
る
規
制
か
ら
除
外
す

る
こ
と
　
　
但
し
、
こ
の
回
状
に
は
明
示
さ
れ
て
い
た
い
政
府
向
げ
（
例
え
ば
ク
リ
ニ
ッ
チ
病
院
や
海
軍
向
げ
）
業
務
用
炭
も
除
外
さ
れ
た
　
　
、

　
其
友
の
地
域
委
員
ム
婁
目
記
は
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
の
状
況
の
結
果
と
し
て
九
月
の
指
示
出
荷
率
が
削
減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

若
千
の
炭
鉱
主
に
告
如
す
る
こ
と
、
を
要
旨
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
続
い
て
九
月
四
日
の
連
合
委
員
会
で
、
　
「
出
荷
制
限
協
定
」

　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
彩
態
閥
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
　
五
三
）
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績実荷出びよお率荷出示指間年と準基当割ｕ牙域地の年
３
５
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Ｏ０１
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０
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ｅ

０

ｕ

１

Ｓ

／

Ｓ

８

１
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ＳｎＯｒｄ１
鵠
ｍ
ｍ
刷
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Ｓ

●
１
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７

Ｓ

，

，

，
　
　
，

，

ａ

詣
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跳

２

Ｂ

５７

ａ

，

Ｃ

１

Ｗ
ｅＮ

ｎＯｔｒｅｈｔｅＮ

ｔＣ

薫
一

１

・
１

ａ

ｒ

ｔ

ｔ

Ｏ

Ｓ

■
１
１
・

Ｏ

Ｔ

Ｄ

Ｃ，ｙｅ

１
ｔ

ｒａＨ

９
２
２以

．
〃

久０ｎｎｕＤｘ３
０
．Ｎ

２
，

０
・Ｎ

１
一

８
２｝（

５
２叫６

３８ーア
０７０

功
Ｒゴ〃０閉

伽
　
。

０
。
成
“
作

典
り
出
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
　
五
四
）

の
存
続
を
保
証
し
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
価
格
リ
ス
ト
の
均
等
化
を
図
る
た
め
に
協
定
船
上
渡
し
価
格

の
調
整
す
る
必
要
性
を
確
認
し
、
制
限
さ
れ
た
出
荷
量
の
も
と
で
は
価
格
引
き
下
げ
に
よ
る
均

等
化
は
多
く
の
石
炭
が
生
産
費
以
下
に
お
か
れ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
・
チ

ョ
ル
ド
ロ
ソ
当
り
ニ
シ
リ
ソ
グ
の
値
上
げ
を
基
準
と
し
て
調
整
し
（
九
月
一
八
日
実
施
）
、
併
せ

て
九
月
一
五
日
ま
で
の
出
荷
指
示
率
を
割
当
基
準
の
一
、
．
○
○
○
分
の
四
〇
と
す
る
出
荷
制
限

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

強
化
措
置
を
決
定
し
た
。

　
他
方
で
、
九
月
に
フ
ァ
ク
タ
ー
側
は
フ
ァ
ク
タ
ー
の
仲
介
な
し
に
石
炭
取
引
所
を
通
過
す
る

す
べ
て
の
石
炭
船
に
関
す
る
報
告
を
炭
鉱
主
側
に
週
に
一
度
行
な
う
た
め
の
特
別
小
委
員
会
を

設
置
し
た
。
三
四
年
一
一
月
、
連
合
委
員
会
は
、
石
炭
売
却
を
無
条
件
に
拒
絶
す
る
こ
と
は
違

　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

法
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
フ
ァ
ク
タ
ー
観
制
違
反
者
に
は
売
却
価
格
を
引
き
上
げ
る
方
法

ト
ソ
当
り
一
シ
リ
ソ
グ
の
割
増
価
格
（
異
一
量
肩
｛
８
）
と
船
荷
総
額
に
対
す
る
現
金
預
託
支
払
い
　
　
を

　
　
　
（
３
６
）

採
用
し
た
。

　
三
五
年
一
月
三
〇
日
の
フ
ァ
ク
タ
ー
会
議
の
決
議
に
よ
っ
て
よ
り
厳
格
な
ス
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ

．
ス
ヶ
ー
ル
が
採
用
さ
れ
る
と
同
時
に
、
最
低
価
格
が
二
一
シ
リ
ソ
グ
ヘ
と
一
シ
リ
ソ
グ
引
き

上
げ
ら
れ
た
（
第
３
１
表
を
参
照
）
。
　
こ
れ
は
、
既
に
説
明
し
た
三
四
年
九
月
一
八
日
に
実
施
さ
れ

た
船
積
み
港
に
お
げ
る
船
上
渡
し
価
格
の
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
・
チ
ョ
ル
ド
ロ
ソ
当
り
ニ
シ
リ
ソ
グ

　
　
ト
ソ
当
り
約
九
ペ
ソ
ス
　
　
の
引
き
上
げ
の
対
応
措
置
で
あ
り
、
か
っ
ス
ヶ
ー
ル
の
上
限
価



格
二
ニ
シ
リ
ソ
グ
三
ペ
ソ
ス
は
冬
季
の
割
高
運
賃
率
を
補
償
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
既
に
季
節
変
動
要
因
を
ス
ヶ
－
ル
の
な

か
で
調
整
す
る
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
フ
ア
ク
タ
ー
規
制
が
軌
道
に
の
り
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
、

　
　
　
　
（
３
７
）

と
思
わ
れ
る
。

　
「
出
荷
制
限
協
定
」
体
制
が
地
域
的
に
拡
大
さ
れ
て
再
建
さ
れ
た
翌
年
の
三
五
年
に
は
じ
め
て
独
自
の
地
域
割
当
基
準
す
な
わ
ち

生
産
１
１
出
荷
割
当
協
定
（
第
３
３
表
を
参
照
）
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
四
三
年
ま
で
、
こ
の
石
炭
カ
ル
テ
ル
の
実
施
上
の
基
軸
を
な

す
出
荷
制
限
協
定
　
　
指
示
出
荷
率
の
遵
守
　
　
は
全
体
と
し
て
よ
く
遵
守
さ
れ
た
が
、
次
項
で
説
明
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
三

七
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
割
当
基
準
に
対
す
る
年
問
指
示
出
荷
率
な
い
し
出
荷
実
績
率
の
一
貫
し
た
低
下
お
よ
び
協
定
対
象
外
の
輸
出

比
率
の
増
加
を
結
果
し
て
お
り
、
ま
た
割
当
基
準
に
対
す
る
総
出
荷
実
績
率
の
三
七
年
以
降
の
一
貫
し
た
低
下
　
　
新
観
参
入
炭
坑

の
急
増
に
ょ
る
「
過
剰
生
産
能
力
」
の
増
大
　
　
と
い
う
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
ヵ
ル
テ
ル
崩
壌
の
決
定
的
と
も
い
う
べ
き
要
因

の
形
成
と
発
展
を
孕
ん
で
い
た
。

　
さ
て
・
三
五
年
の
タ
イ
ソ
炭
鉱
主
協
定
観
約
　
　
ウ
ヱ
ァ
ニ
ァ
イ
ー
ズ
で
「
批
准
」
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
協
定
規
約
（
全
文
は
本
稿

末
尾
の
付
属
資
料
ー
を
参
照
せ
よ
）
は
「
出
荷
制
限
協
定
」
の
性
格
を
典
型
的
か
っ
体
系
的
に
・
示
し
て
い
る
　
　
は
、
そ
の
第
２
７
条
で
、
炭
鉱

主
の
フ
ァ
ク
タ
ー
観
制
遵
守
義
務
を
定
め
た
。
ま
た
、
三
六
年
ま
で
に
連
合
委
員
会
は
、
各
炭
坑
か
ら
の
出
荷
実
績
を
正
確
に
把
握

す
る
た
め
に
、
石
炭
積
み
出
し
波
止
場
職
員
が
¢
出
荷
実
績
に
関
す
る
正
式
の
報
告
書
を
作
成
し
　
税
関
か
ら
出
荷
記
録
を
受
理
し
、

　
さ
ら
に
連
合
委
員
会
が
各
炭
坑
か
ら
出
荷
さ
れ
た
石
炭
が
売
却
さ
れ
る
仕
向
地
か
ら
売
却
量
に
関
す
る
報
告
書
を
受
理
す
る
こ
と
、

を
定
め
た
。
か
か
る
手
の
込
ん
だ
検
査
制
度
の
実
施
に
，
よ
っ
て
か
た
り
の
「
密
売
」
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
に
、
な

　
　
　
　
（
３
８
）

く
な
っ
た
。

　
　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
彩
態
　
晒
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
（
　
五
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
五
六
）

　
だ
が
、
他
方
で
、
炭
鉱
主
側
の
月
■
間
指
示
出
荷
率
の
過
剰
設
定
に
よ
る
石
炭
供
給
過
剰
は
ロ
ソ
ド
ン
に
お
げ
る
入
船
１
１
入
荷
過
剰

と
フ
ア
ク
タ
ー
観
制
に
よ
る
長
期
滞
船
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
よ
る
年
間
運
賃
収
入
の
減
少
と
か
た
り
の
滞
船
料
負
担
は
し
ば
し
ば

フ
ア
ク
タ
ー
規
制
違
反
を
生
じ
さ
せ
、
フ
ア
ク
タ
ー
は
、
フ
イ
ヅ
タ
ー
事
務
所
に
違
反
報
告
を
送
り
、
ま
た
重
大
な
局
面
の
度
毎
に

連
合
委
員
会
に
供
給
削
減
や
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
し
て
対
策
を
要
請
す
る
書
簡
を
送
っ
た
。
以
下
に
お
い
て
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
を
め

ぐ
る
主
な
経
緯
を
摘
出
し
よ
う
。

　
一
八
三
五
年
四
月
一
〇
具
よ
び
五
旦
四
日
、
フ
ア
ク
タ
ー
協
会
書
記
ス
一
ツ
ト
吉
連
合
委
員
会
議
長
宛
の
書
簡
で
出
荷

　
　
　
　
　
　
（
３
９
）

削
減
を
勧
告
し
た
。
そ
の
結
果
、
連
合
責
会
は
、
六
月
の
出
荷
指
示
率
を
例
年
よ
り
主
五
－
一
一
〇
ポ
イ
ン
ー
少
な
い
一
．
・
○
○
○

分
の
四
〇
と
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
過
剰
出
荷
指
示
圭
り
六
月
の
一
三
市
場
日
の
市
場
で
の
売
却
待
ち
石
炭
船
は
一
市
督
平
均

二
七
六
隻
、
売
却
さ
れ
た
船
荷
は
平
均
四
一
隻
分
と
な
り
、
入
喋
ら
売
却
ま
で
の
滞
船
期
問
は
ほ
ぼ
平
均
一
吾
問
に
差
わ
・

（
第
３
２
表
を
も
参
照
）

　
次
に
、
九
月
四
目
付
で
フ
ア
ク
タ
ー
側
が
炭
鉱
主
側
に
送
付
し
た
八
月
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ソ
違
反
リ
ス
ト
の
な
か
で
・
北
部
お
よ

び
テ
ム
ズ
に
お
げ
る
す
べ
て
の
ル
ー
ル
の
違
反
常
習
者
と
し
て
フ
ア
ク
タ
ー
に
と
一
て
”
好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
物
一
§
婁
量

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
）

で
あ
る
と
指
弾
さ
れ
た
二
事
例
を
指
摘
し
、
フ
ア
ク
タ
ー
規
制
の
実
態
の
一
端
を
説
明
し
よ
う
・

事
例
Ｈ
ダ
イ
ヤ
ニ
、
。
・
。
、
一
、
石
炭
商
人
兼
オ
リ
ー
ブ
・
ブ
ラ
ソ
チ
号
冨
妻
ぎ
一
き
船
長
メ
イ
ス
ソ
一
；

竃
、
。
。
。
目
）
　
　
お
よ
び
ラ
ヴ
イ
ニ
ア
号
（
亭
・
卜
§
§
）
　
船
長
リ
ド
レ
イ
（
雪
昌
２
）
　
　
を
所
有
す
る
船
主
◎
ラ
ム
ト
ソ
・
ウ
ォ
ー

ル
ズ
一
ン
ド
炭
一
、
、
昌
一
け
。
目
、
。
。
妻
、
、
。
。
。
箏
、
。
。
ゆ
、
。
。
－
サ
ソ
ダ
、
ラ
ソ
ド
最
上
質
炭
の
一
銘
柄
一
の
フ
ィ
ッ
タ
ー
カ
ー
一
；
賢
一
は
二
二

四
年
八
月
；
百
付
げ
の
ダ
ィ
ヤ
ー
宛
書
簡
の
な
か
で
、
約
一
ヶ
月
前
に
フ
ア
ク
タ
ー
委
員
会
か
ら
ラ
ヴ
ィ
一
ア
号
が
フ
ァ
ク
タ
ー



観
制
違
反
リ
ス
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
を
う
け
、
カ
ー
は
以
後
ダ
ィ
ヤ
ー
に
規
制
遵
守
を
要
請
し
ダ
ィ
ヤ
ー
が
了
承
す
る

と
考
え
て
今
回
の
船
積
み
を
行
な
っ
た
こ
と
、
を
通
告
し
た
。
し
か
し
、
ダ
ィ
ヤ
ー
は
そ
の
後
も
フ
ア
ク
タ
ー
観
制
を
遵
守
せ
ず
に

石
炭
を
購
入
し
て
い
た
が
、
三
四
年
末
に
フ
ァ
ク
タ
ー
協
会
書
記
ス
コ
ツ
ト
は
オ
リ
ー
ブ
・
ブ
ラ
ソ
チ
号
と
ラ
ヴ
ィ
ニ
ア
号
と
が
ロ

ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
を
遵
守
し
て
い
な
い
旨
の
書
簡
を
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
の
石
炭
業
事
務
所
に
送
り
、
両
船
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
　
　
売
却
価
格

引
き
上
げ
等
で
は
な
く
　
　
が
始
ま
っ
た
。
オ
リ
ー
ブ
．
ブ
ラ
ソ
チ
号
に
対
し
て
、
同
年
一
二
月
一
五
日
頃
、
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
で
・

カ
ー
は
自
分
の
船
荷
を
拒
否
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ツ
・
イ
ー
デ
ソ
炭
（
Ｃ
っ
ａ
量
ユ
、
。
・
畠
竃
Ｏ
◎
券
ー
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
第

二
級
炭
の
一
銘
柄
）
は
も
と
よ
り
粒
炭
さ
え
入
手
で
き
な
い
よ
う
に
手
配
し
た
。
同
様
の
措
置
は
ラ
ヴ
イ
ニ
ァ
号
に
対
し
て
も
と
ら
れ

た
。
し
か
し
、
メ
イ
ス
ソ
は
と
に
か
く
も
ス
ト
バ
ー
ツ
・
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ェ
ソ
ド
（
・
・
ａ
ぎ
ユ
，
。
。
考
～
豪
ｏ
己
）
の
極
粒
炭
　
　
ニ
ュ
ー
ヵ
ス

ル
．
チ
ヨ
ル
ト
ロ
ソ
当
り
一
八
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
　
　
を
入
手
し
た
。
だ
が
、
オ
リ
ー
ブ
・
ブ
ラ
ソ
チ
号
は
三
五
年
一
月
に
は
サ
ソ
ダ

ー
ラ
ソ
ド
で
は
船
荷
を
全
く
購
入
で
き
な
く
た
り
、
ハ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
（
霊
・
け
喜
◎
・
一
）
で
フ
ィ
ヅ
タ
ー
を
欺
い
て
　
　
船
積
み
途
中
で

気
付
か
れ
た
　
　
チ
ャ
ツ
タ
ム
（
Ｏ
｝
、
苧
、
昌
１
ヶ
ソ
ト
州
）
を
仕
向
地
と
す
る
こ
と
を
条
件
に
船
荷
を
入
手
し
た
が
、
結
局
ロ
ソ
ド
ソ
に

行
っ
た
。
そ
れ
以
降
三
月
初
め
ま
で
オ
リ
ー
ブ
．
ブ
ラ
ソ
チ
号
は
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
と
ス
ト
ヅ
ク
ト
ソ
で
劣
等
炭
だ
げ
は
購
入
し
え

た
が
、
三
月
一
日
付
の
メ
ィ
ス
ソ
の
ダ
ィ
ヤ
ー
宛
書
簡
で
同
船
を
一
、
五
五
〇
ポ
ソ
ド
で
売
却
す
る
こ
と
を
勧
め
る
ま
で
に
至
っ
た
。

三
月
以
降
三
六
年
六
月
の
ダ
イ
ヤ
ー
の
議
会
証
言
に
至
る
ま
で
、
メ
イ
ス
ン
は
九
月
と
一
一
月
に
フ
イ
ツ
タ
ー
を
再
び
欺
い
て
其
々

ラ
ヅ
セ
ル
ズ
．
ヘ
ツ
ト
ソ
炭
（
カ
易
己
。
２
、
。
。
串
等
旨
Ｏ
ｏ
募
）
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ツ
・
ウ
ォ
ー
ル
ズ
エ
ン
ト
炭
　
　
後
者
は
一
四
〇
ポ
ソ
ト
の

保
証
金
を
払
い
込
む
と
い
う
条
件
け
き
て
　
　
を
入
手
し
た
も
の
の
　
　
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
違
反
に
関
し
て
ぱ
ス
コ
ヅ
ト
か
ら
ブ
ラ
ソ
ト
リ
ソ

ク
に
報
告
さ
れ
た
　
　
、
　
両
船
と
も
に
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
の
一
炭
坑
だ
げ
が
石
炭
売
却
に
応
じ
る
状
況
に
お
か
れ
、
主
と
し
て
ス
コ
ッ

　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
陶
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
（
　
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
（
　
五
八
）

ト
ラ
ソ
ド
の
ニ
ル
ジ
ソ
炭
（
目
。
・
巨
８
芸
）
を
購
入
し
て
ジ
ャ
ー
ジ
ー
島
（
Ｈ
婁
２
）
、
　
ガ
ー
ソ
ジ
ー
島
（
雪
胃
易
呈
お
よ
び
外
屑
で

売
却
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
結
局
、
両
船
の
年
問
航
海
回
数
は
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
を
遵
守
し
た
場
合
と
同
じ
程
度
に
・
な

　
　
　
　
　
（
４
２
）

っ
た
の
で
あ
る
。

　
事
例
ｏ
　
ト
ソ
プ
ソ
ソ
（
旨
日
易
皇
ｏ
冒
湯
旨
）
、
ユ
リ
ザ
号
（
亭
ｏ
向
一
§
）
　
船
長
ヤ
ソ
グ
（
皇
§
易
ぎ
昌
。
・
）
　
を
所
有
す
る

船
主
。
エ
リ
ザ
号
の
問
題
は
三
五
年
一
二
月
に
重
大
化
し
た
。
フ
ァ
ク
タ
ー
側
は
二
一
月
一
二
目
付
の
連
合
委
員
会
の
書
簡
の
な
か

で
、
石
炭
商
人
た
ち
が
最
近
ユ
リ
ザ
号
に
関
し
て
フ
ァ
ク
タ
ー
側
に
抗
議
し
、
ま
た
船
主
・
船
長
会
議
が
と
く
に
エ
リ
ザ
号
の
事
例

お
よ
び
そ
の
他
の
抜
げ
が
げ
に
よ
る
船
荷
引
き
渡
し
を
調
べ
、
ま
た
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
制
度
を
破
壌
す
る
た
め
に
開
か
れ
よ
う
と

し
て
お
り
、
　
一
二
月
一
一
目
に
は
三
四
隻
の
石
炭
船
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
・
リ
ス
ト
を
逸
脱
し
た
　
　
同
日
の
市
場
で
の
売
却
待
ち
石

炭
船
は
四
二
五
隻
で
売
却
さ
れ
た
船
荷
は
九
六
隻
分
で
あ
っ
た
（
筆
者
が
挿
入
）
　
、
と
指
摘
し
た
。
そ
の
後
の
エ
リ
ザ
号
に
関
す
る
事
情

の
詳
細
な
経
緯
は
十
分
明
確
で
は
な
い
が
、
　
三
八
年
二
月
二
三
日
の
ヤ
ソ
グ
の
議
会
証
言
お
よ
び
三
月
五
日
の
ギ
ル
ズ
（
内
。
げ
。
、
↑

○
豪
一
タ
ィ
ソ
委
員
会
副
書
記
）
の
議
会
莚
言
等
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
ク
タ
ー
観
制
遵

守
の
署
名
に
応
じ
な
い
ヤ
ソ
グ
は
、
三
五
年
八
～
九
月
頃
か
ら
「
輪
番
法
」
の
適
用
さ
れ
た
い
　
　
炭
鉱
主
．
フ
イ
ツ
タ
ー
が
船
荷
の

売
却
拒
否
を
で
き
る
　
　
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
行
き
を
諦
め
て
、
主
と
し
て
、
タ
ィ
ソ
河
流
域
諸
港
に
船
荷
を
求
め
た
。
し
か
し
、
ヤ

ソ
グ
は
そ
こ
で
三
八
年
の
議
会
証
言
に
至
る
迄
に
炭
鉱
主
・
フ
イ
ツ
タ
ー
か
ら
一
二
回
以
上
に
及
ぶ
船
荷
拒
否
　
　
「
輸
番
法
」
違
反

　
　
を
う
げ
、
傭
船
契
約
で
船
荷
を
積
み
込
む
こ
と
を
余
儀
た
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
彼
も
ま
た
年
問
航
海
回
数
の
著
し
い
減
少
を

経
験
し
た
。
そ
う
し
た
事
情
の
も
と
で
ヤ
ソ
グ
と
ト
ソ
プ
ソ
ソ
は
三
六
年
三
月
ま
で
の
時
点
で
船
荷
売
却
を
無
条
件
に
拒
否
し
た
パ

ー
シ
ィ
一
メ
イ
ソ
炭
坑
の
フ
ィ
ツ
タ
ー
で
あ
る
ヴ
ィ
ー
チ
（
く
翌
争
）
を
「
輸
番
法
」
違
反
の
廉
で
告
訴
し
た
。
こ
の
訴
訟
は
三
八



年
二
月
末
か
ら
三
月
初
め
ま
で
の
問
に
炭
鉱
主
側
が
訴
訟
費
用
を
支
払
う
と
い
う
条
件
の
も
と
で
裁
判
所
に
よ
る
和
解
１
１
妥
路
提
案

で
処
理
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
事
件
は
炭
鉱
主
側
に
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
違
反
に
対
し
て
は
割
増
し
価
格
の
設
定
に
よ
る
価
格
差
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

で
対
処
す
べ
き
こ
と
　
　
三
四
年
一
一
月
の
連
合
委
員
会
決
定
　
　
を
あ
ら
た
め
て
教
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
一
八
三
六
年
既
に
第
二
章
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
三
六
年
の
五
月
頃
に
、
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
と
北
東
部
の
炭
鉱
主
の
コ
ソ
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ソ
に
よ
る
石
炭
の
高
価
格
に
反
対
す
る
請
願
が
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
と
ウ
ェ
ス
ト
、
・
・
ソ
ス
タ
ー
の
住
民
か
ら
下
院
に
提
出
さ
れ

た
。
こ
の
請
願
は
、
同
時
に
、
後
に
関
説
す
る
同
年
四
月
に
展
開
さ
れ
た
北
東
部
二
州
の
炭
鉱
主
や
両
州
出
身
の
上
下
両
院
議
員
等

に
よ
る
既
に
議
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
ダ
ー
ラ
ム
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ス
ト
・
ジ
ャ
ソ
ク
シ
ョ
ソ
お
よ
び
サ
ウ
ス
・
ダ
ー
ラ
ム
の
両

（
公
共
）
鉄
道
法
案
に
反
対
す
る
請
願
お
よ
び
大
観
模
な
反
対
運
動
に
反
撃
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
設
げ
ら
れ
た
下
院
の

「
石
炭
業
の
状
態
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
報
告
の
結
論
は
、
既
に
指
摘
し
た
事
項
と
関
連
し
て
要
約
す
れ
ば
、
一
方
で
は
、
炭
鉱

主
の
「
出
荷
制
限
」
の
た
め
の
コ
ソ
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ソ
お
よ
び
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
に
よ
る
着
実
な
石
炭
供
給
の
保
障
と
価
格
の
安
定
を

主
張
す
る
炭
鉱
主
・
フ
ァ
ク
タ
ー
・
一
次
卸
商
人
ら
の
莚
言
に
注
目
し
つ
つ
、
事
実
上
そ
れ
を
放
任
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、

石
炭
の
新
た
な
供
給
を
促
進
す
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
　
　
炭
鉱
主
と
フ
ァ
ク
タ
ー
の
コ
ソ
ビ
ネ
ー
シ
ヨ
ソ
に
１
対
抗
す
る
最
も
効
果
的
な
方
法
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
４
）

し
て
　
　
を
鼓
舞
す
る
見
地
か
ら
両
鉄
道
法
案
に
対
す
る
炭
鉱
主
ら
の
反
対
論
を
斥
け
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
三
六
年
に
は
積
載
量
二
二
〇
ト
ソ
以
下
の
小
型
石
炭
船
　
　
当
時
の
石
炭
船
（
帆
船
）
の
平
均
積
載
量
は
お
よ
そ
三
〇
〇
ト
ソ
、
最
高
で

も
六
五
〇
～
七
〇
〇
ト
ソ
程
度
で
あ
っ
た
　
　
に
関
し
て
ロ
ソ
ド
ソ
港
到
着
後
の
第
二
市
場
日
に
そ
の
船
荷
を
売
り
に
出
す
こ
と
が
決

　
　
　
（
４
５
）

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
産
炭
地
で
直
接
買
付
け
を
し
て
白
分
の
所
有
船
で
、
な
い
し
傭
船
し
て
ロ
ソ
ド
ソ
に
輸
送
し
、
入
港
後
直
ち
に

荷
揚
げ
す
る
一
次
卸
商
人
の
”
バ
ィ
ヤ
ー
炭
〃
（
巨
巻
易
，
８
芸
）
　
　
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
の
不
可
欠
の
構
成
要
素
の
一
っ
で
あ
る
ロ
ー
テ
ー
シ

　
　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
碑
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
（
五
九
）
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ヨ
ソ
制
を
侵
犯
す
る
典
型
で
あ
り
、
以
後
の
最
大
の
係
争
問
題
の
一
っ
て
あ
る
　
　
に
関
し
て
、
　
一
月
二
二
日
お
よ
ひ
三
月
三
日
に
ス
コ
ッ

ト
は
ブ
ラ
ソ
ド
リ
ソ
ク
に
苦
情
　
　
大
量
の
バ
ィ
ヤ
ー
炭
売
却
と
ヵ
ル
テ
ル
加
盟
諾
炭
坑
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
逸
脱
指
示
に
関
す
る
　
　
を
訴

　
　
　
　
　
　
　
（
４
６
）

え
る
書
簡
を
送
っ
た
。

　
九
月
上
旬
、
連
合
委
員
会
は
フ
ァ
ク
タ
ー
側
に
対
し
て
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
に
お
げ
る
石
炭
船
の
滞
船
の
長
期
化
緩
和
対
策
と
し
て
当

該
市
場
目
に
売
り
に
出
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
売
れ
な
か
っ
た
　
　
買
い
手
が
付
か
な
か
っ
た
　
　
船
荷
を
次
回
市
場
目
の
ス
ラ
ィ
デ

ィ
ソ
グ
．
ス
ヶ
ー
ル
に
－
お
げ
る
船
荷
数
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
　
　
こ
れ
は
そ
れ
よ
り
少
し
前
に
有
カ
た
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
人

で
あ
る
メ
ヅ
ト
ヵ
－
フ
（
オ
、
－
、
§
く
ｇ
８
豪
）
が
提
案
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
　
　
が
、
ス
コ
ッ
ト
は
ブ
ラ
ソ
ド
リ
ソ
グ
宛
の
九
月
一
四

日
付
の
書
簡
で
、
フ
ァ
ク
タ
ー
側
は
こ
の
提
案
は
既
存
の
規
制
の
崩
壊
と
価
格
の
下
落
・
不
均
衡
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
支
持
し

え
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
か
か
る
提
案
は
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
完
全
な
ロ
エ
ァ
ー
シ
ヨ
ソ
制
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
７
）

厳
格
に
適
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
第
３
４
表
を
も
参
照
）

　
と
こ
ろ
で
、
一
〇
月
一
日
に
連
合
委
員
会
は
坑
口
価
格
し
た
が
っ
て
ま
た
採
炭
費
の
上
昇
を
理
由
と
し
て
等
級
別
協
定
価
格

船
上
渡
し
価
格
　
　
の
引
上
げ
（
第
３
５
表
を
参
照
）
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
、
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
最
上
質
炭
は
ニ
ュ
ー
ヵ
ス
ル
・
チ

ヨ
ル
ド
ロ
ソ
当
り
三
〇
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
と
な
り
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
ニ
シ
リ
ソ
グ
引
き
上
げ
ら
れ
、
三
四
年
三
月
一
日
の
協
定

再
建
以
降
四
シ
リ
ソ
グ
も
の
上
昇
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
一
一
月
三
目
、
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
に
お
げ
る
ス
ラ
ィ
デ
ィ
ソ
グ
・

　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
碑
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
（
　
六
一
）
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等

年
格

３
６
価

１
８
る
　
げ
表
３
５第

）ｎ
ＯｔｒｅＰ（

Ｓｋ
弧皿

ｅＲＳｅｅＴｒｅ
ａＷ

ｅｎｙＴ
ＳｔＣ

■
１
１
・

ｒｔ

．
１
Ｓ

Ｄ
Ｓ１ｒＰ １

）ね
６的（

１
・
一
　
Ｑ
Ｕ

４
　
８

［
ｏ
　
Ｆ
ｏ

４

ｎ
３
　
Ｆ
ｏ

９

１
３

５

１
０

４
　
　
　
２

２
　
１
↓

１

）ｓ　
　
　
　
　
　
１
３

ａＯＣ
ｏ
ｆ

１
↓
　
１
１
一

１
↓
　
１
↓

２

Ｓｎ○廿Ｐｒ
６
ＣＳｅｄ

ｏ
ｆｒｅｂｍ

ｕｎ
（

７

１
↓
　
　
　
　
１
■

１

３

Ｆ
〇
　
一
」
Ｕ

４

１
０

２
　
５

６

１
３

４
　
ｏ
Ｊ

４
　
　
　
　
２

何
■
一
　
１
１
一

１

ｄ
６
３
０
９
６
３
０
９
６
３
０
９
６
３
０
９
６
３
０
９
６
３
０

ｓ
１
１
１
０
０
０
０
９
９
９
９
８
８
８
８
７
７
７
７
６
６
６
６

１
■
一
　
１
－
一
　
１
↓
　
１
↓
　
１
１
一
　
１
■
　
１
↓

９
２

１
０

１
６

７
６

ｏ
ｆＳｎＯｈＰｒＣＳｅｄ

ｏ
ｆ
１
ｓ
ａ
刎

０
ｔ
Ｏ

ｔ
Ｃ

ｄ％９
８
ｓ

６
１

ｄ％８
９
ｓｄ％１

Ｓ０１

９

ｄ片４
８
ｓ

４
３

ＳｅＣｒＰ

Ｓｅ１ｒ１
Ｓ

１
．
一
ｅ

Ｏ
Ｓ
Ｃ
ｎ
ｄ
印
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｎ
Ｃ
ｅ

ｏ
ｆ
ｙ

　
ｒ

９
・
ｅ
・
脆
舳
鵠

帥
ｍ
。
・

）〕２０Ｎ（

１
）

ＯＮイ３Ｍ
ＸＰＰＡ〔６・５４２叩

　
。

　
　
明

　
　
不

３
８
　
は

１
８
　
容

げ
内

　
　
定

７
　
協

０カ
　
　
の

２Ｒ
　
区

ｓ
　
地

〃
　
　
ト

０榊
　
　
の

洲
。
外

０Ｃ
成
以

。
作
域

典
り
地

出
よ
３

１
）

註

２
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
８
）

ス
ヶ
ー
ル
価
格
も
ト
ソ
当
り
一
シ
リ
ソ
グ
引
き
上
げ
ら
れ
た
（
第
３
１
表
を
参
照
）
。
　
こ
れ
は
、
直
接
的
に
は
船
主
に
対
す
る
運
賃
率
保

証
措
置
で
あ
る
が
、
む
Ｌ
ろ
炭
鉱
主
の
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
に
お
げ
る
独
占
的
な
価
格
支
配
力
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
一
八
三
七
年
　
一
月
一
九
目
、
前
ス
ケ
ー
ル
よ
り
も
ト
ソ
当
り
一
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
、
前
年
同
期
比
ニ
シ
リ
ソ
グ
高
い
、
二
月
二

〇
日
ま
で
の
新
ス
ヶ
ー
ル
（
暫
定
）
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
、
二
月
二
目
、
「
回
漕
業
と
石
炭
業
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
費
用
の
犬
幅

な
上
昇
の
結
果
」
と
関
わ
っ
て
、
一
月
一
九
日
の
ス
ヶ
－
ル
を
継
承
し
て
、
年
問
三
回
の
季
節
変
動
調
整
を
含
む
新
た
な
ス
ヶ
ー
ル

が
採
用
さ
れ
、
こ
こ
で
季
節
変
動
調
整
ス
ヶ
ー
ル
が
完
成
さ
れ
た
。
（
第
３
１
表
を
参
照
）
　
こ
の
年
も
”
バ
イ
ヤ
ー
炭
〃
の
回
ー
テ
ー
シ

ョ
ソ
違
反
が
続
い
た
。
二
月
二
目
、
何
ら
の
協
定
も
な
く
フ
ィ
ッ
タ
ー
が
一
次
卸
商
人
に
１
売
却
し
た
船
荷
を
積
ん
だ
三
隻
の
石
炭
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
９
）

に
つ
い
て
の
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
三
月
四
目
付
げ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
協
会
か
ら
連
合
委
員
会
へ
の
書
簡
の
な
か
で
、
二
月
後
半
の
過

　
　
（
５
０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
１
）

剰
供
給
の
圧
力
の
も
と
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
違
反
が
そ
の
安
定
性
を
危
う
く
す
る
程
に
増
加
し
て
い
る
事
情
を
説
明
し
、
炭
鉱
主

は
一
次
卸
商
人
や
大
口
需
要
者
と
の
い
か
な
る
売
買
契
約
も
拒
絶
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
Ｌ
て
、
三

月
一
一
日
頃
、
連
合
委
員
会
は
、
炭
鉱
主
は
石
炭
船
積
み
人
か
ら
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ソ
遵
守
の
誓
約
　
　
違
反
し
た
場
合
に
・
は
罰
金
一
〇

ポ
ソ
ト
　
　
を
と
る
こ
と
、
を
約
束
し
た
。
し
か
し
、
六
月
三
目
付
け
の
フ
ァ
ク
タ
ー
協
会
の
連
合
委
員
会
宛
て
書
簡
は
、
船
長
が

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ソ
遵
守
の
誓
約
書
に
署
名
し
て
い
た
と
し
て
も
、
一
次
卸
商
人
兼
船
主
の
違
反
が
増
加
し
て
い
る
（
第
３
６
表
を
参
照
）
、

と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
七
月
一
二
日
付
げ
の
書
簡
は
、
同
様
の
指
摘
を
行
な
い
っ
っ
、
供
給
過
剰
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ソ
を
遵
守
す

る
石
炭
船
は
三
週
問
の
滞
泊
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
　
”
バ
イ
ヤ
ー
炭
〃
を
”
ガ
ス
用
炭
〃
と
詐
称
す
る
の
を
防

ぐ
た
め
に
ガ
ス
会
杜
と
の
売
買
取
引
を
直
接
契
約
の
み
と
し
、
そ
の
船
荷
の
引
き
渡
し
の
照
合
の
た
め
に
炭
鉱
主
側
が
週
問
船
荷
一

覧
表
を
作
成
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
九
月
七
日
に
は
、
フ
ァ
ク
タ
ー
協
会
は
連
合
委
員
会
に
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
違
反
船
の
船
積
み

　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
彩
態
　
四
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
（
　
六
三
）

●
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六
四
（
　
六
四
）

　
　
措
・
。
６
淋
Ｈ
・
。
。
。
べ
舟
・
。
泣
～
Ｈ
・
。
。
。
・
。
争
Ｎ
ｄ
◎
口
＼
ア
＼
舌
鮪
戸
訴
ｑ
小
、
↓
、
、
－
滝
ま
寓
同
撃
戸
囲
斗
ぴ
講
蹄

　
　
　
■
¢
｝
ｈ
０
０
脚
峯
◎
箏
一
｝
ｏ
ｏ

オ
旦
目
一
〕
ｏ
易
◎
｛
乙
つ
巨
り
ｏ
ｏ

乙
つ
巨
湯
３
ｏ
旨
冨
｛
四
〇
〇
才
婁
昌
ｏ
ｑ

く
｛
◎
庁
冨
｛
一
プ
Ｏ
　
向
｝
Ｏ
叶
◎
Ｈ
．
Ｏ
Ｏ
　
射
¢
－

ｏ
ｑ
巨
ｇ
－
◎
箏
ｏ
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
箏

Ｕ
ｇ
迂
ｓ
饒
◎
づ
ｏ
ｏ
ポ
箏
ｏ
｛
一
Ｕ
Ｋ
一
げ
ｏ

旨
雲
讐
０
ｈ
｛
箏
一
｝
ｏ
巴
Ｕ
◎
く
¢

く
胃
９
声
肩
－

く
昌
　
　
言
畠

　
－
ｏ
◎
ｏ
◎
べ

－
巳
Ｋ
　
　
ト
自
ｏ
ｑ
．

○
Ｏ
Ｏ
Ｐ
　
　
　
Ｏ
Ｏ
け
．

オ
ｏ
＜
一
　
　
Ｕ
¢
ｏ
．

一
－
彗 Ｈ

ｏ
ｏ
○
◎
ｏ
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．
　
句
〇
一
Ｕ
．

崖い

ｏ
ｏＮ

Ｎ
０

Ｈ

Ｈ
仁

◎

Ｎ
｛

ｏ

旨ｏ

Ｈ
Ｈ

ト

曽
糞

ｏ
ｏ

ｃ
ｏ
　
　
　
ら
、
篶
篶
一
　
Ｈ

◎
　
　
　
　
Ｈ
　
一
　
〇

Ｈ◎
ざ
冨
－

箏
■
昌
げ
ｏ
易

ｏ
１
巨
混

Ｈ
◎
ｏ
ト

お

　
　
砕
－
）
庄
属
．
、
ｏ
ｏ
§
§
ｏ
婁
ミ
畠
・
。
ｏ
。
、
、
一
君
』
雷
－
“
（
＞
署
】
二
岩
ｏ
．
べ
）
一
片
Ｇ
寺
島
◎

　
　
　
Ｎ
）
讐
、
ミ
ー
薬
濤
叫
ｅ
輸
番
塑
晶
泌
「
汁
〔
ま
義
灘
「
ま
司
嚢
盲
串
ｄ
刊
温
ｅ
ぴ
ｅ
帝
罪
車
「
べ
つ
ぎ
～
靖
昔
さ
洲
一

　
　
　
　
、
、
犀
尋
糖
誉
奮
締
（
．
．
寓
汽
、
、
撃
９
×
：
晶
欝
俳
さ
汁
繕
壁
簑
蟹
）
一
警
音
三
曇
婁
義
串
瞭
沖
｝
き
汁
引
涛
奮
蹄
餅
吟
算

　
　
　
　
、
、
讐
斗
ヌ
膝
詳
亘
ｑ
嘉
撃
ｏ
涛
（
、
。
。
べ
芒
Ｎ
法
ｏ
口
逗
蔓
〔
．
．
織
同
、
、
吏
ニ
ヌ
ニ
〔
麹
欝
眺
ざ
汁
樹
壁
叶
メ
温
）
一
》
躰
倒
鴻
（
霊
ｇ
－
ｏ
邑
８
事
黒
ｏ
暑
◎
・
ざ
）
亘
ｑ
引
滝

　
　
　
　
　
　
撃
Ｈ
締
一
帝
吟
け
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
２
）

時
点
に
お
げ
る
誓
約
書
の
有
無
を
調
査
す
る
よ
う
に
促
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
八
三
七
年
三
月
～
三
八
年
二
月
の
フ
ァ
ク
タ
ー
観
制
に
違
反
し
た
石
炭
船
は
第
３
６
表
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
一

八
四
隻
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
三
七
年
の
ロ
ソ
ド
ソ
港
に
入
港
し
た
石
炭
船
の
累
計
八
、
七
二
〇
隻
に
対
し
て
　
　
計
算
期
間
に
ズ
レ

が
あ
る
が
　
　
二
％
台
の
水
準
で
あ
り
、
　
フ
ァ
ク
タ
ー
の
再
三
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
違
反
報
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
と
し
て
、

フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
は
有
効
に
機
能
し
て
い
た
、
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
三
七
年
の
一
年
間
を
通
じ
て
ロ
ン

ド
ソ
石
炭
取
引
所
の
入
荷
船
八
、
七
二
〇
隻
　
　
入
荷
量
二
六
二
万
六
、
九
九
七
ト
ソ
の
う
ち
、
フ
ァ
ク
タ
ー
が
税
関
手
続
・
売
却

処
分
の
代
理
業
務
を
せ
ず
、
か
っ
フ
ァ
ク
タ
ー
・
一
次
鉤
商
人
の
合
同
委
員
会
（
夫
々
九
名
づ
っ
の
一
八
名
で
構
成
）
が
管
理
す
る
検

量
官
事
務
所
を
通
じ
て
船
荷
引
き
渡
し
を
し
な
か
っ
た
の
は
其
々
四
三
三
隻
、
五
％
－
八
万
八
、
五
九
ニ
ト
ソ
、
三
・
四
％
で
あ
り

（
第
３
７
表
を
参
照
）
、
三
二
年
の
法
律
上
の
フ
ァ
ク
タ
ー
制
度
の
廃
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
炭
鉱
主
や
船
主
　
　
基
本
的
に
は
前
者



るよに
量
所
載
務
積
事
と
官
船
量
炭
検
石・
た
一
い

タ
カ
ク
な
ア
れ
フ
わ
る
な
げ
行
お
が
に
し
場
渡
市
引

ソ
　
・
ド
続
ソ
手
口
却

　
売表

３
７第

∞
。
蜘
閉
鮒
醐
則
閉

・
正
，

，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，

６
８
０
８
５
６

１

岬
３
２
４
８
６
０
３
８
３
０
３
２

ｈＳ

ＳｎＯｔ

旭
鴛
鴛

２
Ｊ
９
　
」
「
ｏ
　
”

，
　
　
一
８
・

８
一

７３８１

ｓ
７
３
２
９
０
６

Ｓ
一

ｍ
５
９
７
４
２
４
９
９
９
１
ｕ

Ｐ

‘
１
１
－

十
山
，
　
，
　
，
　
，
　
，
　
，
５
５
７
５
７
０
　
　
　
　
　
　
１

ｈ
一
Ｓ

３３４

ｈ
カ
２
３
２
９
２
７
４
０
４
７

１ａｔ

ｈ

Ｏ

Ｓ

ｔ

ｈ

黒
楓
鴛

∞
旭
慨
蜘
側
嚇
肌
鵬

４
Ｆ
ｏ
１

ｔ
７
・
７
，
７
，
８
，
７
，
８
，

，５４

６蜜
４
１
３
４
３
５
３
５
４
２

２

３

２

８
ｈ
１
－
一
Ｓ

２

忠
鴛
鴛
１ａｔ０ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
る
売
却
指
定
代
理
人
制
に
支
え
ら
れ
て
、
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
入
荷
炭
の
大
部
分
が
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
売
却
処
分
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
、
三
七
年
一
二
月
三
〇
目
に
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
石
炭
業
事
務
所
で
開
か
れ
た
炭
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
の
会
議
　
　
協
定
更
新
の
た
め
の
連
合
炭
鉱
主
総
会
、
ま
た
は
連
合
委
員
会
、
と
思
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
　
　
　
　
で
フ
ァ
ク
タ
ー
揚
制
強
化
の
た
め
の
次
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ょ
　
　
¢
　
す
べ
て
の
船
舶
は
、
ガ
ス
用
炭
あ
る
い
は
そ
の
他
の
石
炭
を
船
積
み
す
る
か
に
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
　
　
　
関
わ
り
な
く
、
そ
し
て
傭
船
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
関
わ
り
な
く
、
ロ
ソ
ド
ソ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
　
　
　
　
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
制
度
を
遵
守
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヵ
ス
ル
、
サ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥
　
ダ
ー
ラ
ソ
ド
の
各
港
に
帰
還
し
た
際
に
、
当
該
船
舶
が
そ
れ
に
先
立
っ
航
海
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狐
　
　
　
中
に
厚
ソ
ド
ソ
諸
規
制
を
遵
守
し
た
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
が
署
名
し
た
証
明
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
提
出
し
な
げ
れ
ほ
、
正
規
の
価
格
で
再
び
船
積
み
し
え
た
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
◎
　
近
目
中
に
、
ガ
ス
用
炭
お
よ
び
契
約
炭
が
向
う
一
年
問
に
売
却
さ
れ
る
べ
き
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
似
　
　
　
対
価
格
を
決
定
す
る
委
員
会
が
任
命
さ
れ
、
そ
こ
で
定
め
ら
れ
た
価
格
以
下
で
売
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
却
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
一
般
的
諸
挽
制
の
規
約
　
　
炭
鉱
主
問
の
協
定
規
約
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽
　
　
　
指
す
（
筆
者
）
　
第
一
九
条
　
　
本
稿
末
尾
の
付
属
資
料
「
皿
一
八
三
五
年
タ
ィ
ソ
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腋
　
　
　
　
鉱
主
協
定
規
約
」
第
一
九
条
を
参
照
　
　
が
他
の
石
炭
に
も
ガ
ス
用
炭
お
よ
び
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炭
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
噂
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
（
　
六
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
．
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
六
六
）

こ
こ
で
先
に
進
む
前
に
、
一
八
…
一
年
お
よ
び
三
八
年
の
議
会
報
告
等
の
な
か
か
ら
、
三
四
年
六
月
三
〇
日
の
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制

実
施
前
後
か
ら
三
七
年
ま
で
の
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
い
な
い
が
直
接
関
連
す
る
諸
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
う
・

第
一
に
、
炭
鉱
主
側
の
地
域
的
に
拡
大
さ
れ
た
新
た
な
協
定
の
成
立
と
存
続
お
よ
び
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
の
実
施
と
展
開
の
も
と
で
・

ロ
ソ
ド
ソ
市
場
に
お
げ
る
取
引
価
格
と
運
賃
率
と
が
持
続
的
に
上
昇
し
た
。
サ
ン
ダ
ユ
フ
ソ
ド
最
上
震
の
船
上
渡
し
価
格
が
三
四

年
三
月
か
ら
三
六
年
一
〇
月
こ
の
時
点
の
価
格
は
少
な
く
と
も
三
八
年
二
月
ま
で
は
持
続
し
た
ま
で
に
ト
ソ
当
り
一
シ
リ
ソ
グ

六
ベ
ソ
ス
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
が
、
他
方
で
、
フ
ア
ク
タ
ー
規
制
の
ス
ラ
ィ
デ
ィ
ソ
グ
．
ス
ヶ
ー
ル
隻
げ
る

売
却
船
荷
数
量
規
制
に
よ
る
石
炭
船
の
滞
船
期
問
の
長
期
化
と
一
回
当
り
航
海
日
数
の
長
期
化
の
結
果
・
費
用
　
　
と
く
に
滞
船
料

　
　
増
と
年
間
運
賃
収
入
減
の
傾
向
の
も
と
で
、
運
賃
率
は
三
三
年
の
ト
ン
当
り
七
シ
リ
ソ
グ
一
一
ペ
ン
ス
か
ら
三
七
年
の
約
九
シ
リ

ソ
グ
三
ペ
ソ
ス
に
、
約
二
七
．
六
％
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
一
嚢
表
－
ｃ
Ｄ
の
右
禦
参
照
一
こ
の
上
昇
幅
一
一
シ
リ
ン
グ
の
う
ち
一
シ
リ

ソ
グ
な
い
し
；
リ
ン
グ
六
ペ
ソ
ス
は
フ
ア
ク
タ
ー
規
制
の
結
果
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
間
・
ロ
ン
ド
ソ
市
場
に
淳
る
ス
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成
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ゴ
よ
ダ
る

〃
　
，
ン
あ

０

刎
刀
サ
で

舳
¢
は
格

０
　
　
格
価

、
眺
価
日

典
ａ
炭
場

出
口
石
市

１
）
　
２
）

註

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態

的
（
若
林
）

六
七
（
　
六
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
（
　
六
八
）

チ
ュ
ワ
ー
ツ
・
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ェ
ソ
ド
炭
価
格
は
ト
ソ
当
り
約
一
八
シ
リ
ソ
グ
三
ペ
ソ
ス
か
ら
約
二
三
シ
リ
ソ
グ
九
ペ
ソ
ス
ヘ
、
五
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
５
）

リ
ソ
グ
六
ベ
ソ
ス
、
三
〇
・
一
％
、
上
昇
し
た
。
（
第
３
８
表
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
左
欄
を
参
照
、
月
別
価
格
変
動
に
っ
い
て
は
第
９
図
を
参
照
）
同
期
問
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
６
）

そ
の
船
上
渡
し
１
１
船
積
み
価
格
は
ト
ソ
当
り
三
シ
リ
ソ
グ
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
た
か
で
、
船
上
渡
し
価
格
の
引
上
げ
幅
の

大
部
分
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
炭
鉱
利
潤
増
に
１
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
運
賃
引
き
上
げ
幅
の
大
部
分
は
費
用
増
を
相
殺
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
７
）

も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
一
年
当
り
の
航
海
回
数
の
減
少
　
　
お
よ
そ
％
減
　
　
を
考
慮
す
れ
ぼ
、
回
漕
業
の
収
益
は
悪
化
し
た
、
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
大
口
需
要
者
と
の
契
約
炭
価
格
は
、
第
３
８
表
１
＠
の
グ
リ
ニ
ヅ
チ
病
院
の
事
例
に
あ
る
よ
う
に
、
三
四
年
　
　
フ

ァ
ク
タ
ー
規
制
実
施
前
　
　
の
一
四
シ
リ
ソ
グ
一
一
ペ
ソ
ス
か
ら
三
七
年
の
二
一
シ
リ
ソ
グ
三
ペ
ソ
ス
ヘ
と
、
六
シ
リ
ソ
グ
四
ペ
ソ
ス
、

約
四
二
・
五
％
、
上
昇
し
た
。
三
七
年
契
約
価
格
の
絶
対
的
水
準
は
た
お
市
場
取
引
価
格
よ
り
低
い
も
の
の
、
三
四
年
か
ら
の
上
昇

額
お
よ
び
率
は
後
者
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
以
上
説
明
し
て
き
た
諸
事
実
か
ら
、
フ
ァ
ク
タ
ー
揚
制
が
フ
ァ
ク
タ
ー
自
身
の

存
立
基
盤
の
維
持
と
安
定
化
に
寄
与
し
て
い
る
点
　
　
だ
か
ら
こ
そ
揚
制
実
施
以
後
は
彼
ら
こ
そ
そ
の
維
持
と
存
続
に
最
も
精
力
的
で
あ
り

結
東
も
固
か
っ
た
の
で
あ
る
　
　
は
見
逃
せ
た
い
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
炭
鉱
主
の
「
出
荷
制
限
協
定
」
体
制
の
存
立
基
盤
の
強
化
、

す
な
わ
ち
地
域
的
に
拡
大
さ
れ
炭
鉱
数
も
急
増
す
る
事
構
の
な
か
で
産
炭
地
に
お
け
る
出
荷
規
制
だ
げ
で
は
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
で
の
取

引
価
格
の
乱
高
下
を
避
げ
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
出
荷
規
制
自
体
の
機
能
低
下
を
招
き
か
ね
た
い
事
態
の
も
と
で
市
場
参
入
阻

止
最
高
価
格
　
　
独
占
利
潤
を
実
現
す
る
た
め
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
資
料
的
に
厳
密
に
算
定
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
困
難
た
炭
鉱
利
潤
（
率
）
の
間
題
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
点

に
関
し
て
は
主
と
し
て
三
六
年
の
議
会
で
の
ダ
ソ
（
竃
等
匡
男
冒
昌
ー
ヘ
ヅ
ト
ソ
・
コ
ー
ル
・
ヵ
ソ
パ
ニ
ー
の
バ
ー
ト
ー
ナ
ー
・
鉱
業
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
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人
お
よ
び
セ
ソ
ト
・
ロ
ー
レ
ソ
ス
〔
ｏ
〇
一
・
５
葦
竃
８
〕
炭
坑
の
バ
ー
ト
ナ
ー
、
本
稿
の
引
用
文
献
、
＼
§
串
宣
ミ
“
§
Ｎ
…
，
一
Ｈ
ｏ
。
隼
の
著
書
で
も
あ
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４
ｓ
を
山
山
川
く
が
と
や

本
船
２
費
鉱
鉱
４
０
た
鉱
果
担

資
（
炭
時
・
と
が
少
炭
結
負

ど
却
級
臨
却
却
量
と
た
の
険

格
売
２
の
償
償
荷
っ
ま
様
危

価
行
第
記
本
本
出
も
，
同
諸

し
現
　
上
資
資
し
，
る
，

渡
砒
　
　
　
も
く
す
ぱ
ホ

上
ｍ
　
四
倒

船
３
〕〔

ｎｎｕＤ
船肘

ａＭ
ｏ
ｆｃ

ｅ
ｅ
ｎ妃

ＶＥ
７
１

１
３

ゆ
９
３Ｐ

げ
　
ｏ

８
３
成
－
作

ア
一～
用
〃
借

幼
り
沢
よ

。
ｓ
　
，

〃
）

ｏ
　
６
閉
３

　
８刎
ユ

０Ｃ
ｅ
“
　
ｎ

　
仙
典
７
出
１

　
．
ｍ

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
碑
（
若
林
）

六
九
（
　
六
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
　
七
〇
）

る
）
の
莚
言
に
依
拠
し
た
が
ら
説
明
し
た
い
。
さ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
も
参
考
に
な
る
の
は
、
ダ
ソ
が
議
会
の
「
石
炭
業
の

状
態
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
の
聴
聞
会
で
提
出
し
た
”
深
層
諾
炭
坑
に
適
用
さ
れ
る
資
本
償
却
の
仮
説
的
計
算
書
〃
（
写
嗜
亭
警
邑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
９
）

Ｃ
・
§
§
彗
；
｛
内
＆
馨
呂
◎
■
ｏ
｛
９
貝
』
麸
昌
珪
＆
ざ
↑
ぎ
一
Ｕ
ｏ
８
０
◎
旨
巴
星
で
あ
る
。
細
目
的
説
明
は
「
計
算
書
」
自
体
に
ゆ
ず

る
と
し
て
、
そ
の
特
徴
を
指
摘
し
よ
う
。
第
一
に
、
当
時
の
炭
坑
経
営
に
お
い
て
は
一
般
的
に
利
潤
率
を
計
算
す
る
際
の
分
母
は
使

用
総
資
本
で
は
た
く
固
定
資
本
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
二
章
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
信
用
業
務
を
説
明
し
た
箇
所
で
示

唆
し
た
よ
う
に
、
炭
坑
の
流
動
資
本
の
大
部
分
は
商
業
信
用
に
依
存
し
、
そ
の
際
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
炭
鉱
主
に
対
す
る
前
貸
し
（
船

荷
証
券
引
き
受
げ
）
利
子
１
１
代
金
支
払
保
証
手
数
料
は
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
に
お
げ
る
取
引
価
格
の
一
部
分
と
し
て
上
積
み
さ
れ
た
と
い
う

事
実
を
反
映
し
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
固
定
資
本
の
償
却
は
リ
ー
ス
期
問
満
了
時
に
炭
鉱
主
が
撤
去
権
を
も
っ
汽
罐
・

鉄
道
・
炭
車
等
の
残
存
価
値
を
差
し
引
い
た
金
額
が
償
却
対
象
額
と
さ
れ
、
し
か
も
年
々
の
定
額
償
却
額
を
確
定
す
る
計
算
に
は
償

却
基
金
の
積
立
て
利
子
（
複
利
計
算
）
を
も
含
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
償
却
基
金
は
炭
鉱
主
に
と
っ
て
一
般
的
に
利

潤
の
一
部
分
　
　
償
却
前
利
潤
　
　
を
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
生
産
費
の
た
か
に
１
は
地
代
ば
か
り
で
な
く
、
資
本
利
子

　
　
貸
付
げ
資
本
利
子
と
し
て
の
普
通
利
子
　
　
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
炭
鉱
主
の
炭
坑
経
営
に
対
す
る
現

実
的
態
度
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
炭
鉱
利
潤
と
し
て
は
「
普
通
利
子
」
と
「
鉱
山
利
潤
へ
の
追
加
分
」
を
合
計

し
て
計
算
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
　
「
計
算
書
」
の
前
提
に
よ
れ
ぼ
、
（
固
定
資
本
）
利
潤
率
は
一
二
劣
で
あ
る
。
し
か

し
、
生
産
費
の
主
要
部
分
を
構
成
す
る
「
運
転
費
用
」
に
は
し
ば
し
ぽ
”
非
常
に
重
大
な
金
額
”
（
～
く
胃
二
〇
ま
易
§
◎
昌
↓
）
に
た

る
「
諸
危
険
負
担
や
事
故
の
諾
費
用
」
が
予
め
一
般
的
に
　
　
そ
れ
が
実
際
に
必
要
と
さ
れ
る
事
態
が
起
き
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず

算
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
利
潤
率
は
実
際
的
に
は
も
っ
と
高
く
な
り
う
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
の
傍
証
と
し
て
、



同
じ
特
別
委
員
会
で
の
ウ
ヅ
ド
（
掌
§
男
オ
８
ｏ
１
三
六
年
ま
で
の
ほ
ぼ
一
五
年
問
に
亘
っ
て
ロ
ソ
ド
ソ
デ
リ
ー
侯
の
炭
坑
、
ヘ
ヅ
ト
ソ
．
コ

ー
ル
・
カ
ソ
バ
ニ
ー
、
テ
ィ
ー
ズ
の
ウ
ォ
ー
ル
ズ
ニ
ソ
ド
炭
坑
の
鉱
業
代
理
人
お
よ
び
支
配
人
を
っ
と
め
、
莚
言
時
点
で
は
ソ
ー
ソ
レ
ィ
炭
坑
の
パ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
６
０
）

ト
ナ
ー
・
鉱
業
代
理
人
）
の
垂
言
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
生
産
能
力
通
り
に
出
荷
が
行
な
わ
れ
た
場
合
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
１
）
　
　
　
　
　
　
（
６
２
）

上
質
炭
の
生
産
費
　
　
生
産
費
の
構
成
要
素
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
　
　
は
ほ
ぼ
一
六
シ
リ
ソ
グ
一
一
ベ
ソ
ス
で
あ
る
、
と
証
言
し
た
。

操
業
率
が
「
出
荷
制
限
」
に
よ
っ
て
下
が
る
場
合
、
単
位
生
産
量
当
り
の
生
産
費
増
を
も
た
ら
す
の
は
固
定
費
で
あ
る
が
、
当
時
の

事
情
の
も
と
で
は
そ
れ
に
は
固
定
資
本
ば
か
り
で
な
く
流
動
資
本
と
し
て
の
賃
金
の
一
部
分
も
含
ま
れ
て
い
た
　
　
第
一
章
で
説
明

し
た
年
季
繋
縛
制
を
想
起
せ
よ
　
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
後
者
は
実
際
の
操
業
率
が
前
年
に
比
し
著
し
く
下
落
す
る
と
か
、
向
う
一
年

問
の
出
荷
見
通
し
が
ひ
ど
く
狂
う
と
か
、
し
な
い
限
り
、
大
き
な
費
用
増
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
は
、
そ
の
こ
と
と

は
別
に
１
、
三
六
年
五
月
時
点
で
、
ヘ
ヅ
ト
ソ
、
ソ
ー
ソ
レ
イ
両
炭
坑
に
お
げ
る
”
収
益
あ
る
価
格
〃
（
亭
Ｏ
Ｈ
§
旨
竃
ま
帽
豆
Ｏ
¢
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
３
）

最
上
質
炭
で
は
二
四
シ
リ
ソ
グ
六
ベ
ソ
ス
、
第
二
級
炭
で
は
二
〇
シ
リ
ソ
グ
六
ベ
ソ
ス
、
で
あ
る
と
垂
言
し
て
お
り
、
こ
れ
を
前
記

の
「
計
算
書
」
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
・
チ
ヨ
ル
ド
ロ
ソ
当
り
四
シ
リ
ソ
グ
の
超
過
利
潤
、
使
用
（
固
定
）
資
本

に
対
し
て
八
％
の
超
過
利
潤
率
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
出
荷
制
限
協
定
」
体
制
は
、
　
「
出
荷
制
限
」
に
よ
っ

て
か
な
り
の
操
業
率
低
下
を
招
か
な
い
か
ぎ
り
、
炭
鉱
主
は
炭
鉱
地
代
（
率
）
の
「
固
定
化
」
と
「
費
用
化
」
の
傾
向
の
も
と
で
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
４
）

な
り
の
独
占
的
超
過
利
潤
を
取
得
し
た
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
こ
そ
一
八
三
〇
年
代
半
ば

か
ら
四
〇
年
代
半
ぽ
に
か
け
て
石
炭
カ
ル
テ
ル
地
域
内
に
お
け
る
炭
鉱
へ
の
過
剰
投
資
を
も
た
ら
し
た
基
本
的
原
因
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
さ
て
、
問
題
を
フ
ァ
ク
タ
ー
観
制
の
展
開
過
程
に
も
ど
そ
う
。

　
　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
樽
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
　
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
七
二
）

　
一
八
三
八
年
　
三
七
年
一
二
月
三
〇
目
の
炭
鉱
主
の
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
強
化
の
た
め
の
決
議
を
前
後
し
て
、
炭
鉱
主
・
フ
ィ
ッ
タ

ー
の
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
違
反
船
の
排
斥
対
策
は
強
化
さ
れ
た
。
三
七
年
二
一
月
二
六
日
か
ら
三
八
年
二
月
初
め
ま
で
の
五
～
六
週
間

の
期
問
中
に
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
港
に
停
泊
し
て
い
た
三
二
隻
の
”
排
斥
リ
ス
ト
〃
（
亭
¢
肩
易
ｏ
き
＆
豪
け
）
に
載
せ
ら
れ
た
石
炭
船
は
、

既
に
事
例
と
し
て
説
明
し
た
ヤ
ソ
グ
船
長
の
エ
リ
ザ
号
　
　
三
七
年
二
百
二
六
目
か
ら
三
八
年
一
月
三
〇
日
ま
で
船
積
み
を
拒
否
さ
れ
て

い
た
　
　
の
傭
船
に
よ
る
船
積
み
を
除
い
て
、
全
く
船
積
み
を
拒
否
さ
れ
、
二
月
二
三
日
に
至
っ
て
も
回
ソ
ド
ソ
向
け
船
荷
を
え
ら

　
　
　
　
（
６
５
）

れ
な
か
っ
た
。
か
か
る
炭
鉱
主
・
フ
ィ
ッ
タ
ー
の
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
違
反
の
排
斥
対
策
の
強
化
は
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
る
”
排
斥
リ
ス

ト
〃
へ
の
記
載
、
・
・
ス
と
思
わ
れ
る
デ
ィ
キ
ソ
ズ
（
宰
＆
邑
鼻
Ｏ
・
畠
ｏ
匡
易
－
一
次
卸
商
人
兼
船
主
）
の
所
有
す
る
ハ
リ
ュ
ッ
ト
号
（
船

長
ジ
ォ
プ
リ
ソ
〔
旨
忌
目
〕
）
に
対
す
る
二
月
五
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
の
ト
ソ
当
り
一
シ
リ
ン
グ
の
割
増
し
価
格
と
現
金
決
済
の
請
求

　
　
デ
ィ
キ
ソ
ズ
の
ブ
ラ
ソ
ド
リ
ソ
グ
ヘ
の
抗
議
と
船
長
の
再
三
に
わ
た
る
排
斥
取
消
し
の
申
し
入
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
放
置
さ
れ
、
三
月
三
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
６
）

よ
う
や
く
通
常
の
船
積
み
許
可
を
う
げ
た
　
　
に
も
表
わ
さ
れ
、
ま
た
一
～
二
月
の
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
違
反
報
告
　
　
二
月
二
二
日
ま
で

の
報
告
　
　
に
は
二
隻
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
第
３
６
表
を
参
照
）
だ
げ
で
あ
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

．
と
こ
ろ
で
、
三
七
年
一
二
月
上
旬
に
回
ソ
ド
ソ
市
会
は
ロ
ソ
ド
ソ
石
炭
市
場
に
お
け
る
大
量
の
未
売
却
船
荷
の
存
在
と
フ
ァ
ク
タ

ー
観
制
に
よ
る
わ
ず
か
た
売
却
お
よ
び
そ
の
結
果
と
し
て
の
高
価
格
に
関
す
る
調
査
委
員
会
を
任
命
し
て
い
た
が
、
三
八
年
一
月
二

七
目
、
ロ
ソ
ド
ソ
市
参
事
会
は
そ
の
た
め
に
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
業
務
に
も
携
わ
っ
て
い
た
検
量
官
事
務
所
の
立
入
り
調
査
を
実
施
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
７
）

た
。
こ
の
時
回
ソ
ド
ソ
市
長
は
石
炭
独
占
に
対
す
る
”
聖
戦
”
に
加
わ
っ
て
い
た
。

　
三
七
年
二
一
月
三
〇
日
の
炭
鉱
主
側
の
第
一
決
議
に
お
げ
る
”
ガ
ス
用
炭
〃
お
よ
び
〃
契
約
炭
〃
（
大
部
分
は
政
府
・
公
共
機
関
向
げ
）

に
対
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
適
用
規
定
は
、
下
院
議
会
の
「
石
炭
取
引
（
ロ
ソ
ド
ソ
港
）
法
案
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
　
　
第
二
章



１

で
説
明
し
た
一
八
三
一
年
の
制
定
法
（
Ｈ
序
Ｎ
奉
昌
・
Ｈ
く
・
Ｏ
§
の
存
続
．
修
正
に
関
す
る
法
案
を
付
託
さ
れ
た
委
員
会
　
　
の
報
告
が
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
８
）

め
ら
れ
た
三
八
年
六
月
二
一
百
ま
で
に
は
取
り
消
さ
れ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
三
七
～
三
八
年
の
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
の
石
炭
総
入
荷
量
の

八
分
の
一
に
当
た
る
三
四
万
ト
ソ
を
購
入
し
て
い
た
大
口
需
要
者
で
あ
る
ガ
ス
会
杜
と
争
う
の
を
回
避
し
た
、
と
思
わ
れ
る
。
し
か

も
、
こ
の
期
間
中
で
も
、
ロ
ソ
ド
ソ
で
即
時
渡
し
に
な
る
か
否
か
は
炭
鉱
主
・
フ
ィ
ッ
タ
ー
と
の
契
約
次
第
と
い
わ
れ
、
即
時
渡
し

契
約
を
し
て
い
た
ガ
ス
会
杜
は
か
か
る
決
議
に
影
響
さ
れ
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
若
干
の
炭
鉱
主
が
ガ
ス
会
杜
と
の
こ
う
し
た
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
９
）

を
拒
否
し
た
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
の
な
か
で
、
三
八
年
一
月
一
．
一
日
、
三
月
一
五
日
、
四
月
五
日
、
六
月
の
フ
ァ
ク

タ
ー
か
ら
炭
鉱
主
宛
て
の
通
信
は
、
¢
ガ
ス
会
杜
の
特
権
の
廃
止
の
提
案
＠
ガ
ス
会
杜
向
げ
と
さ
れ
た
船
荷
が
虚
偽
で
な
い
か

否
か
の
調
査
の
要
請
　
三
月
以
降
　
　
こ
の
頃
か
ら
炭
鉱
主
側
の
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
違
反
船
対
策
が
船
荷
拒
否
か
ら
ト
ソ
当
り
一
シ
リ
ソ
ク
の

割
増
価
格
．
現
実
決
済
へ
と
転
換
し
た
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
　
　
の
供
給
過
剰
と
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
逸
脱
報
告
に
よ
っ
て
特

徴
づ
げ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
八
月
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
特
別
会
議
は
、
二
二
〇
ト
ソ
以
上
を
積
載
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
石
炭

船
と
そ
れ
ら
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
を
待
っ
に
は
安
全
で
な
い
と
い
う
船
長
の
虚
偽
の
申
告
と
闘
う
こ
と
を
決
議
し
た
。
そ
し
て
三
八

年
一
〇
月
一
八
目
付
の
あ
る
古
く
か
ら
の
船
主
の
ノ
ー
サ
ソ
バ
ー
ラ
ソ
ド
・
ダ
ー
ラ
ム
両
州
の
炭
鉱
主
宛
て
の
書
簡
は
、
多
く
の

船
主
が
彼
ら
の
所
有
船
の
ロ
ソ
ド
ソ
で
の
恐
る
べ
き
滞
船
を
避
げ
る
た
め
に
”
ガ
ス
忌
避
制
〃
（
亭
Ｏ
Ｏ
男
彗
叫
宰
註
昌
。
。
屋
０
昌
）

ガ
ス
用
炭
と
偽
っ
て
ロ
ー
テ
ー
ツ
ヨ
ソ
を
回
避
す
る
こ
と
　
　
を
採
用
し
、
ガ
ス
用
炭
の
名
目
で
輸
送
さ
れ
る
石
炭
は
ガ
ス
会
杜
の
必
要

消
費
量
の
三
倍
に
達
す
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
フ
ァ
ク
タ
ー
に
と
っ
て
も
石
炭
船
が
ロ
ソ
ド
ソ
港
に
長
期
問
滞
船
す
る
こ
と
は
信

用
上
の
不
利
益
が
伴
な
っ
た
。
げ
だ
し
、
炭
鉱
主
は
船
積
み
時
か
ら
四
〇
日
後
払
い
の
船
荷
総
額
分
の
手
形
（
船
荷
証
券
）
を
振
り
出

し
て
お
り
、
そ
れ
を
引
き
受
げ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
は
手
形
の
満
期
後
か
な
り
の
期
問
ま
で
船
荷
が
売
却
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
そ
の
負
担
を
自

　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
噂
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
（
　
七
三
）
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七
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七
四
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（
７
０
）

ら
背
負
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
三
八
年
の
ロ
ソ
ド
ソ
石
炭
取
引
所
に
お
げ
る
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
お
よ
び
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
の
最
上

質
炭
の
平
均
取
引
価
格
は
、
三
月
一
目
の
若
干
の
銘
柄
炭
の
船
上
渡
し
１
１
船
積
み
価
格
の
引
上
げ

（
第
３
９
表
を
参
照
）
と
相
侯
っ
て
、
三
ペ
ソ
ス
か
ら
三
・
七
五
ベ
ソ
ス
上
昇
し
、
其
々
二
ニ
シ
リ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
１
）

グ
七
・
五
ベ
ソ
ス
お
よ
び
二
四
シ
リ
ソ
グ
％
ベ
ソ
ス
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
は
、
そ
の
実
施
当
初
か
ら
そ
れ
に
対
す
る
様
々
な
侵
犯
が
あ
り

な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
三
九
年
ま
で
ほ
ぼ
有
効
に
機
能
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
だ
が
、
転
機
は
四
〇
年
に
訪
れ
た
。

　
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
の
展
開
と
眉
炭
独
占
（
二
）
　
　
一
八
四
〇
年
～
一
八
四
三
年
　
一
八
四
〇
年

も
捗
式
的
に
は
完
全
な
売
却
順
番
制
（
亭
¢
巨
Ｈ
邑
易
－
９
旨
）
は
続
い
て
い
た
が
、
遅
く
と
も
こ
の

年
に
は
石
炭
船
の
船
長
は
フ
ァ
ク
ー
タ
ー
規
制
を
遵
守
す
る
と
い
う
条
件
で
船
積
み
を
し
た
か
っ
た

の
で
、
フ
ァ
ク
タ
ー
観
制
違
反
が
確
え
続
げ
、
そ
の
方
法
の
修
正
を
め
ぐ
る
議
論
が
一
年
中
続
い

た
。
そ
し
て
、
こ
の
背
景
に
は
三
七
年
を
ピ
ー
ク
と
し
た
三
八
～
四
〇
年
の
肩
ソ
ド
ソ
市
場
入
荷

量
の
停
迷
（
第
４
０
表
を
参
照
）
と
回
漕
業
へ
の
過
剰
投
資
に
よ
る
船
腹
過
剰
に
伴
う
運
賃
率
の
低
下

と
収
益
条
件
の
悪
化
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
・
ロ
ソ
ド
ソ
問
の
運
賃
率
は
三
七

年
の
ト
ソ
当
り
九
シ
リ
ソ
グ
ニ
・
七
五
ペ
ソ
ス
か
ら
三
九
年
に
は
八
シ
リ
ソ
グ
一
〇
ベ
ソ
ス
と
た

り
、
三
二
〇
ト
ソ
積
み
石
炭
船
の
一
航
海
（
往
復
）
当
り
の
償
却
前
利
益
は
一
ニ
ポ
ソ
ド
四
シ
リ
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産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態

ソ
グ
と
い
う
全
く
利
潤
の
な
い
事
態
に
陥
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
以
後
の
事
例

を
指
摘
し
て
。
お
く
と
、
四
〇
八
ト
ソ
積
み
の
あ
る
石
炭
船
の
四
一
年
三
月
一
目

の
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
・
ロ
ソ
ド
ン
問
運
賃
率
は
ト
ソ
当
り
七
シ
リ
ソ
グ
三
ベ
ソ
ス
、

償
却
前
損
失
二
ニ
ポ
ソ
ド
一
七
・
五
シ
リ
ソ
グ
、
四
四
年
の
そ
れ
は
、
運
賃
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
２
）

六
シ
リ
ソ
グ
、
償
却
前
損
失
二
五
ポ
ソ
ド
一
七
・
六
シ
リ
ソ
グ
、
で
あ
っ
た
。

　
フ
ァ
ク
タ
ー
協
会
は
、
四
〇
年
二
月
三
日
に
三
名
の
代
表
を
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル

に
派
遣
し
て
連
合
委
員
会
に
¢
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
を
厳
格
に
固
持
す
る
必
要
性

を
説
得
し
、
　
ガ
ス
用
炭
は
ガ
ス
会
杜
に
の
み
売
却
し
　
海
軍
工
廠
お
よ
び
グ

リ
ニ
ッ
チ
病
院
向
げ
の
真
の
政
府
契
約
を
除
い
て
一
次
卸
商
人
や
仲
買
人
の
石

炭
売
却
を
さ
し
控
え
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
が
、
四
一
年
一
月
二
二
目
、
連

合
委
員
会
か
ら
の
書
簡
で
炭
鉱
主
が
ロ
ソ
ド
ソ
に
お
げ
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ソ
制

を
保
証
す
る
た
め
に
北
都
で
そ
の
規
制
を
実
施
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と

通
告
さ
れ
、
驚
曙
し
て
翌
一
四
日
か
ら
二
七
日
ま
で
炭
鉱
主
と
の
協
議
を
行
な

っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
フ
ァ
ク
タ
ー
側
は
現
存
制
度
の
い
か
な
る
根
本
的
変
更

に
も
反
対
し
、
ロ
ソ
ド
ソ
で
の
売
却
船
荷
数
量
の
制
限
制
度
は
あ
ら
ゆ
る
船
荷

を
フ
ァ
ク
タ
ー
の
統
制
下
に
お
か
な
い
か
ぎ
り
有
効
で
は
あ
り
え
な
い
と
警
告

し
た
。
だ
が
、
炭
鉱
主
側
も
逆
提
案
を
行
な
い
、
さ
ら
に
フ
ァ
ク
タ
ー
側
の
反

　
　
　
　
的
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
　
七
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
　
七
六
）

論
が
続
い
た
が
、
一
月
二
七
目
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
特
別
会
議
は
二
三
日
の
連
合
炭
鉱
主
総
会
が
決
議
と
し
て
採
択
し
た
冨
ソ
ド
ソ
市

■
場
の
限
定
規
制
を
含
む
八
項
目
に
わ
た
る
連
合
委
員
会
報
告
を
受
諾
し
、
二
月
三
日
に
実
施
し
た
。
こ
の
八
項
目
の
決
議
は
両
者
の

妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
決
議
の
主
な
内
容
を
要
約
す
る
と
、

　
¢
　
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ソ
制
度
の
現
状
が
そ
の
継
続
を
不
可
能
に
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
直
ち
に
放
棄
す
る
こ
と
は
賢

　
　
明
で
な
い
と
し
、

　
◎
　
新
し
い
最
上
質
炭
価
格
協
定
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ソ
市
場
の
等
級
価
格
　
　
第
４
１
表
の
Ｃ
Ｄ
を
参
照
　
　
が
実
際
に

　
　
達
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ソ
制
を
実
施
せ
ず
、
そ
れ
を
下
回
る
場
合
に
の
み
実
施
す
る
と
い
う
限
定
フ
ァ
ク

　
　
タ
ー
規
制
を
採
用
し
、

　
　
　
さ
ら
に
、
か
か
る
新
制
度
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
船
主
と
の
協
定
締
結
を
義
務
づ
げ
つ
っ
、
ガ
ス
会
杜
と
の
契
約
炭
を
除
く

　
　
す
べ
て
の
石
炭
の
売
却
は
フ
ァ
ク
タ
ー
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
勧
告
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
３
）

こ
の
隈
定
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
の
原
理
は
、
そ
れ
が
事
実
上
崩
壌
し
終
焉
し
た
四
三
年
九
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
。

　
か
か
る
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
に
お
げ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
の
い
わ
ゆ
る
完
全
規
制
か
ら
限
定
規
制
へ
の
移
行
は
、
一
方
で
は
、
炭
鉱
主
、
一

次
卸
商
人
お
よ
び
大
口
需
要
者
相
互
間
の
市
場
競
争
の
激
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
、
炭
鉱
主
相
互
の
潜
在
的
競
争
要

因
　
　
過
剰
生
産
能
力
　
　
の
増
大
の
反
映
で
あ
り
、
　
「
出
荷
制
限
協
定
」
体
制
の
存
立
基
盤
の
脆
弱
化
の
段
階
的
進
行
　
　
次
項
で

説
明
す
る
よ
う
に
、
一
八
四
〇
年
に
１
年
問
指
示
出
荷
率
は
一
〇
〇
〇
分
の
五
五
五
と
た
り
、
以
後
四
一
年
の
わ
ず
か
な
回
復
を
除
き
四
四
年
ま
で
低

落
し
続
げ
る
　
　
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
限
定
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
さ
え
も
の
崩
壊
に
い
た
る
主
汰
経
緯
を
摘
出
し
よ
う
。



　
一
八
四
一
年
　
四
月
七
日
に
早
く
も
基
準
等
級
価
格
　
　
ト
ソ
当
り
二
ニ
シ
リ
ソ
ク
　
　
を
三
ペ
ソ
ス
下
回
り
、
一
二
日
の
売
れ
残

り
船
荷
一
四
〇
隻
、
新
規
入
港
一
五
〇
隻
と
な
り
、
基
準
等
級
価
格
は
二
一
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
、
二
一
シ
リ
ソ
グ
九
ペ
ソ
ス
・
二

ニ
シ
リ
ソ
グ
と
値
下
げ
分
割
　
　
最
上
質
炭
九
銘
柄
の
ク
ル
ー
ピ
ソ
ク
　
　
さ
れ
、
し
か
も
度
々
限
定
規
制
が
実
施
さ
れ
た
・
六
月
に
は

最
上
質
炭
船
荷
さ
、
げ
ん
三
週
問
も
売
れ
残
り
、
炭
質
が
そ
れ
に
近
い
そ
れ
以
外
の
石
炭
が
低
価
格
で
順
調
に
売
却
さ
れ
て
い
く
と
い
う

事
態
に
な
り
、
六
月
末
に
フ
ア
ク
タ
ー
は
、
Ｑ
最
上
質
炭
を
九
銘
柄
に
限
定
す
る
こ
と
を
や
め
、
　
炭
鉱
主
は
船
主
に
順
番
ま
た
は

最
低
価
格
で
船
積
み
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
提
案
し
た
が
、
七
月
九
日
、
連
合
委
員
会
は
こ
れ
を
拒
否
し
限
定
規
制
の
廃
止
さ
え

勧
告
し
た
。
八
月
に
は
船
主
ば
か
り
で
な
く
炭
鉱
主
の
な
か
に
も
船
荷
を
ロ
ソ
ド
ソ
港
に
到
着
次
第
売
却
す
べ
し
と
命
令
す
る
者
が

出
る
な
か
で
、
フ
ア
ク
タ
ー
は
こ
れ
に
苦
情
を
述
べ
な
が
ら
も
、
結
局
こ
の
頃
か
ら
年
末
頃
ま
で
、
市
場
価
格
を
あ
る
程
度
実
勢
に

ま
か
し
、
緩
や
か
な
規
制
を
実
施
し
た
。
げ
だ
し
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
フ
ア
ク
タ
ー
の
存
立
基
盤
は
主
と
し
て
市
場
規
制
機

能
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
長
期
問
に
わ
た
る
大
量
の
船
上
過
剰
在
庫
の
存
在
と
滞
船
は
一
次
卸
商
人
ら
の
値
下
り
待
ち
の
買
い
控

え
を
惹
起
し
、
炭
鉱
主
振
り
出
し
の
船
荷
証
券
を
引
き
受
げ
て
い
た
フ
ァ
ク
タ
ー
に
金
融
的
損
失
を
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
砧
”
一

　
一
八
四
二
年
　
三
月
三
日
、
フ
ア
ク
タ
ー
は
炭
鉱
主
と
船
主
に
よ
る
観
制
違
反
の
頻
発
で
二
月
に
試
み
た
市
場
観
制
が
実
行
不
可

能
で
あ
る
と
連
合
委
員
会
に
通
告
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
の
進
行
の
中
で
四
月
三
〇
日
に
開
か
れ
た
炭
鉱
主
・
フ
ァ
ク
タ
ー
合
同
会

議
は
、
三
四
年
六
月
三
目
の
フ
ア
ク
タ
ー
特
別
会
議
に
お
げ
る
第
二
決
議
の
原
則
が
五
月
以
降
準
拠
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
決
議
し

つ
つ
、
従
来
の
限
定
規
制
の
方
法
を
修
正
し
て
新
た
な
ス
ラ
イ
デ
イ
ソ
グ
・
ス
ケ
ー
ル
　
　
第
４
１
表
の
の
を
参
照
（
五
月
六
目
の
追
加
を

含
む
）
　
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
最
高
基
準
価
格
を
越
え
た
場
合
に
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
を
実
施
せ
ず
す
べ
て
の
船
荷
を
売
り
に

出
す
と
い
う
点
で
は
「
四
一
年
二
月
プ
ラ
ソ
」
を
継
承
し
、
他
方
で
、
そ
の
価
格
以
下
に
な
っ
た
場
合
に
は
ス
ラ
ィ
デ
ィ
ソ
グ
一
ス

　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
彬
態
　
四
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
　
七
七
）
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ヶ
ー
ル
制
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ソ
制
を
実
施
す
る
点
で
三
〇
年
代
の
方
式
の
復
活
、
な
い
し
「
四
一
年
プ
ラ
ソ
」
で
も
実
施
さ
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
そ
れ
の
明
確
化
で
あ
る
。
六
月
の
市
況
低
迷
に
ょ
り
、
二
〇
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
な
い
し
そ
れ
以
下
の
場
合
に
売
り
に

出
し
う
る
数
量
を
三
〇
船
荷
に
す
る
ス
ヶ
－
ル
を
追
加
し
た
。
八
月
五
目
に
「
五
月
六
目
ス
ヶ
ー
ル
」
に
復
帰
し
た
が
、
一
一
月
に

は
再
び
市
況
が
低
迷
し
再
び
「
六
月
追
加
ス
ケ
ー
ル
」
が
復
活
し
た
。

　
一
二
月
二
〇
日
、
連
合
委
員
会
は
当
面
ロ
ソ
ド
ソ
の
．
船
上
在
庫
が
五
〇
船
荷
に
な
る
ま
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ソ
を
実
施
す
べ
き
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
５
）

る
と
提
案
し
、
翌
四
三
年
一
月
一
七
日
フ
ァ
ク
タ
ー
は
こ
れ
を
受
諾
し
た
。

　
一
八
四
三
年
　
崩
壊
の
危
機
に
直
面
し
っ
っ
あ
っ
た
限
定
フ
ァ
ク
タ
ー
観
制
を
立
て
直
す
た
め
に
、
四
月
一
日
の
連
合
委
員
会
の

提
案
に
よ
り
四
月
三
日
フ
ァ
ク
タ
ー
協
会
は
そ
の
付
属
委
員
会
と
し
て
ク
ラ
ー
ク
（
寄
げ
邑
９
胃
ぎ
）
を
議
長
と
し
て
七
名
の
フ
ァ

ク
タ
ー
で
構
成
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
理
事
会
（
Ｐ
団
８
邑
◎
｛
．
勺
萱
◎
易
）
を
設
置
し
、
フ
ァ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
税
関
申
告
（
入
港
・
入
荷
手

続
）
が
行
な
わ
れ
な
い
石
炭
船
と
船
荷
の
登
録
業
務
を
開
始
し
、
　
”
バ
ィ
ヤ
ー
炭
〃
と
”
ガ
ス
用
炭
〃
と
を
他
の
石
炭
と
仕
分
げ
よ

う
と
試
み
た
。
四
月
七
日
、
フ
ァ
ク
タ
ー
会
議
は
フ
ァ
ク
タ
ー
理
事
会
が
立
案
し
た
新
し
い
ス
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
・
ス
ケ
ー
ル

最
上
質
炭
の
売
れ
残
り
を
防
ぐ
た
め
に
最
上
質
炭
の
市
場
価
格
を
売
却
船
荷
数
量
規
制
の
基
準
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
特
定
の
ス
ケ
ー
ル
価
格
以
上

に
た
っ
た
場
合
に
・
そ
れ
以
外
の
石
炭
の
市
場
価
格
も
そ
の
売
却
船
荷
数
量
規
制
に
加
え
る
〔
第
４
１
表
の
岬
を
参
照
〕
　
　
を
満
場
一
致
で
採
択
し

た
。
　
「
四
三
年
四
月
プ
ラ
ソ
」
に
当
初
難
色
を
示
し
た
連
合
委
員
会
は
、
フ
ァ
ク
タ
ー
側
が
こ
の
プ
ラ
ソ
は
垣
久
的
厚
－
テ
ー
シ
ヨ

　
　
　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
輔
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
　
七
九
）
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八
○
（
　
八
○
）

ソ
を
回
避
し
収
益
あ
る
価
格
で
最
大
限
の
石
炭
を
市
場
で
吸
収
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
等
と
説
得
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
則

的
に
賛
成
し
た
、

　
五
月
四
日
、
新
制
度
の
も
と
で
初
め
て
規
制
違
反
が
生
じ
、
一
三
日
に
違
反
リ
ス
ト
が
ニ
ュ
ー
ヵ
ス
ル
に
送
付
さ
れ
、
連
合
委
員

会
は
一
定
の
措
置
を
と
っ
た
が
、
五
月
下
旬
か
ら
七
月
半
ば
に
か
げ
て
供
給
過
剰
が
ひ
ど
く
な
り
　
　
四
五
九
隻
以
上
の
船
荷
が
売
れ

残
り
、
運
賃
の
追
加
負
担
は
ト
ソ
当
り
一
シ
リ
ソ
ク
六
ペ
ソ
ス
に
達
し
た
　
　
、
遂
に
七
月
二
四
目
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
・
ス
ケ
ー
ル
の
大

幅
な
修
正
を
行
な
わ
ざ
る
を
え
た
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
石
炭
を
Ａ
級
炭
二
四
銘
柄
と
Ｂ
級
炭
五
五
銘
柄
に
グ
ル

ー
ピ
ソ
グ
し
其
々
全
く
別
個
の
ス
ラ
ィ
デ
ィ
ソ
グ
・
ス
ヶ
－
ル
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
　
　
第
４
１
表
の
↑
０
を
参
照
　
　
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
八
月
上
旬
の
フ
ァ
ク
タ
ー
理
事
会
の
報
告
は
、
¢
第
二
級
炭
の
ひ
ど
い
供
給
過
剰
の
た
め
そ
れ
を
積
載
す
る
石
炭
船

は
五
～
六
週
問
の
滞
船
と
ト
ソ
当
り
ニ
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
の
滞
船
料
　
　
運
賃
の
追
加
負
担
　
　
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
◎
ま
た
第

二
級
炭
の
多
く
の
炭
鉱
主
は
そ
れ
を
”
バ
イ
ヤ
ー
炭
〃
と
し
て
売
却
し
て
お
り
、
　
さ
ら
に
四
炭
坑
が
指
定
フ
ァ
ク
タ
ー
に
市
場
観

制
を
回
避
し
入
港
次
第
売
却
す
べ
し
と
い
う
指
示
を
出
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
、
以
後
八
月
末
ま
で
規
制
違
反
が
頻
発
し
た
。
九
月

初
め
連
合
委
員
会
は
出
荷
削
減
決
定
　
　
九
月
の
出
荷
指
示
率
を
一
〇
〇
〇
分
の
一
五
と
決
定
　
　
を
し
た
が
、
九
月
八
日
、
フ
ァ
ク
タ

ー
内
部
か
ら
規
制
違
反
者
が
発
生
し
た
こ
と
が
判
明
し
、
フ
ァ
ク
タ
ー
特
別
会
議
は
、
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
が
事
実
上
崩
壌
し
、
ロ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
６
）

テ
ー
シ
ョ
ソ
制
が
終
焉
し
た
、
と
声
明
し
た
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
以
降
四
五
年
二
月
初
め
ま
で
フ
ァ
ク
タ
ー
協
会
と
連
合
委
員
会
は
市
場
規
制
の
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

と
数
回
に
わ
た
る
一
時
的
規
制
の
試
み
を
行
な
っ
た
。
だ
が
、
事
態
の
悪
化
は
如
何
と
も
し
が
た
く
、
四
五
年
二
月
七
日
、
フ
ァ
ク

タ
ー
協
会
は
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
規
制
の
継
続
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
最
終
的
に
宣
言
し
た
。
こ
れ
は
、
次
項
で
説
明
す
る
炭
鉱
主
側



の
「
出
荷
制
限
協
定
」
体
制
が
四
四
年
に
事
実
上
崩
壊
し
、

　
　
　
　
　
　
（
７
７
）

る
も
の
で
あ
る
。

四
五
年
五
月
二
二
日
に
そ
の
終
焉
が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す

（
１
）
勺
・
芦
ｏ
つ
≠
。
、
、
ざ
、
ミ
§
Ｓ
き
§
～
ｏ
…
ミ
事
ミ
ぎ
§
・
掌
冬
Ｓ
○
ミ
一
ド
ミ
き
－
ａ
Ｑ
－
畠
９
，
、
一
Ｈ
８
ｃ
・
一
事
貫
Ｈ
３
弓
．
－

　
　
弓
、
芭
。
、
・
ま
９
吻
、
、
に
、
、
。
、
、
吻
ま
、
婁
ミ
ミ
§
；
§
・
・
三
峯
き
姜
ミ
ミ
一
ニ
ミ
ｂ
ミ
§
；
二
一
ミ
○
§
；
ミ
寺
県
§
§

　
　
ｏ
、
、
、
い
、
一
Ｈ
・
。
き
ｐ
芦
二
九
年
の
ロ
ソ
ド
ソ
出
荷
量
は
前
年
比
で
漸
増
し
た
も
の
の
、
二
六
－
二
八
年
の
平
均
に
ほ
ぼ
等
し
か
っ
た

　
　
（
弓
・
Ｈ
・
弓
竺
Ｏ
■
息
．
ミ
一
Ｐ
Ａ
Ｈ
）
。

（
２
）
・
。
毒
＠
事
号
・
ぎ
Ｐ
違
－
岬
．

一
３
一
ト
葦
・
署
・
虞
，
ｍ
一
奏
ミ
。
、
ミ
ミ
睾
ミ
９
§
ミ
一
一
ミ
こ
ぎ
婁
一
ぎ
～
二
§
一
ミ
ミ
§
ミ
事
§
豪
県
掌
一
～
嚢
ミ

　
を
、
ミ
ミ
ベ
ヨ
；
。
。
。
。
。
。
一
〇
。
§
。
目
－
。
・
曇
〇
一
嚢
一
・
く
員
寡
プ
星
く
婁
身
勺
雲
・
・
琴
乙
・
・
；
・
一
萎
塞
一
彗
彗
武
『
Ｋ

　
　
勺
與
ｏ
。
、
。
。
、
勺
、
。
－
、
箏
Ｏ
勺
。
オ
。
、
ｉ
Ｏ
。
與
－
弓
、
、
宇
Ｈ
（
以
下
、
、
９
§
§
§
吻
、
完
魯
ミ
“
県
畠
・
。
Ｏ
ヨ
と
略
称
す
る
）
、
署
．
崖
ト
。
。
８
（
＞
暑
ぎ

　
オ
。
・
紅
）
・
Ｔ
．
Ｊ
ニ
ァ
ィ
ラ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
九
月
以
降
の
再
建
さ
れ
た
協
定
期
問
を
含
め
た
二
九
年
の
最
上
質
炭
諾
銘
柄
の
ロ
ソ
ド
ソ
市
場

　
　
に
お
げ
る
平
均
価
格
は
ロ
ソ
ド
ソ
．
チ
ヨ
ル
ド
ロ
ソ
当
り
三
ニ
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
で
あ
り
、
二
八
年
の
三
八
シ
リ
ソ
グ
に
比
べ
て
約
一

　
　
四
．
五
％
下
落
し
た
（
ド
ー
弓
四
芭
。
、
一
ｓ
．
、
き
ｐ
昌
）
。
ま
た
、
協
定
の
再
建
お
よ
び
存
続
に
関
っ
て
、
一
般
的
に
、
次
の
二
つ
の
論

　
点
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
が
有
益
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
石
炭
の
も
っ
原
燃
料
と
い
う
性
質
を
も
っ
使
用
価
値
と
し
て
の
特

　
質
は
、
議
会
報
告
や
テ
イ
ラ
ー
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
定
の
限
界
内
（
こ
こ
で
は
既
に
指
摘
し
て
き
た
あ
の
市
場
参
入
阻
止
最
高
価
格

　
と
「
公
開
取
引
」
１
１
自
由
競
争
価
格
と
の
価
格
差
の
範
囲
内
）
で
は
、
需
要
の
価
格
弾
力
性
は
ほ
ぼ
零
に
等
し
い
こ
と
、
っ
ま
り
独
占
価

　
格
の
も
と
で
も
自
由
競
争
価
格
の
も
と
で
も
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て
は
需
要
の
増
減
に
ほ
と
ん
ど
影
響
ポ
与
え
な
い
こ
と
（
「
薄
利
多
売
原

　
理
」
の
石
炭
へ
の
適
用
不
能
）
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
一
八
三
一
年
の
ロ
ソ
ド
ソ
・
チ
ヨ
ル
ド
ロ
ソ
当
り
六
シ
リ

　
　
ソ
グ
の
統
合
国
税
の
廃
止
、
三
三
年
の
「
公
開
取
引
」
の
も
と
で
ロ
ソ
ド
ソ
市
場
で
史
上
最
低
の
価
格
水
準
に
落
ち
込
ん
だ
時
、
協
定
が

　
最
期
的
に
崩
壊
し
た
四
五
年
－
但
し
四
四
年
の
ス
ト
に
よ
る
出
荷
減
に
対
応
す
る
出
荷
増
分
を
差
し
引
く
１
の
、
其
々
の
前
後
す
る
時
期

　
と
比
較
し
た
出
荷
実
績
に
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
度
々
の
議
会
聴
聞
会
で
炭
鉱
主
側
が
協
定
の
存
在
を
公
衆
Ｈ
消
費
者
の
利
益
に
も

　
貢
献
す
る
と
し
て
公
然
と
擁
護
し
た
（
フ
ァ
ク
タ
ー
や
多
く
の
一
次
卸
商
人
も
追
随
し
た
）
根
拠
と
な
っ
た
「
劣
等
炭
坑
淘
汰
論
」
（
乎
ｏ

　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
的
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
　
八
一
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
　
八
二
）

　
ま
ｏ
３
竃
ｏ
｛
彗
冒
巨
警
■
胴
艘
ｏ
巨
守
ユ
冒
８
－
－
◎
邑
ｏ
。
。
一
「
公
開
取
引
」
１
１
供
給
増
↓
価
格
の
一
次
的
下
落
↓
劣
等
炭
坑
の
大
量
休
業
．

　
　
倒
産
↓
少
数
の
優
良
炭
坑
へ
の
生
産
の
集
中
↓
供
給
の
著
し
い
減
少
↓
協
定
１
１
観
制
価
格
以
上
へ
の
価
格
騰
貴
↓
倒
産
し
た
劣
等
炭
坑
の

　
　
操
業
再
開
が
不
可
能
な
い
し
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
協
定
価
格
以
上
の
価
格
水
準
の
長
期
化
、
と
い
う
主
張
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

　
　
三
六
年
六
月
一
四
目
の
「
石
炭
業
の
状
態
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
の
聴
聞
会
で
連
合
委
員
去
議
長
Ｒ
．
Ｗ
．
ブ
ラ
ソ
ド
リ
ソ
グ
は
「
出

　
　
荷
制
限
協
定
」
を
価
格
維
持
の
た
め
の
コ
ソ
ピ
ネ
ー
シ
ヨ
ソ
で
あ
っ
て
も
独
占
で
は
た
い
、
と
垂
言
し
た
の
で
あ
る
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
「
公
開
取
引
」
時
で
も
劣
等
炭
の
出
荷
シ
ェ
ァ
は
低
下
し
な
い
ぱ
か
り
で
な
く
、
価
格
下
落
率
は
劣
等
炭
よ
り
も
最
上
質
（
第
一
級
）
炭

　
　
や
第
二
級
炭
の
方
が
大
き
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
テ
ィ
ラ
ー
は
こ
れ
ら
二
っ
の
論
点
等
に
よ
っ
て
一
八
四
六
年
に
炭
鉱
主
た
ち
に
協
定

　
　
再
建
を
説
得
し
た
の
で
あ
る
。
　
（
ド
Ｈ
・
旨
旨
■
ｓ
．
ｑ
き
署
・
Ｎ
甲
豪
一
、
オ
魯
ミ
こ
ざ
§
き
、
り
、
Ｎ
、
。
｝
ｏ
§
§
ミ
、
、
。
ミ
§
、
婁
、
“
、
県

　
　
§
Ｏ
§
；
ミ
こ
蔓
ミ
・
一
三
ざ
童
§
一
８
県
ｂ
事
ミ
・
ニ
ミ
萱
§
ミ
、
・
夢
易
・
。
；
。
§
・
易
嚢
二
§
一
・
員
一
巾
■

　
　
０
っ
胃
Ｈ
易
一
｝
星
一
彗
｛
勺
◎
事
胃
－
０
８
－
尋
邑
¢
Ｎ
〔
以
下
、
、
Ｏ
§
§
§
吻
，
完
魯
ミ
“
県
－
・
。
。
。
ｑ
、
一
と
略
称
す
る
〕
一
暑
・
賛
簑
一
鼻
　
Ｈ
ｏ
。
べ
１
０
◎
一

　
　
嚢
－
昌
し
爵
一
害
事
岩
・
．
Ｈ
。
。
）
一
ミ
ー
嚢
一
喜
潟
肇
８
。
・
一
オ
・
・
お
．
オ
・
曼
）
・
）
・

一
４
一
。
つ
秦
§
亭
き
暑
．
苧
〇
一
、
Ｏ
§
§
§
，
喜
ミ
ミ
嚢
◎
、
二
忌
お
．
９
一
宮
ｏ
。
目
畠
、
。
。
；
。
・
心
，
。
幸

一
５
一
・
Ｏ
§
§
§
，
智
ミ
ミ
嚢
◎
、
；
ｏ
．
鼻
§
－
蜆
二
毒
§
魯
・
き
署
・
胃
１
。
。
一
甲
宗
く
ざ
、
き
ミ
魯
。
サ
、
き
。
ミ
、
§
、
、
・

　
　
曇
一
署
．
Ｈ
買
Ｈ
畠
一
Ｕ
．
Ｈ
．
オ
昌
鼠
婁
一
、
§
き
婁
ｏ
§
§
ミ
§
ぎ
§
ｏ
§
一
掌
～
ミ
り
ミ
、
・
Ｈ
竃
卜
署
』
９
峯

（
６
）
　
ロ
ソ
ド
ソ
デ
リ
ー
侯
は
一
八
二
一
年
に
Ｒ
・
ミ
ル
バ
ソ
ク
卿
の
シ
ー
ア
ム
所
領
を
競
売
に
よ
り
六
、
三
〇
〇
ポ
ソ
ド
で
購
入
し
、
彼
の

　
　
最
も
有
能
な
炭
坑
監
督
で
あ
る
Ｊ
・
バ
ド
ル
が
シ
ー
ア
ム
開
発
計
画
（
艘
ｏ
乙
ｏ
＄
ぎ
昌
雫
◎
前
ｇ
）
を
熱
心
に
勧
め
、
そ
れ
は
二
八
－
二
九

　
　
年
に
彼
の
純
粋
に
私
的
匁
事
業
と
し
て
始
め
ら
れ
、
三
一
年
七
月
に
内
港
（
ノ
ー
ス
・
ハ
ー
バ
ー
）
が
完
成
し
、
か
く
し
て
彼
の
三
っ
の

　
　
主
要
炭
坑
の
う
ち
、
レ
イ
ソ
ト
ソ
お
よ
び
ピ
ツ
テ
イ
ソ
グ
ト
ソ
両
炭
坑
は
従
来
石
炭
を
ウ
ェ
ア
河
の
ベ
ソ
シ
ャ
ウ
（
勺
、
。
。
。
ぎ
幸
）
か
ら
サ

　
　
ソ
ダ
ｉ
ラ
ソ
ド
港
へ
運
び
、
そ
こ
で
キ
ー
ル
か
ら
石
炭
船
に
積
み
か
え
て
出
荷
し
て
い
た
の
を
や
め
て
、
四
マ
イ
ル
の
鉄
道
で
直
接
シ
ー

　
　
ア
ム
一
ハ
ー
バ
ー
か
ら
出
荷
す
る
よ
う
に
た
っ
た
の
で
あ
る
（
最
初
の
出
荷
は
三
一
年
七
月
二
五
目
）
。
そ
の
後
、
三
五
年
に
サ
ウ
ス
．

　
　
ハ
ー
バ
ー
、
四
五
年
に
も
そ
れ
ら
の
拡
張
工
事
が
完
成
し
た
。
シ
ー
ア
ム
・
ハ
ー
バ
ー
か
ら
は
他
の
諸
炭
坑
の
石
炭
出
荷
１
１
船
積
み
業
務

　
　
も
行
た
わ
れ
た
。
他
方
で
、
彼
は
、
三
二
年
に
シ
ー
ア
ム
を
物
資
の
集
散
港
お
よ
び
鉄
工
業
の
タ
ウ
ソ
（
｝
ｏ
。
具
彗
｛
。
。
討
。
；
◎
考
■
）
に

　
　
す
る
事
業
（
Ｎ
印
Ｏ
。
事
員
Ｈ
く
一
〇
乙
仁
）
を
推
し
進
め
た
。
彼
は
こ
こ
に
”
寮
の
投
げ
ら
れ
た
生
涯
。
（
三
－
豪
。
■
Ｐ
ま
８
奉
、
）
を
賭
げ



（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

た
、
と
い
わ
れ
る
（
ｏ
ｏ
奉
需
ミ
一
９
・
、
“
・
一
Ｐ
ｏ
ｏ
。
一
一
Ｕ
・
ｏ
ｏ
君
ぎ
ｏ
ｑ
一
、
掌
ｏ
向
鳶
Ｎ
“
争
卜
§
き
～
崇
ざ
守
～
、
二
ざ
ト
恕
県
Ｏ
§
Ｎ
§
～
宇
§
こ
ｏ
．
ｃ
。
◎
１

富
。
・
Ｏ
、
二
■
、
旨
¢
旨
員
量
一
〇
｛
向
８
８
ま
Ｏ
串
写
Ｏ
｛
、
一
く
◎
一
．
と
二
鵠
－
暮
Ｈ
Ｈ
し
Ｈ
一
乙
。
旦
蛋
、
掌
・
嚢
亀
争
卜
§
～
§
§
葛
§
～

峯
ミ
一
§
§
９
ミ
§
ミ
§
一
・
§
§
ヨ
一
ぎ
．
～
己
彗
＝
己
易
写
－
皇
・
「
・
己
＆
塁
箒
竃
｛
豪
旨
旨
乙
。
け
ま
；
警
巨
一
昌
．
一
｝

。
・
着
り
邑
§
身
－
弓
．
書
ま
四
自
｛
甲
９
…
雪
Ｐ
；
宇
９
一
－
↓
・
妻
貝
．
、
卜
§
き
§
§
§
～
§
ミ
蕎
、
二
箏
げ
蓼
５
．

暮
易
巨
昌
＆
げ
８
ぎ
二
ｍ
一
＞
．
－
弓
芝
・
■
、
掌
・
妻
ミ
き
ミ
ま
県
卜
§
ミ
一
ミ
ミ
§
～
き
き
隻
吻
一
§
９
ミ
ぎ
き
、
・

、
旨
｝
彗
；
ぎ
易
身
旨
冒
箏
呂
”
二
婁
。
・
邑
男
く
〇
一
．
＊
く
戸
Ｈ
事
－
９
Ｐ
貰
印
≠
．
Ｃ
。
膏
囚
０
。
。
。
。
一
、
寺
迂
§
こ
ミ
饒
邑
§
了

掌
“
『
ミ
ミ
き
ミ
ミ
シ
県
ト
ミ
邑
ｏ
ミ
ミ
ミ
§
ｏ
§
ぎ
§
ミ
§
～
き
ミ
ぎ
§
ミ
、
一
Ｈ
彗
９
竃
』
甲
豪
・
和
田
一
夫
”
ロ
ソ
ド
ソ
デ
リ
ー

侯
の
炭
穣
経
営
と
一
八
四
四
年
労
働
争
議
〃
西
目
本
文
化
協
会
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
ノ
ー
ト
」
第
七
号
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
、
一
七

－
二
一
べ
－
ジ
。
）
。

。
つ
毒
・
曇
９
．
睾
一
署
．
ｏ
・
。
－
Ｈ
ｏ
卜
・
｛
二
、
、
Ｏ
§
§
§
．
お
嘗
ミ
県
嚢
ｑ
、
一
Ｐ
蔓
芦
Ｕ
§
Ｐ
、
ま
婁
吻
ミ
ぎ
ド
Ｏ
Ｓ
一
逼
・
・
一
§
～

ｂ
費
喜
一
ぎ
Ｓ
§
県
葦
Ｏ
§
一
掌
き
県
書
き
き
県
掌
魁
§
～
ヨ
ニ
・
。
室
り
・
・
。
ｍ
・

ｃ
・
毒
ｇ
さ
息
．
ミ
一
；
ミ
ー
・
。
一
甲
○
．
－
婁
ぎ
、
嚢
喜
向
ミ
事
峯
§
§
ー
ト
吻
“
ミ
皇
吻
一
ミ
県
掌
導
Ｑ
鳶
ぎ
紅
ｂ
§
喜
．

§
～
ミ
“
．
Ｎ
ｏ
ｏ
Ｑ
．
Ｎ
Ｉ
－
ｃ
ｏ
心
心
、
一
　
］
Ｉ
ｏ
Ｎ
ｇ
　
Ｏ
ｏ
．
Ｈ
ｏ
（
竃
～
ｏ
ｏ
｛
向
£
ｏ
｛
Ｋ
内
～
－
幸
｝
ｋ
ｏ
ｏ
　
－
■
け
｝
¢
　
Ｏ
ｏ
■
■
け
Ｈ
ｋ
◎
｛
Ｕ
目
『
｝
”
旨
・
）
１
］
・
ポ
　
］
・
ｏ
◎
一
　
、
Ｏ
◎
§
ミ
◎
ミ
吻
．
オ
魯
◎
ミ

県
曇
ｑ
、
、
；
ｐ
邑
一
曇
－
ｍ
（
８
．
曇
・
。
∴
竃
）
一
巾
．
オ
．
申
・
。
彗
豪
易
一
、
婁
ミ
膏
ミ
撃
ミ
§
即
皇
・
ミ
嚢
§
妻
ミ
ミ
、
一

岩
富
一
署
．
や
睾

、
Ｏ
§
§
婁
，
氏
膏
ミ
県
畠
Ｃ
・
¢
、
、
一
看
§
－
仁
（
宮
睾
一
ヨ
．
ｍ
Ｏ
ｌ
寒
ぎ
ミ
、
§
き
§
奮
県
婁
§
§
薫
・
ミ
ぴ
さ
ミ
§
Ｏ
§
．

§
ま
汀
～
Ｑ
ミ
ー
Ｕ
ミ
事
Ｑ
§
吻
Ｏ
ミ
§
－
妻
良
さ
ミ
“
＆
ミ
完
亀
ミ
ミ
Ｓ
ｋ
ｂ
肖
Ｎ
一
心
き
ｋ
－
Ｏ
ｏ
Ｃ
Ｏ
ｑ
〔
向
く
－
｛
Ｏ
箏
Ｏ
＠
Ｏ
｛
峯
Ｈ
一
弓
｝
Ｏ
冒
四
◎
Ｏ
内
Ｏ
箏
ミ
ー
Ｏ
〆
〕
）
・
　
フ
ェ
ソ

ウ
ィ
ッ
ク
の
証
言
に
よ
れ
ぱ
、
二
八
年
前
（
一
八
○
八
年
頃
）
、
オ
ー
ク
ラ
ソ
ド
地
区
に
－
は
内
陸
販
売
だ
げ
を
行
っ
て
い
た
六
つ
の
炭
坑

が
あ
っ
た
が
、
公
共
鉄
道
の
敷
設
に
よ
り
海
送
販
売
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
，
な
り
、
ま
た
新
炭
坑
開
発
が
急
進
展
し
た
（
§
き
竃
』
竃
、

ら
）
。

Ｃ
つ
秦
・
§
魯
二
ぎ
り
．
奏
一
－
・
享
魯
二
き
事
§
－
Ｈ
一
奉
旨
庁
婁
一
９
二
ぎ
Ｐ
皇
Ｕ
昌
Ｐ
魯
二
き
Ｏ
豪
一
弓
二
・

弓
包
・
■
９
ニ
ミ
事
苧
Ｎ
一
甲
・
つ
昌
言
、
、
吻
§
－
○
§
ミ
ミ
ト
§
き
〒
圭
吻
一
§
県
書
９
ミ
寒
き
葛
ぎ
一
ざ
ト
§
婁
き
き
一
、
、
・

嚢
Ｈ
二
．
畠
ド
ま
Ｏ
§
§
婁
、
お
膏
ミ
県
嚢
¢
ヨ
；
Ｐ
邑
工
ぎ
曇
（
Ｏ
．
Ｈ
り
Ｈ
Ｏ
）
二
〇
・
。
－
冒
（
Ｐ
嚢
Ｏ
、
嚢
○
）
一
§
、
０
（
喜
潟
甲

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
四

（
若
林
）

八
三
（
　
八
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

（
１
７
）

（
１
８
）

（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

（
２
２
）

（
２
３
）

（
２
４
）

・
第
一
号
）

八
四
（
　
八
四
）

ま
塁
ま
．
胃
と
Ｏ
』
・
。
）
一
、
、
完
膏
ミ
ぎ
ミ
婁
ミ
Ｏ
§
§
一
ミ
ニ
こ
ざ
Ｏ
§
一
ぎ
註
（
、
ミ
一
県
卜
§
～
§
）

県
向
ｃ
“
～
～
ミ
○
“
　
ま
ミ
Ｎ
～
“
べ
一
Ｑ
ミ
、
掌
～
～
べ
”
、
－
　
曽
◎
貝
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
｛
Ｏ
◎
昌
Ｂ
◎
目
ｏ
〇
一
Ｈ
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
べ
－
ｃ
ｏ
ｏ
ｏ
　
（
仁
べ
蜆
）
一
　
■
く
．
　
Ｈ
巾
。
ｑ
Ｃ
０
０
Ｈ
｛
Ｏ
ｃ
ｏ
…

箏
邑
ｏ
い
（
以
下
、
、
９
§
§
§
，
完
魯
ミ
“
県
畠
。
。
ｏ
。
ヨ
と
略
称
す
る
）
一
〇
・
震
（
ｐ
ｐ
・
Ｈ
ｏ
。
旨
－
ｏ
。
）
・

　
ｃ
ｏ
奉
ｏ
０
Ｎ
Ｋ
｝
　
息
．
　
ｏ
ま
．
－

　
、
ｏ
§
§
婁
，
完
魯
ミ

　
、
ｏ
§
§
§
．
完
母
ミ

　
、
〇
一
Ｑ
§
§
Ｑ
ミ
吻
．
完
魯
ｏ
、
、

　
ｃ
ｏ
ミ
ｏ
¢
Ｎ
Ｋ
．
　
ｓ
．
　
○
ミ
ニ

　
、
ｏ
§
§
§
．
完
魯
ミ

竃
．
旨
Ｈ
』
一
オ
昌
鼠
昌
。
。
一

暑
．
Ｈ
８
－
分

県
－
。
。
ｃ
．
ｑ
、
一

県
－
。
。
ｃ
．
ｑ
、
一

県
－
。
。
。
。
ｑ
、
一

〇
．
Ｈ
Ｏ
卜

県
－
。
。
ｃ
．
ｑ
、
一

ｓ
．
ミ
．
一

、
ｏ
§
§
§
、
氏
魯
ミ
県
畠
ｃ
．
ｑ
、
一

署
．
崖
甲
べ
（
◎
◎
．
岩
鼻
一
岩
事
）
．

暑
．
Ｈ
畠
ふ
（
◎
．
畠
塞
）
一
〇
つ
秦
Ｏ
睾

ｐ
ｏ
・
。
（
ｏ
．
崖
邊
）
．

君
．
ｏ
－
べ

（
Ｐ
◎
．
竈
－
ぎ
）

魯
．
ミ
ニ

署
．
Ｈ
Ｏ
仁
（
Ｐ
Ｈ
胃
・
。
）
一
Ｈ
豪
（
Ｐ
．
宕
竃
）
一

暑
．
亀
山
一
Ｕ
昌
Ｐ
魯
．
ミ
．
一
〇
．
・
。
閉
．

ｏ
．
Ｈ
◎
卜

ｃ
ｏ
奉
ｏ
ｏ
Ｎ
Ｋ
１
　
魯
．

■

ミ
ニ
君
．

望
Ｎ
Ｎ
一

｝
鳥
－

ミ
“
き

ｐ
■
ｑ

墨
一
Ｈ
Ｏ
甲
ゴ

“
ざ
ミ
ぎ
ミ
ｓ

勺
ｏ
奉
¢
『
ｌ
Ｏ
◎
～
一

－
ｏ
享
魯
．
、
“
二

　
割
当
基
準
の
最
も
重
要
な
基
礎
と
な
る
生
産
能
力
評
価
の
諸
要
因
を
列
記
す
れ
注
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
¢
鉱
区
使
用
権
の
広
さ
、
◎

坑
の
数
、
　
坑
の
深
度
、
＠
竪
坑
の
幅
、
　
竪
坑
の
坑
底
か
ら
切
羽
ま
で
の
距
離
、
＠
炭
層
の
勾
配
、
¢
操
業
切
羽
の
範
囲
、
ゆ
デ
ィ

ヴ
ィ
ニ
フ
ソ
プ
使
用
の
必
要
性
の
有
無
、
　
坑
か
ら
船
積
み
場
所
ま
で
の
距
離
、
＠
船
積
み
施
設
を
含
む
船
積
み
場
所
の
水
深
、
以
上

（
、
ｏ
§
§
§
、
オ
嘗
工
県
畠
ｃ
．
ｑ
、
一
ｐ
蜆
〔
◎
．
§
一
ｃ
。
毒
ｏ
葦
ｇ
．
ｏ
き
ｐ
§
。

　
ｏ
。
毒
ｏ
§
魯
；
き
ｏ
』
？
－
¢
事
魯
．
睾
一
ｐ
旨
蜆
．

　
、
Ｏ
§
§
§
い
．
完
膏
工
県
－
・
。
・
。
ｑ
、
一
君
．
邑
－
邑
一
竃
（
Ｏ
◎
．
Ｈ
仁
Ｏ
・
。
－
ち
一
Ｈ
◎
甲
べ
（
◎
０
．
冨
畠
－
べ
二
邊
甲
Ｈ
覇
Ｎ
）
Ｌ
艶
ム
（
Ｐ
◎
．
８
０
・
。

－
８
べ
ｏ
。
）
よ
り
推
定
。

　
、
Ｏ
§
§
§
、
お
嘗
工
県
畠
・
。
¢
、
一
署
．
く
－
芦
Ｈ
－
３
０
。
秦
０
§
魯
．
、
き
Ｐ
Ｈ
§
－
Ｏ
事
魯
二
一
、
二
署
．
Ｈ
曽
－
ド
書
豪
婁
一
魯
．

、
き
暑
』
“
亀
山
一
ｃ
。
昌
岸
｝
一
魯
．
ミ
．
一
暑
．
轟
Ｎ
｛

ｏ
。
き
ｏ
暑
魯
．
・
き
ｐ
；
ｃ
。
昌
葦
一
魯
．
ミ
一
ｐ
８
。
。
．

○
つ
ま
旨
ｓ
．
ミ
ニ
ｐ
轟
。
。
．

Ｈ
ミ
・
一
暑
・
畠
や
閉
一
・
。
毒
ｇ
Ｋ
一
魯
．
ミ
一
暮
胃
－
ド
ー
ｏ
く
一
魯
ニ
ミ
暑
．
Ｈ
ミ
冨
◎
．

、
Ｏ
§
§
§
、
完
膏
工
県
畠
・
。
¢
、
一
事
簑
ま
－
簑
く
員
。
。
Ｈ
－
Ｎ
（
Ｏ
」
８
）
一
・
。
毒
Ｏ
§
畢
ミ
．
一
事
Ｓ
全
Ｏ
。
邑
芦
魯
．
ミ
．
一
署
．



　
　
８
甲
３
事
自
旺
昌
ｏ
〇
一
８
．
○
キ
一
暮
．
ミ
ー
ｏ
。
．

（
２
５
）
　
ｃ
。
邑
戸
亭
、
ミ
暑
．
轟
甲
べ
一
ｃ
つ
秦
ｏ
事
亭
、
ご
り
・
お
一
奉
一
一
豪
昌
。
。
一
号
○
芦
ｏ
・
争

（
２
６
）
　
ｏ
。
昌
－
旨
急
．
ｑ
き
Ｐ
８
Ｈ
．
船
長
の
フ
ア
ク
タ
ー
規
制
遵
守
誓
約
の
書
式
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
、
９
§
§
§
吻
．
氏
魯
ｏ
ミ
県
畠
・
。
・
。
、
一

　
　
〇
．
。
。
べ
（
ｏ
・
富
Ｈ
）
を
参
照
せ
よ
。

（
２
７
）
　
、
Ｏ
§
§
§
吻
、
氏
魯
ミ
県
畠
・
。
・
。
、
一
署
．
べ
－
・
。
（
◎
Ｏ
・
違
－
“
８
）
一
べ
い
（
◎
・
崖
塞
）
・

（
２
８
）
　
－
雲
ざ
魯
、
ゴ
署
・
お
Ｈ
－
ド

（
２
９
）
　
、
Ｏ
§
§
§
吻
，
オ
魯
ミ
県
畠
・
。
・
。
、
一
Ｐ
＜
一
〇
つ
ま
言
亭
○
ミ
り
』
・
。
Ｈ
・

（
３
０
）
　
・
。
ミ
＄
§
号
、
ご
？
お
一
〇
〇
８
－
旨
魯
・
、
こ
Ｐ
轟
べ
・

（
３
１
）
　
Ｗ
・
Ｂ
・
ス
コ
ッ
ト
は
タ
ィ
ソ
河
口
近
く
の
ノ
ー
ス
・
シ
ー
ル
ズ
在
住
の
彼
の
兄
弟
で
あ
る
船
主
の
Ｊ
．
Ｒ
．
ス
コ
ッ
ト
が
所
有
す
る

　
　
数
隻
の
帆
走
石
炭
船
の
出
資
者
で
も
あ
っ
た
（
ｏ
○
邑
葺
号
、
ゴ
ヲ
Ｈ
・
。
閉
）
。

（
３
２
）
　
ス
コ
ッ
ト
の
書
簡
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
市
場
目
〔
八
月
二
二
日
〕
の
結
果
〔
市
場
で
の
売
却
待
ち
石
炭
船
二

　
　
二
七
隻
に
対
し
て
売
却
さ
れ
た
石
炭
船
１
１
船
荷
は
三
九
隻
分
で
あ
っ
た
〕
、
次
の
市
場
日
に
は
ス
ラ
イ
デ
ィ
ソ
グ
．
ス
ヶ
ー
ル
表
に
よ
り

　
　
四
〇
隻
分
の
船
荷
し
か
売
り
に
出
し
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
売
却
待
ち
石
炭
船
は
既
に
現
在
二
一
七
隻
も
停
泊
し
、
な
お
新
た
に
入

　
　
港
し
っ
っ
あ
る
こ
と
。
滞
船
料
（
亭
昌
膏
５
。
・
９
船
主
１
１
荷
主
負
担
）
の
問
題
も
あ
り
、
前
市
場
目
に
五
件
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
違
反
が

　
発
生
し
、
ま
た
炭
鉱
主
か
ら
さ
え
指
定
フ
ァ
ク
タ
ー
に
対
す
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
違
反
の
売
却
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
が

　
　
ロ
ー
テ
ー
ツ
ヨ
ソ
・
リ
ス
ト
の
上
位
に
あ
る
船
長
た
ち
の
不
満
を
生
じ
さ
せ
、
ス
コ
ッ
ト
に
集
団
的
に
抗
議
し
て
い
る
こ
と
。
一
次
卸
商

　
　
人
が
、
多
数
の
売
却
待
ち
石
炭
船
の
存
在
に
よ
っ
て
、
値
下
が
り
を
期
待
し
て
当
座
の
必
要
量
し
か
購
入
し
な
い
こ
と
、
等
々
で
あ
る

　
　
（
ｏ
。
邑
旨
ｇ
．
睾
一
署
・
８
“
ｏ
－
、
ｏ
§
§
婁
．
オ
嘗
ミ
県
畠
・
。
・
。
ヨ
・
ｐ
３
）
。

（
３
３
）
　
ｏ
。
邑
芦
魯
・
○
ミ
署
・
轟
。
。
－
り
一
〇
〇
秦
雷
宇
９
・
○
き
Ｐ
べ
。
。
・
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
遵
守
に
関
す
る
誓
約
書
の
個
別
事
例
に
つ
い
て
は
、

　
　
、
９
§
§
婁
、
完
魯
ミ
“
県
－
。
・
。
。
ｏ
。
ヨ
一
ｐ
ｏ
ｏ
べ
（
ｏ
．
お
Ｈ
）
を
参
照
せ
よ
。

（
３
４
）
　
、
９
§
§
§
、
オ
魯
ミ
県
－
・
。
・
。
ｑ
、
一
〇
・
崖
ｏ
（
◎
・
畠
雪
）
・
こ
の
結
果
、
サ
ソ
ダ
ー
ラ
ソ
ド
最
上
質
炭
の
船
上
渡
し
価
格
は
ニ
シ
リ
ソ
グ

　
引
き
上
げ
ら
れ
て
二
八
シ
リ
ソ
グ
六
ベ
ソ
ス
、
同
じ
く
第
二
級
炭
は
二
四
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
と
な
っ
た
。
ま
た
三
四
年
九
月
の
指
示
出

　
　
荷
率
は
例
年
よ
り
も
割
当
基
準
の
一
、
○
○
○
分
の
五
な
い
し
二
〇
削
減
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
　
（
、
ｏ
ミ
§
葛
、
お
魯
ミ
県
－
・
。
・
。
ｑ
、
一

　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
彩
態
　
四
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
　
八
五
）



（
３
５
）

（
３
６
）

（
３
７
）

（
３
８
）

（
３
９
）

（
４
０
）

（
４
１
）

（
４
２
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
一
号
）

八
六
（
　
八
六
）

暑
・
竃
（
◎
．
◎
。
昌
〔
署
◎
』
〕
）
一
Ｈ
仁
ｏ
（
◎
．
Ｈ
８
・
。
）
．
）
。

　
「
輪
番
法
」
（
亭
¢
弓
膏
目
ぎ
け
）
と
よ
ば
れ
る
一
七
六
六
年
の
制
定
法
（
０
０
８
．
目
一
〇
．
Ｓ
）
は
、
タ
ィ
ソ
河
流
域
に
お
げ
る
石
炭
の

船
積
み
を
石
炭
船
の
入
港
順
に
行
な
う
こ
と
を
義
務
づ
げ
、
併
せ
て
炭
鉱
主
お
よ
び
フ
ィ
ッ
タ
ー
が
石
炭
の
船
積
み
を
拒
絶
す
る
こ
と
を

罰
金
一
〇
〇
ポ
ソ
ド
と
定
め
て
禁
止
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
は
タ
イ
ソ
の
み
を
対
象
と
し
、
ウ
ェ
ァ
ニ
ァ
ィ
ー
ズ
等
へ
は
適
用
さ
れ

な
い
た
め
、
ロ
ソ
ド
ソ
石
炭
取
引
所
に
お
げ
る
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
に
違
反
し
た
船
主
お
よ
び
船
長
に
対
す
る
両
河
流
域
炭
鉱
主
の
船
積
み

拒
否
は
三
八
年
の
下
院
議
会
で
「
輪
番
法
」
の
対
象
地
域
拡
大
の
動
き
を
生
み
だ
し
た
が
、
実
ら
た
か
っ
た
。
ま
た
、
タ
ィ
ソ
で
の
船
積

み
拒
否
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
。
、
船
主
に
よ
る
裁
判
事
件
へ
と
発
展
し
た
　
（
ｃ
ｏ
秦
¢
§
亭
ユ
ご
ｏ
・
ｍ
９
ま
◎
一
ｇ
試
ミ
一
乙
ｏ
邑
言
魯
・

・
ミ
ｐ
農
ド
弓
・
ｃ
。
・
若
軍
旨
俸
－
ｏ
。
淳
男
、
掌
・
ｏ
§
Ｎ
掌
き
吻
ミ
ヘ
ミ
向
雲
訂
・
・
§
ｏ
§
ぎ
ミ
、
一
宕
震
（
二
↓
＆
．
岩
８
）
一
ｐ

曽
べ
一
、
Ｏ
§
§
§
．
亀
魯
ミ
県
－
・
。
・
。
ｑ
、
一
暑
．
×
員
・
。
や
岬
〔
Ｏ
◎
．
畠
Ｈ
－
ｄ
一
、
Ｏ
§
§
暮
．
完
膏
ミ
県
－
。
・
Ｃ
・
。
・
、
一
署
．
く
芦
昌
〔
Ｏ
Ｐ
．
Ｈ
お
－

旨
・
。
〕
一
畠
〔
◎
◎
．
き
乍
０
〕
一
ミ
〔
◎
．
８
０
〕
一
竃
〔
Ｏ
．
Ｈ
ま
◎
〕
）
。

　
ｃ
。
邑
芦
魯
・
・
き
ｂ
・
轟
〇
一
〇
。
ミ
ｏ
雷
ざ
§
睾
一
〇
．
尋
、
ｏ
§
§
§
，
完
嘗
工
県
－
。
・
ｃ
。
。
・
、
一
署
』
ｍ
（
◎
．
ｏ
。
・
ｏ
）
一
。
・
ｏ
（
◎
．
Ｈ
０
。
・
べ
）
一

胃
』
（
◎
◎
．
ミ
蟹
－
０
）
一
漫
（
◎
．
Ｈ
・
。
◎
Ｏ
）
．

　
、
Ｏ
§
§
§
、
完
魯
ミ
県
－
・
。
・
。
ｑ
、
一
竃
・
・
。
・
。
－
ト
（
◎
◎
．
お
Ｈ
ふ
）
一
〇
。
昌
葦
一
魯
．
ｑ
ミ
Ｐ
轟
〇
一
Ｃ
。
奏
¢
Ｎ
ざ
魯
．
、
き
署
．
お
－
ト

　
、
９
§
§
§
い
、
寓
患
ミ
県
－
・
。
・
。
ｑ
、
一
Ｐ
閉
（
◎
Ｏ
．
畠
－
べ
）
一
〇
〇
毒
Ｏ
ミ
一
魯
．
Ｏ
き
？
撃

　
と
く
に
、
五
月
一
四
日
付
げ
の
書
簡
で
、
ス
コ
ッ
ト
は
、
前
市
場
日
〔
五
月
二
二
日
〕
の
売
れ
残
り
船
荷
が
一
五
〇
隻
分
〔
Ｊ
・
ベ
ソ

ト
レ
イ
の
三
六
年
の
議
会
証
言
に
よ
れ
ぽ
五
月
二
二
目
の
市
場
で
の
売
却
待
ち
石
炭
船
は
一
九
七
隻
で
売
却
さ
れ
た
船
荷
は
四
四
隻
分
で
、

売
れ
残
り
は
一
五
三
隻
分
で
あ
っ
た
〕
も
あ
り
、
ま
た
売
却
価
格
が
二
一
シ
リ
ソ
グ
未
満
で
あ
っ
た
の
で
次
の
市
場
日
の
売
り
に
出
す

船
荷
は
四
〇
隻
分
で
あ
る
が
、
既
に
二
七
四
隻
が
滞
船
し
、
さ
ら
に
新
た
に
到
着
し
つ
つ
あ
る
、
と
指
摘
し
た
（
ｃ
っ
邑
芦
魯
・
ｏ
ミ
ｐ

農
〇
一
、
Ｏ
§
§
§
，
亀
膏
工
県
－
竃
ｑ
、
一
〇
．
竈
〔
◎
．
お
凸
）
。

　
、
９
§
§
婁
，
肉
母
ミ
県
畠
・
。
ｑ
、
一
署
・
Ｓ
（
◎
．
・
。
曽
－
葦
』
）
一
、
３
（
Ｏ
．
８
ト
）
一
Ｃ
０
邑
芦
号
、
汁
一
Ｐ
違
ド

　
０
０
邑
芦
魯
．
Ｏ
ミ
Ｐ
農
Ｏ
．

　
、
ｏ
§
§
§
吻
。
氏
魯
ミ
♀
畠
・
。
ｑ
、
一
署
・
簑
戸
畠
甲
畠
ｏ
（
ｐ
◎
』
閉
捺
－
ミ
鼻
卑
己
彗
８
◎
｛
身
ｏ
『
）
一
ｃ
。
毒
ｇ
宇
亭
、
ご
署
．
ベ
ト
ー

切
一
ｃ
り
邑
芦
魯
．
〔
き
ｏ
』
お
一
－
雲
ざ
魯
．
、
ミ
ｐ
冨
Ｈ
．



（
４
３
）
、
Ｏ
§
§
葛
、
完
魯
ミ
、
一
県
－
・
。
・
。
・
。
ヨ
一
君
．
冨
－
違
（
Ｏ
Ｏ
』
お
ム
Ｓ
一
穿
己
雪
８
◎
｛
掌
§
混
９
）
一
・
。
ｏ
－
ミ
（
Ｐ
Ｏ
．
蜆
震
－
８
９
穿
己
ｏ
箏
８

　
　
◎
｛
■
◎
暮
帽
）
一
胃
山
（
◎
Ｏ
・
ミ
お
山
ベ
ベ
９
寒
巨
彗
８
◎
｛
９
豪
）
一
〇
〇
奉
８
§
魯
．
○
ぎ
署
．
畠
－
？
０
つ
冒
葦
一
号
、
き
君
．
違
◎
－
～
．

　
　
ス
ウ
ィ
ー
ジ
ー
は
、
ヤ
ソ
グ
ら
の
告
訴
の
時
期
を
三
七
年
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
白
な
誤
記
で
あ
ろ
う
（
ギ
ル
ズ
が
議
会
証
言
の
際

　
　
に
提
出
し
た
「
ト
ソ
プ
ソ
ソ
対
ヴ
ィ
ー
チ
」
の
訴
訟
に
関
し
て
ロ
ー
リ
イ
〔
Ｈ
◎
巨
－
◎
書
己
が
被
告
側
弁
護
人
ク
レ
ィ
ト
ソ
〔
旨
ぎ

　
　
○
迂
茸
昌
〕
に
宛
て
た
書
簡
の
日
け
け
は
一
八
三
六
年
三
月
ニ
ハ
日
と
な
っ
て
い
る
）
。

（
４
４
）
　
、
９
ミ
§
ｏ
§
。
完
魯
◎
ミ
県
畠
ま
、
一
暑
．
簑
尽
×
Ｅ
一
〇
つ
邑
言
Ｓ
．
、
ご
Ｐ
違
ト

（
４
５
）
　
呂
９
§
§
§
吻
、
完
魯
Ｑ
ミ
県
－
ｏ
．
ｃ
．
ｑ
、
一
暑
．
簑
ぎ
昌
（
Ｏ
．
閉
竃
）
一
〇
。
８
岸
戸
Ｓ
．
、
二
〇
』
塞
．

（
４
６
）
　
ｏ
ｏ
昌
岸
ぎ
Ｓ
．
ミ
ニ
づ
』
竃
．

（
４
７
）
　
き
ミ
一
Ｐ
ト
。
ミ
．

（
４
８
）
　
き
ミ
一
Ｐ
農
べ
一
、
、
Ｏ
§
§
§
妻
，
完
魯
◎
ミ
県
－
・
。
ｃ
。
・
。
、
一
Ｐ
べ
（
Ｏ
．
８
ふ
）
．

（
４
９
）
　
フ
ィ
ッ
タ
ー
が
、
自
分
が
船
荷
売
却
業
務
を
行
な
っ
た
石
炭
船
の
「
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
違
反
通
告
」
を
無
視
し
た
場
合
、
地
域
委
員
会

　
　
が
¢
通
常
は
フ
ィ
ヅ
タ
ー
を
召
喚
し
（
フ
ィ
ヅ
タ
ー
は
フ
ァ
ク
タ
ー
の
誤
り
で
あ
る
、
と
言
う
と
い
わ
れ
る
）
、
　
＠
公
然
た
る
違
反
の
場

　
　
合
に
は
炭
坑
の
代
表
者
を
召
喚
し
、
　
〔
当
該
石
炭
船
に
対
し
て
連
合
な
い
し
地
域
委
員
会
が
決
定
し
た
措
置
を
と
る
よ
う
に
〕
忠
告
す
る

　
　
（
、
９
§
§
§
吻
。
由
魯
ミ
“
県
－
Ｏ
．
Ｃ
．
Ｃ
。
、
一
Ｐ
胃
〔
Ｐ
Ｏ
．
Ｈ
お
甲
ミ
お
〕
）
。

（
５
０
）
二
月
一
七
目
か
ら
二
七
目
ま
で
に
七
二
一
隻
（
う
ち
ガ
ス
会
杜
向
げ
一
四
隻
）
の
石
炭
船
が
ロ
ソ
ド
ソ
港
に
入
港
し
、
二
月
一
七
目
－

　
　
一
四
四
隻
、
二
〇
目
－
六
七
隻
、
二
二
日
－
七
七
隻
、
二
四
日
－
五
五
隻
、
二
七
日
－
六
八
隻
、
合
計
五
市
場
目
四
一
一
隻
の
船
荷
が
売

　
　
却
さ
れ
た
（
、
９
§
§
§
吻
．
完
魯
Ｑ
ミ
県
－
ｏ
。
・
。
・
。
ヨ
一
ｐ
ま
（
ｏ
・
．
）
一
ｃ
ｏ
邑
旨
魯
．
、
｝
ゴ
ｐ
畠
ｃ
。
）
。

（
５
１
）
　
一
次
卸
商
人
が
”
ガ
ス
用
炭
〃
と
い
う
口
実
で
市
場
向
げ
石
炭
を
入
港
直
後
に
荷
揚
げ
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
彼
ら
は
水
道
施
設
向
げ

　
　
や
蒸
気
船
向
げ
の
石
炭
を
購
入
し
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
を
遵
守
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
結
果
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
を
遵
守
し
て
い
る
す
べ
て

　
　
の
船
主
に
過
重
た
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と
、
等
々
の
事
情
（
ｏ
っ
邑
旨
ｇ
・
、
き
署
』
彗
－
。
。
）
。

（
５
２
）
　
ｏ
ｏ
冒
岸
ぎ
Ｓ
．
、
ご
君
』
彗
』
べ
◎
．

（
５
３
）
　
ガ
ス
製
造
所
、
火
酒
蒸
溜
所
、
製
造
業
者
お
よ
び
公
共
機
関
を
含
め
て
、
三
七
年
の
フ
ァ
ク
タ
ー
の
手
中
を
通
ら
た
か
っ
た
石
炭
は
約

　
　
四
％
で
あ
り
、
こ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
へ
の
高
率
の
取
扱
い
最
の
集
中
を
最
も
強
力
に
支
え
て
い
る
の
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ
ソ
制
と
そ
の
違
反
に

　
産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形
態
　
樽
（
若
林
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
　
八
七
）



（
５
４
）

（
５
５
）

（
５
６
）

（
５
７
）

（
５
８
）

（
５
９
）

（
６
０
）

（
６
１
）

（
６
２
）

（
６
３
）

（
６
４
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
一
号
）

八
八
（
八
八
）

対
す
る
炭
鉱
主
の
船
荷
売
却
拒
否
処
分
に
あ
る
、
と
い
う
証
言
も
あ
る
（
、
９
§
§
§
．
完
恩
ミ
ヘ
ー
。
。
。
。
。
・
、
一
〇
・
Ｈ
腎
〔
◎
・
Ｏ
。
畠
Ｏ
◎
由
亭

｛
ｇ
８
◎
｛
ｃ
ｏ
守
旨
｝
■
饒
昌
〕
）
。

　
、
Ｏ
§
§
§
，
完
嘗
ミ
県
畠
蟹
、
一
署
．
Ｈ
漫
（
Ｏ
』
閉
Ｏ
べ
－
卑
巨
Ｏ
■
８
０
｛
Ｕ
彗
邑
雰
事
彗
）
一
・
。
昌
一
旨
亭
・
ぎ
Ｏ
．
巷
岬
．

　
三
八
年
三
月
九
目
の
一
次
卸
商
協
会
の
書
記
ホ
ー
ソ
（
奉
旨
量
昌
自
ｏ
昌
ｏ
）
の
議
会
証
言
に
よ
る
と
、
フ
ァ
ク
タ
ー
規
制
に
よ
り
石
炭

価
格
が
規
則
正
し
く
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
そ
れ
以
前
よ
り
も
冬
季
に
廉
価
と
た
っ
た
が
、
年
問
を
と
っ
て
み
れ
ほ
ト
ソ
当
り
二
～
三

シ
リ
ソ
グ
高
く
な
っ
て
い
る
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
、
９
§
§
◎
§
．
完
魯
ミ
“
県
畠
Ｃ
。
吻
、
一
〇
．
Ｈ
Ｈ
Ｏ
。
〔
Ｏ
Ｏ
．
８
旨
－
轟
岩
〕
）
。

　
三
三
年
の
価
格
は
同
年
八
月
二
四
目
の
暫
定
協
定
に
よ
る
ニ
ュ
ー
、
カ
ス
ル
・
チ
ョ
ル
ド
ロ
ソ
当
り
二
ニ
シ
リ
ソ
グ
六
ペ
ソ
ス
を
、
三
七

年
の
そ
れ
は
三
六
年
一
〇
月
一
目
以
降
の
三
〇
シ
リ
ソ
グ
六
ベ
ソ
ス
を
、
採
用
し
、
そ
の
差
額
八
シ
リ
ソ
グ
を
ト
ソ
換
算
し
て
算
出
し
た
。

　
○
戸
Ｏ
■
■
Ｐ
魯
．
、
ゴ
Ｐ
８
卜

　
、
Ｏ
§
§
§
、
射
魯
ミ
県
畠
ｃ
．
ｑ
，
一
Ｐ
・
。
ｏ
（
◎
◎
．
旨
８
－
Ｈ
胃
Ｈ
）
．
ｏ
戸
事
．
句
◎
『
身
８
一
、
ト
雲
冬
ミ
県
Ｏ
§
ド
９
ぎ
９
ｓ
Ｎ
ヨ
“
§
：

県
§
～
Ｏ
ミ
ミ
き
ユ
ざ
§
Ｏ
§
Ｎ
、
ミ
、
：
、
一
畠
８
一
署
．
畠
一
〇
。
“
８
一
、
ミ
ミ
§
～
ミ
ぎ
“
鳶
９
§
§
芽
“
◎
〒
尋
乏
オ
魯
ミ
“
ミ
§

ま
§
ミ
ベ
、
易
お
〔
閉
Ｏ
・
。
〕
一
＊
く
Ｈ
一
弓
一
ｑ
Ｏ
．
Ｏ
『
一
婁
；
巨
嘉
Ｏ
奉
ま
誌
Ｈ
一
Ｐ
冨
蜆
（
Ｏ
く
巨
）
一
内
．
－
．
○
』
－
毒
撃
、
＼
§
募
県
Ｏ
§
Ｎ

ミ
ミ
鳶
§
～
“
ざ
ｏ
§
Ｎ
ぎ
き
。
一
く
◎
－
ド
昌
ｐ
Ｈ
竃
Ｈ
（
◎
ユ
。
ｑ
．
君
げ
－
岩
良
）
一
〇
．
ｏ
．
８
（
Ｈ
邑
異
－
一
Ｕ
口
昌
一
竃
■
峯
等
巨
轟
）
．

　
○
戸
Ｕ
昌
Ｐ
９
．
、
ジ
署
．
８
－
Ｈ
．

　
、
９
§
§
§
吻
．
氏
魯
◎
ミ
県
－
・
。
Ｃ
．
ｑ
、
一
竃
．
Ｈ
お
－
ト
（
Ｏ
◎
．
Ｈ
置
Ｏ
。
－
お
閉
Ｈ
）
．

　
、
Ｏ
§
§
§
吻
．
完
魯
ミ
県
畠
Ｃ
．
ｑ
、
一
〇
．
旨
Ｏ
（
◎
．
昌
違
）
．

　
連
合
委
員
会
議
長
ブ
ラ
ソ
ド
リ
ソ
グ
は
、
ニ
ュ
ー
カ
ス
ル
・
チ
ョ
ル
ド
ロ
ソ
当
り
の
生
産
費
の
最
高
値
と
最
低
値
に
つ
い
て
、
一
八
三

〇
年
の
其
六
二
三
シ
リ
ソ
グ
、
一
五
～
ニ
ハ
シ
リ
ソ
グ
に
対
し
て
、
三
六
年
は
、
　
「
現
在
の
出
荷
量
」
を
前
提
と
し
て
、
其
々
二
三
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